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序

近年、福岡市の西南部は都市化の波が一段と進み、古代より人々

に糧を供給しつづけてきた豊かな山・川・田園は市街化と産業構造

の変化等で、その姿を大きく変えつつあります。

今回調査した羽根戸遺跡もこのような人口増加に伴う生徒数の急

激な増加によって、昭和60年4月、西区羽根戸に開校した福岡市立

壱岐ヶ丘中学校内に所在する遺跡であります。

発掘調査の結果、旧石器時代の遺物包含層や縄文時代晩期の組織

痕土器等の数少ない貴重な資料や古墳時代から平安時代に亘る集落

址が確認され、はるか1万年の昔より綿々と刻まれてきた人々の足

跡を垣間見ることができますO　また古代の集落や社会構造を究明す

る上で誠に貴重な遺跡であると考えます。

本書に収録された資料が、市民各位の文化財に対する関心と保護

に活用されますと共に、学術研究の分野においても役立つことを願

うものであります。

なお、調査にあたって、ご指導・ご助言をいただいた諸先生をは

じめ、長期間にわたって作業に従事された作業員の皆さんおよび関

係各位の方々の多大なご協力と、文化財に対する深いご理解に深勘

なる謝意を表します。

昭和61年3月

福岡市教育委員会

教育長　佐藤善郎



□　本書は福岡市土地開発公社の壱岐ヶ丘中学校建設に伴う、事前調査

として、福岡市教育委員会文化課が昭和59年1月から9月までの約

8ケ月に亘って実施した福岡市西区羽根戸遺跡の調査報告書である。

□　本書に掲載した実測図の作成は担当者の他に二宮忠司氏・佐藤一郎

氏（福岡市文化課）赤司書彦氏（現．福岡県文化課）．山村信栄氏

（慶応大学）の協力を得た。

□　本書に掲載した写真は小畑．小林が撮影したが、一部二宮忠司氏の

協力を得た。

□　遺構はすべて記号化して次のように表示した。

SB・・・掘立柱建物，SC・．・竪穴住居地，SD・．・湊，SH・．．土壌

SK．．．甕棺墓，SR…河川，SX…土壌墓

ただし、炉址はそのままに呼称した。

□　掲載遺物実測図のうち土器はすべてとうしナンバーを付し、土器断

面スミベタは須恵器、アミは陶磁器を示す。

□　本書に使用した方位は磁北方位で、真北より6。21′西偏する。

□　本書の執筆はⅢ章2－1．2、3－（7）の石器を小畑、Ⅲ章2－3－（5）

木器及び（7）の土器を山村信栄が担当し、この他は小林が行った。

また、渡辺誠（名古屋大学）．大澤正己（新日鉄八幡製作所技術研究

室）・大迫靖雄（熊本大学）の先生方に玉稿をいただき、内容の充実

をはかった。

□　本書の編集は小畑の協力を得て、小林が行った。



本文目次

序

Ⅰ　はじめに

1．発掘調査にいたるまで

2．発掘調査の組織

Ⅱ　遺跡の立地と環境

1．立地と環境

2．地形と地質

Ⅲ　調査の記録

1．調査の概要

2・調査の記録

1　旧石器時代の調査

2　縄文時代の調査

3　弥生時代以降の調査

1）甕棺墓

2）竪穴住居地

3）掘立柱建物

4）土壌

5）河川

6）溝状遺構

7）包含層出土の遺物

Ⅳ　おわりに

Ⅰ　羽根戸遺跡の組織痕土器について

付論目次

Ⅱ　羽根戸遺跡出土鉄淳の金属学的調査．

Ⅲ　羽根戸遺跡出土木器の樹種同定

1

1

1

3

3

5

6

6

7

7

15

17

17

21

32

45

56

82

83

92

95

103

117



挿図目次

Fig．1周辺遺跡分布図（1／10，000）

Fig．2　羽根戸遺跡群位置図（1／50，000）

Fig・3　羽根．戸遺跡地質柱状図

Fig．4　調査区位置図

Fig．5　遺物出土状況及び土層断面図

Fig．6　出土石器実測図1（1／1）

Fig．7　出土石器実測図　2　（1／1）

Fig．8　出土石器実測図　3　及び接合例（1／1）

Fig．9　中原志外顕氏採集品（1／1）

Fig・10　SH－03実測図（3／40）

Fig．11SH－03出土組織痕土器実測図（1／4）

Fig．12　SD－04出土石器実測図（3／4）

Fig．13　SK－01－06実測図（1／20）

Fig・14　SK－07－10・SX－01実測図（1／20）

Fig・15　SK－01－04実測図（1／8）

Fig・16　SK－05－10実測図（1／8）

Fig．17　SC－01．02実測図（1／60）

Fig．18　SC－03－06実測図（1／60）

Fig．19　SC－07．11実測図（1／60）

Fig・20　SC－08・09実測図（1／60）

Fig・21SC－10．12・13．15実測図（1／60）

Fig．22　SC－16．17実測図（1／60）

Fig．23　SC－01－07出土土器実測図（1／4）

Fig．24　SC－10．11．13・16．17出土土器実測図（1／4）

Fig．25　SB－01－06実測図（1／100）

Fig・26　SB－07－12実測図（1／100）

Fig．27　SB－13－19実測図（1／100）

Fig．28　SB－20－26実測図（1／100）

Fig．29　SB－27－31実測図（1／100）

Fig．30　SB－32－36実測図（1／100）

Fig・31SB－37－39．41・42実測図（1／100）
Fig．32　SB－40実測図（1／100）

Fig．33　SB－12・19．35出土土器実測図（1／4）

Fig．34　SH－01・02・04実測図（1／30）

Fig・35　SH－05・07・08実測図（1／30）

2

4

5

7

8

10

11

12

14

15

15

16

18

19

折り込み

折り込み

22

23

25

27

28

29

30

31

35

36

37

38

39

40

41

42

43

46

48



Fig．36　SH－09－11．13実測図（1／30）

Fi．g．37　SH－14－17実測図（1／30）

Fig・38　SH－18－22実測図（1／30）

Fig・39　SH－02．05．06．10・11．13－17出土土器実測図

Fig・40　SH－06出土土器実測図（1／6）

Fig・41SH－10出土木器実測図（1／4）

Fig．421号炉址実測図（1／20）

Fig．43　SR－01第1杭列実測図（1／60）

Fig．44　SR－01第2杭列、SR－02杭列実測図（1／30）

Fig．45　SR－01－05土層図（1／60）

Fig．46　SR－01出土土器実測図1（1／4）

Fig．47　SR－01出土土器実測図　2（1／4）

Fig．48　SR－01出土土器実測図　3（1／4）

Fig・49　SR－01出土土器実測図　4（1／4）

Fig．50　SR－01出土木器実測図（1／4）

Fig．51SR－02出土土器実測図1（1／4）

Fig．52　SR－02出土土器実測図　2（1／4）

Fig・53　SR－02出土土器実測図　3（1／4）

Fig・54　SR－02出土土器実測図　4（1／4）

Fig．55　SR－02出土土器実測図　5（1／4）

Fig．56　SR－02出土土器実測図　6（1／4）

Fig・57　SR－02出土土器実測図　7（1／4）

Fig．58　SR－02出土土器実測図　8（1／4）

Fig．59　SR－02出土木器実測図1（1／4）

Fig・60　SR－02出土木器実測図　2（1／4）

Fig・61SR－02出土木器実測図　3（1／6）

Fig．62　SR－03・04出土土器実測図（1／4）

Fig．63　SR－05出土土器実測図（1／4）

Fig・64　溝断面図（1／40）

Fig．65　溝出土土器実測図（1／4）

Fig．66　包含層出土土器実測図1（1／4）

Fig．67　包含層出土土器実測図　2（1／4）

Fig．68　土製品．耳環．玉実測図（1／2）

付　図　　羽根戸遺跡全体図（1／300）

Fig．69　包含層及び河川出土石器実測図1（1／2）

Fig．70　包含層及び河川出土石器実測図　2（3／4）

Fig．71包含層及び河川出土石器実測図　3（1／3）

Fig．72　包含層及び河川出土石器実測図　4（1／3）

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58．59

61

62

63

64

65

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

80

81

82

82

83

84

85

86

87

88

89



図版　目　次

PL・1　羽根戸遺跡周辺航空写真
PL．2　調査区近影（飯盛山を望む）．調査区全影（SR－01．02）

調査区全影（SR－01上流）
PL．3　調査区全景（中央．南台地）・調査区全景（中央台地）

調査区全景（東台地．北側）．調査区全景（東台地南側）
PL．4　甕棺墓全景．SK－01．02全景．SK－01全景
PL．5　SK－03全景．SK－04全景・SK－05全景・SK－06全景・

SK－07全景．SK－08全景．SK－09全景．SX－01全景
PL．6　SC－01全景・SC－02全景．SC－03全景．SC－04全景・

SC－05全景．SC－07全景・SC－07．11全景．SC－07竃近景
PL．7　SC－06全景．SC－08全景．SC－09全景・SC一10全景

SC－12全景．SC－13全景．SC－15全景．SC－17全景
PL．8　SB－01全景．SB－02・03全景．SB一一04全景・SB－05全景

SB－06・1号炉祉全景．SB－07．08・09全景・SB－06桂根検出状況
SB－10・11．12全景

PL．9　SB－13・14・15全景．SB－14全景．SB－15全景・
SB－16、SC－07・12．13全景．SB－17全景．SB－18．21．22全景
SB－19・20．21全景・SB－19柱穴内土器出土状況

PL・10　東台地北側建物群全景．SB－23全景・SB－24全景．SB－25．26全景・
SB－27全景．SB－28全景．sB－29・30全景．SB－31全景

PL．11東台地南側建物群全景．SB－32・33全景・SB－36・SC－16全景
SB－38全景．SB－39全景．SB－39．40・41・42全景
SB－40・41．42全景．SB－42全景

PL．12　SH－01全景・SH－03全景．SH－05全景・SH－08全景
SH－10全景・SH－14全景・SH－15全景・SH－17全景

PL．13　SH－18全景・SH－22全景．1号炉祉全景．SD－04全景
SR一01第1杭列全景．SR－02日出土状況．
SR－02杓子・朱塗容器出土状況．SR－02鋤出土状況

PL・14　羽根戸遺跡出土土器
PL．15　羽根戸遺跡出土木器
PL．16　羽根戸遺跡出土石器



1

I　は　じ　め　に

1．発掘調査にいたるまで

福岡市における都市開発の波はとどまるところを知らず、緑豊かな早良平野の田畑は次々に

宅地化され、急激な人口の増加を招いている。生徒数の増加による過大規模校の解消を最重点

課題とする福岡市教育委員会では、昭和60年度中にも40学級を越すと予想される西区壱岐中学

校の分離・新設を計画し、昭和57年3月に福岡市土地開発公社に対して学校用地取得の依頼が

なされた。これを受けた福岡市土地開発公社では、西区羽根戸字小幡に用地を取得し、学校建

設に先立ち敷地内における埋蔵文化財の有無についての問いあわせが文化課にあった。

建設予定地は、飯盛山から北東へ緩やかに張り出す低丘陵上に立地し、福岡市文化財分布地

図「西部・Ⅰ」の羽根戸原C遺跡群内にあり、また、野方遺跡や飯盛遺跡など著名な遺跡が近接

していることから弥生時代から古代に亘る広汎な遺跡の存在が予想された。このために昭和58

年6月と8月の2度に亘って、24，740㎡の対象地に16本、のベ920mのトレンチを設定し、試掘調

査を実施した。その結果、対象地を東西に流れる3本の河川と甕棺墓・土壌・溝状遺構と多数

のピットを検出し、建設予定地全域に遺構が拡がり、河川からは水利施設．木製品・自然遺物

等の出土が予想された。調査対象の面積、遺跡の性格からかなり長期の発掘調査期間と慎重な

発掘方法が要求されたが、開校は昭和60年4月1日と既に決定されており、発掘調査は急を要

した。このために文化課は福岡市土地開発公社との協議を重ね、内部調整の結果昭和59年1月

18日より準備作業にはいり、2月2日より本調査を実施した。

発掘調査は建設工事の工程に添って、造成．建設工事に追われる形ですすみ、かなりの制約

を受けながらも9月15日をもってすべての発掘調査を終了した。

2．発掘調査の組織
調査委託　　　福岡市土地開発公社

調査主体　　　福岡市教育委員会文化課

調査総括　　　　　　　文化課長　生田征生（前任）　柳田純孝（現埋蔵文化財課長）

埋蔵文化財第1係長　　柳田純孝（前任）　折尾　学（現任）

調査庶務　　埋蔵文化財第1係　　　岡嶋洋一（前任）　岸田　隆（現任）

調査担当　　　山崎龍雄・田中寿夫（試掘調査）　小畑弘己・小林義彦

なお、発掘調査．資料整理にあたっては地元の多くの方々のご援助．ご協力をえ、殊に井上

修一氏には事務所用地を心よくお貸しいただいた。記して謝意を表したい。また、柳田純孝・

山崎純男．柳沢一男．二宮忠司．山口譲治氏には多大の指導．助言を受け、九州歴史資料館の

倉住靖彦．横田義章氏には木簡の解読にあたってご助言．ご指導を受けた。



Fig．1　周辺遺跡分布図（1／10000）
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I　遺跡の立地と環境

1　立地と環境

羽根戸遺跡は、早良平野の西縁部にあたる福岡市西区羽根戸字小幡286－1他に所在し、福岡

市文化財分布地図「西部I」の羽根戸原C遺跡群内に位置する。

福岡平野と糸島平野の中間に位置する早良平野は、東を油山山塊からのびる平尾丘陵によっ

て以東の福岡平野との境をなし、南は背振山系、西は背振山より分岐し、飯盛山、叶岳、長垂

山の山魂によって限られ、北は博多湾にむかって広く開けている。この早良平野には背振山系

の水を集めた「母なる室見1山が蕩蕩と流れ、流域に豊かな実りをもたらして博多湾へ注ぎこ

む。この室見川と支流をなすいくつかの小河川の開析によって形成された扇状地は早良区内野

を扇項とし、野芥、有田、野方あたりまで拡がっている。

羽根戸遺跡は、室見川の中流域左岸、背振山系から分岐してのびる飯盛山と叶岳とにはさま

れた谷間から室見川へむかって形成され標高23－27mが中位扇状地に立地する。

かっては遥か北の空には博多湾をのぞみ、足下にはみわたすかぎりに豊かな田園地帯が拡が

っていた早良平野も、近年の凄ましい開発の波によって、海岸砂丘地帯にもとより、丘陵地帯

や平野内陸部にまで市街地は拡大し、その閑かな姿は急速に変貌しつつある。これに伴ない埋

蔵文化財の緊急発掘調査も昭和42年の有田遺跡第1次調査以来相次ぎ、その報告書が数多く刊

行され、縄文時代の集落、弥生時代の集落．墓地・生産址、古墳時代の集落・生産址と古墳群、

歴史時代の集落．生産址等の諸様相が次第に明らかになりつつある。早良平野の歴史的環境に
．

ついては、既刊の調査報告書に詳細に言及しつくされているので本文末に関係文献を列挙して

これに譲り、ここでは室見川左岸流域について概観したい。

狭長な室見川左岸に人間がはじめて足跡を印すのは旧石器時代で遺物包含層が羽根戸、吉武

遺跡群で確認され、つづいて縄文時代中期の貯蔵穴群が吉武遺跡群2次調査で、北方の十郎川

遺跡では夜目式土器が大陸系磨製石器．石錘とともに出土している。弥生時代になると遺跡の

数は増加し大きく展開する。南接する吉武遺跡群には、一大甕棺墓地群が拡がり多紐細文鏡・青

銅利器を副葬する墳墓が一画に集中し、早良王墓群として注目を集めている。一方、北方の丘

陵部や沖積地には弥生時代後期から古墳時代の大集落址・墳墓群を検出した野方中原・柳原台遺

跡、宮の前遺跡、湯納遺跡等があり古墳時代への移行を窺い知ることができる。湯納．拾六町ツイ

ジ遺跡では木製農耕具が出土し農業活動のようすも推し知られる。古墳時代後期になると吉武

熊山古墳群等多数の群集境が山裾部に築造される。歴史時代になると越州窯系磁器を出土する

城ノ原廃寺・十郎川遺跡などがあり、吉武遺跡5次調査では8－9世紀の寺院址が確認されてい

る。金武城田遺跡では製鉄炉が確認され、連綿と遺跡が全域に展開し今日にいたっているO
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Fig．2　　羽根戸遺跡群位置図（1／50000）
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2・地形と地質

羽根戸遺跡は、背振山系から派生した標高382mの飯盛山の西方約1．5kmのところにあり、東

方には標高594mの油山を望む。

羽根戸遺跡のすぐ東には、背振山系に源を発する室見川が飯盛山・油山繭山塊のあいだを北

流し、さらに愛宕丘陵付近でその東麓に添って東北流して博多湾に注いでいる。福岡市の地形

は、山地が比較的高く、博多湾に注ぐ河川の長さが短く河床勾配が急である。さらに、早良平
′

野の河川上流域は侵食に弱い花崗岩の風化土である「まさ土」が広く分布していることもあっ

て、山地部から丘陵地や低平地部の出口にあたる河床勾配遷移点では扇状地が発達している。

早良平野も内野（標高55m）を扇頂とし、飯倉・有田（標高12m），野方（標高10m）につながる

扇状地が発達しており、羽根戸遺跡はこの扇状地の西端付近に位置している。

羽根戸遺跡の地質は、中生代白亜紀の早良花崗岩を基盤岩にして、その上部を洪積層・沖積

層が直接覆っている。沖積層は、上位から粘性土状の表土（耕作土層）．（礫混じり）粘土・

砂質（混じり）粘土．砂質シルト・シルトの上部粘性土層・シル上質（混じり）粗砂．（礫混

じり）粗（中）砂の上部粗粒砂層からなる。つぎに、洪積層は上位から、腐植土（砂質シルト）

．シルトの下部粘性土層、粗砂・シル上質（混じり）粗砂・シル上質細砂の下部粗粒（細粒）

砂層からなり、中生代白亜紀の粗砂粒まさ土層・早良花崗岩とつづく。早良花崗岩は、日限丘

陵から浦山山塊・背振山北斜面・飯盛山・長垂山など福岡市の大部分を占める広い地域にわた

って分布する。

Fig．3　　羽根戸遺跡地質柱状図
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Ⅲ　調　査　の　記　録

1・調査の概要

羽根戸遺跡は、試掘調査の所見によれば東西方向に3本の河川が流れ、遺構は削平を受けな

がらも学校建設予定地全域に拡がることが予想され、同時に開校期日がすでに決定されている

こともあって、発掘調査は造成・建設工事と併行して進められることになった。発掘調査は遺

構の繋りには関係なく、造成．校舎建設工事に合せて四周の擁壁．校舎・運動場の大小8ブロ

ックに分割し、終了期目を設定したものとなり、まず北側擁壁20×180m、次に西側擁壁30×

160m、南側擁壁15×160m、校舎部分、東側擁壁15×150m、運動場の順で行った。発掘調査対

象地は、すでに校舎建設用の基準中心杭が磁北に従って設定してあったためこれを利用し、

辺20mのグリッドを東西に西よりA．B・C、南北に北よりI・Ⅱ・Ⅲとし、さらにこれを2

×2mの小グリッドに区分し順次北擁壁部分より発掘調査を開始した。

発掘調査の結果、調査区の北隅に東西の河川（SR－01）の検出し、これより北方を北台地

と呼称した。この北台地には東に甕棺墓地が拡がり、西隅には掘立柱建物が確認された。中央

部には東西に流れ北へ屈曲し、北東隅でSR－01を合流するSR－02があり、このSR－01と

02に挟まれた台地を中央台地と呼称した。この中央台地では古墳時代後期から平安時代に亘る

竪穴住居址．掘立柱建物群．炉祉・土壌等を多数検出した。次に調査区の南隅には琴曲する河

川（S R－03）があり、このSR－03と02との間には広い台地があるが、中央部で人工流路

（SR－05）によって南北に分断されているために便宜上西側を南台地・東側を東台地と呼称し

た。南台地では小竪穴を、検出したのみであるO東台地では中央部に広場的空間を有する掘立

柱建物群が南北にある他に、竪穴住居祉・土壌等を検出したO

昭和59年　2月2日

2月13日

2月15日

2月29日

3月3日

3月25日

4月7日

4月12日

4月17日

4月26日

5月10日

5月12日

5日31日

6月12日

6月21日

8月9日

9月1日

9月6日

9H15日

、ノ、ノ、／、ノ、ノへJ、J、ノⅵ（日　　誌　　抄）／＼／＼′＼へ～、ノ、′、ノⅵ

ユンボによる表土剥ぎ作業開始
甕棺墓（SK－01－05）検出

SR－01発掘開始
大雪が降り調査区は一面の銀世界になる

SR－01、北東隅上層で木簡検出
SR－02、杓子、朱塗木器検出。SR－02の合流点の低河岸で土壌発掘

第1田空中撮影（北台地、中央台地）
北側進入道路擁壁工事開始

中央台地の発掘作業、炉祉発掘
SR－03発掘。SH－10より鋤出土

第2回空中撮影（中央台地、南台地）
西側より壁の工事開始

SR－05発掘
第3図空中撮影（中央台地、南台地、東台地北半部）
中央台地、南台地の調査終／、校舎の建設工事開始

東台地南側建物群の発掘

第4回空中撮影（東台地南半建物群）
1－Ⅶ区、旧石器時代の建物包含層発掘
すべて終／

一

雪
中
の
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2．調査の記録

1．旧石器時代の調査

発堀区の南東1－Ⅶ区において黒曜石製の石核を検出したので旧石器時代の包含層の存否を

確認するための周辺部を精査した。調査は2×2mグリッドを一単位として86㎡を約20－60cmの

深度で行った。石器の出土具合に応じて90cmの深さまで掘り下げたグリッドもある。この結果、

H－Ⅶ東北部とⅠ－Ⅶ西北部を中心として約40点の石器を検出することができた。調査区の基

本層序は、第1層－暗褐色土層O粘性を帯び若干砂が混じる。第2層－暗黄褐色粘質土層。第

3層一暗黄褐色粘質土層。暗茶色のブロック（軽石質）を多く含む。僅かに砂を含む。第4層

一明褐色粘質土層。粘性が強く、僅かに灰色味を帯びる。第5層一明褐色粘質土層。粘性が強

い。第5′層一第5層と土質．色調は同じであるが、2－3cmから挙大の自然礫を含む。第6層

－淡明茶褐色粘質土層。

遺物は第1層下面から第2層中より出土し、第2層から最も多く出土する。基本的な包含層

は第2層と考えられる。

争．、、 B　 C　 D　 E　 F　 G　 H　 l J ？　 L

（ 一一廿④

uh （、
Ⅲ ＼
．／－

迄多111鮭臓腑

一．＼

1．ど．
ぎ，

一一1

．l

1－ ♭－．

（－
l ／

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100m

Fig．4　　調査区位置図
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Fig・5　遺物出土状況及び土層断面図
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出土遺物（Fig．6－8・Tab・1）

出土した遺物は、石器2点、使用痕のある剥片9点、小石刃、石刃5点、剥片17点、チップ

8点、石核1点、土器2点、石鉄1点の計45点である。このうち土器と石鉄はかなり摩耗して

おり、二次的な紛れこみと考えられる。

石器（Fig・5．1・2）1は透明感のある黒曜石製の石刃を素材に用いた台形石器である。

刃部両端が角状に張出すいわゆる百花台型の台形石器である。右側辺の下部には素材調整のた

めの折り取り面を残している。ブランディングは、左側辺が腹面から、右側辺が背面から行わ

れている。2は小石刃の頭部側を腹面からのブランディングによって刃潰しした石器である。

台形石器の未製品と思われる。3の資料と接合する。剥離の順序は3弓〉2である。

使用痕のある剥片（Fig・5・3－11）使用痕と考えられる微細な剥離痕をもつ剥片が9点出

土している。いずれも側辺もしくはその一部にその痕跡が認められる。素材の形状は一定し

ていないが、4、5、7、8などとやや巾広の石刃状の剥片が目立っている。微細な剥離痕以

外に7の左側辺上部に観察されるような擦痕状の傷がある。

石核（Fig・5．34）卵球形の円礫素材を使用した石核である。打面は平担な単設打面で、

打面調整の痕跡は認められない。頭部調整を施している。背面部に素材の表皮面を大きく残し、

剥離の順序は正面右から左に向けて進行しているO打角は平均82度である。

石材はすべて黒曜石である。肉眼的な観察では、透明感があり縞状の節理が顕著でないもの

－06A、縞状の節理が認められるが漆黒色を呈するもの－06B、Bに似るがパティナが進行し

て灰色味を帯びるもの－06Cの三種類に分けられる。ただし、この三者は素材の部位、パティ

ナの度合いの差とも考えられ、とくに06Bと06Cはよく似た石質をしている。素材の表皮を残

す資料を観察しても、これは同一の母岩から剥離された可能性が高い。

ブロックに関しては、遺物が散漫な分布状態を示すため明確に捉らえることが出来ない。ま

た、土器や石鋲の混入もあり二次的な再堆積とも考えられるO　しかし、接合例の存在や石器．

使用痕のある剥片．チップの集中．偏在、比較的まとまった一個体と考えられる資料などを検

討してみると層位的撹乱は少ないと思われる。これは、扇状地形特有の不安定な土壌の堆積状

態を示しているのかもしれない。

石本亥の剥離痕をみると1・5×4cm内外の小石刃が剥離されており、小石刃⊂＞切断された小石

刃こ＞台形石器という一連の作業工程を示していると考えられる。石器の技術的特徴からみれ

ば、台形石器、磯道型の石核の存在から西北九州のインダストリーと異質なものではない。時

期的にはフェイズⅡの終末に位置づけられよう。
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Fig．6　　出土石器実測図1（1／1）
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番号－’出土区 串 一一　一ロー一重 幸さ彿凍 ㊥ 厚さ（高．石材（－ob）番号 単土区 器　 ．種 長さ同 幅匝）厚さ毎）石材（0b）

1 d －3 一台－　形 一石－　器 13′一0 14・0 2・5 A 18 ．d一一3 石　　　　　　 刃 14．0 11．0 3．5 C

．2 b－3 。台形石器．め未製品 9一0 1g・0 2－．5 A 19 c －3 剥　　　　　 片 10・5 16－・5 3・0 A

3
b1■－5 使用痕のある剥片 －24・0 ．9．0 3．0 A －20 e－3 小　　 石　　 刃 i2・0 14・－0 4．0 －B

4 ．d －4 使用痕のある剥片 －21－－．－0 16．0 3．5 B 21 6 －4 鮒　　　 片－ 9．0 15．－5 l・5 B

5 b －4・使用痕のある剥片 ’22．0－18・0 －3一一5 B 22 ・C－2 剥　　　　　 片 10－5 14．0 2．．0 C

16 d －4 使用痕のあーる剥片 12－．0 7、．5 十g
重

23 、c－5 剥　　　　　 片 15．0 一一9－．0 2．7 A

7 　c一3　－使用癖の－ある－剥片 一一g8－．0 17－．5 1 3・5 －．－C 24 、c－5 剥　　　　　 片 21．5 17・4 4．0 C

8 C －4－－使用痕のある′剥片 30．2 1－－8－－．0 3、．－0 A 25 一b一・一3 劉一　　　　　 片 20・8 20－5 ’4．6 A

9 ・6－－4 使用痕のある剥片 34・0 17．0 5－．0 一一0 －－ 26 b．一一一4 細　　　　　 片 21．0 21．0 4．6 A

．10 e－4・使用痕のある剥片 3－9．0 g7－．0－10．2 ′、一一g 27 b －4 剥　　　　　 片 18・5 18・5 4・3 B

11 b 一4 僅瑠痕－のある一一剥片 29や 31．0 Ⅰ6－・0‘ B 28 b －3 刺　　　　 －∴片 24甘 1、9・6 6・2 B

12 d 一3－－小・　石　　 刃 11一5－12・－8－ 1′．一一8 一一B －． 29 d一軍 如一　　　　 片－－18・0 －8・7 1．5 C

13 d一一3－・′1一　 石　 刃 15．0 14．0－ 3－－－4 一一C 30 c 一軍 刺′　　　　 耳 22・3 31．4 8・0 C

14 6 －2 小　　 石、－　刃 16・。－－11．－5 2．7
C 一一一

31 c「2 剥　　　　　 片 －17－・0－34・0 9．6 C

115 Ⅰ－b －†ニー率－　∴　 －∵緑．－11．．0 115．0 3．・0 ′一一一B － 、32 もー－4 刺　　　　 l片 －34．0－2－2．－5－、－ 7・6 B

16
b 一一一4－鮒一一C　　　 一つキー、′’、1－6・0 18▲0－、－3－－一g－， C 33－－－b－3 料． 一　口亘 一一′42・0－35・0 17・7 C

17 ？一．3 打一軒再生剥片 、16・5 ・10ヰ 一一一51－0－′1－B 34－－－、e－3 石－　　　　　 核 一一一44・0－14．5 30．0 C

Tab．土　　出土資料観察表

参考資料（Fig．9．1～5）

中原志外顕氏によって周辺遺跡より採集された資料があるので、参考資料としてここに紹介

しておく。採集地点は本遺跡の北部にたる叶岳山塊から東に延びる扇状地上に立地している。

現在は宅地化されており、厳密な位置を復原することは出来ないが、福岡市文化財分布地図

（西部I）によると野方塚原西遺跡（A－5）：野方古墳群A群（B－3）　同古墳群B群（B

－4）の位置に相当するものと思われる。標高50－60mの地点である。当地は羽根戸原C遺跡

群の立地する扇状地の要の部分にあたり、小さな谷を隔てて羽根戸古墳群と接している。この

扇状地帯は急峻な山塊から緩やかを傾斜をも

って平野部へ展開する良好を立地条件を有し

ており、各時期の遺跡が密集しているO　旧石

器時代もこの例外ではなく、今後資料の増加

が期待される。

1・2はいずれも黒曜石製の細石刃である。

1は漆黒石、2は青灰色を呈する。1は自然

面を打面とした完成品であるが、2は頭部

番号－ 器 ．嘩 畏 さ 毎） 幅 毎）一一 厚 －さ 扁 石 －　材

l 細 －　一石　 刃 26 －．5 7 ・8 2 ．1 漆 黒 色ob

2 －細　 石 、刃 23 ・4 6 ・台 ′1 ．2 － 一一青灰 色o b

3 三 稜 尖 頭 器 60 ．．5 1 7 ・由一 13－．5 漆 黒一色0 b

4 ナ イ フ 形 石 器 － 30 －・ア 。11 ・－4 3 一8 漆 黒 色o b

5 －．ナ イ フ 形 石 器 2 6 ・8 －14 ．5 ．4 ．6 1 漆 黒 色o b

「
Tab．2・　出土資料観察表
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と尾部を打ちとった胴の部分である。3は漆黒色黒曜石の不定形な剥片を利用した三稜尖頭器

である。整形加工は主に右側緑腹部と楼上から行われており、左側緑部の加工は殆ど行われて

いない。左側縁と楼上に自然面を僅かに残している。4と5はいずれも漆黒色黒曜石の縦長剥

片を利用したナイフ形石器である。4は右側縁基部側にブランディングを施している。5は基

部を欠損しており、左側縁部にブランディングを施している。

∴
・
－
）
）
－
㍉

亡＝ゝ　　5

㌦
出
土
）
「

三巧琶ll、－主上1－吉

遥
）
増
長
‥
－
ゼ

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

Fig．9　　中原志外顕氏採集品（1／1）
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2・縄文時代の調査

遺構の覆土や基底面及び包含層

から石鉄などが出土したので、集

中するJ－Ⅷ区において包含層の

確認のために調査を実施したが、

若干の土器片、石片を得たにすぎ

ず、良好な包含層を検出するには

至らなかった。これら包含層の石

器については河川出土の石器と一

緒に3－（7）にまとめている。

これ以外の縄文時代に属する若干

の資料があるので、以下それにつ

いて説明を加える。

SH－03（Fig．10・PL．12）

調査区の北西部D－Ⅴ区で検出

した隅丸長方形を呈する土壌であ

る。主軸はほぼ南北方向にとる。

北側の小目部は柱穴によって削ら

れている。底面はほば

平担であるが南側が凸

状をなす。復原形で長

さ90cm、幅70cm、深さ

20cmを測る。土壌内の

覆土は灰褐色のフカフ

カの砂礫を含む軟質土

で、明らかに他の遺構

のものと異なっている。

底面から15－20cmの高

さのところから組織痕

土器片11片出土した。

組織痕土器（Fig．11）

カゴを型取った浅鉢

Fig・10　SH－10・03実測図（3／40）

10cm
1－－－田－、－－

Fig・11SH－03出土組織痕土器実測図（1／4）
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形の組織痕土器である。口縁は琴曲気味に外反し、それより以下をカゴの型取りによって作り

あげている。よって、カゴの緑の痕が明瞭に残っている。全体の約4分の1が残存しており、

言縁～鹿部までの破片がある。製形法は、カゴの内面に粘土をはりつけ、言縁～胴部は内面か

らその上に粘土輪積み法で補強し口縁部を作り出す。また鹿部は外面から粘土をはりつけ補強

している。よってカゴの圧痕は言緑下2．0－2．5cmから胴部下半に帯状に観察されるのみである。

圧痕部以外は丁寧なナデ調整である。色調は内外面とも灰茶褐色で、胎土には径0・5－1mm大の石

英砂をわずかに含む。復原田径38・5cm、器高9・7cmを測る。カゴはつる状の組織をもじり編みに

よってつくりあげたもので、縁どめの痕も観察できる。縄文晩期、突帯文土器の時期に属する

と思われるO　をお、詳細な分析は渡辺誠先生から玉稿をいただいている。

（2）SD－04（Fig・12，PL・13）

調査区の北東部G－Ⅴ区にある幅1m弱の溝状遺構であるが、削平が著しく、基底面しか残

存していない。出土した遺物は土師器、弥生式土器などがあるが細片のため時期は確定できな

いが、平安時代以降の溝と思われる。ここより、縄文時代後半～弥生時代初に属すると思われ

る黒曜石製の石核、石片が出土している。これらは接合はしないが外表面や石質などから同一

母岩の資料と考えられるO Fig．12、1－3は小型の不定形剥片を表材とした使用痕のある剥片

である。いずれも縁辺部を使用しており、連続する微細な剥離痕をとどめている。4はこれ

らの剥片を剥離したと思われる石核で、4×6cm大の角礫を素材としたものである。自然面を

打面として、上下両端から剥片剥離を行なっている。剥離角は60－70度前後である。1は20×

30×5・hm，2は16・8×24．3×8．hm，3は16・4×14．4×5・hm，4は61．6×40．2×28・蝕用を測る。

石核の剥離法からみれば、縄文晩期の突帯文土器期に通有のものである。

0　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

i一一一一一一一一一一一一一一一一1－－－－－－－－－－－一一一一し一一一一一一一一一一一一一一1－－－一一一一一一一一上一一一」

Fig・12　　04出土石器実測図（3／4）
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3．弥生時代以降の調査

1）甕棺墓

羽根戸遺跡の調査で確認された弥生時代の墳墓は甕棺墓10基と土壌墓1基の総計11基である。

この甕棺墓は単独で存在する中央台地西端のSK－10と東台地の東北端のSK－09の2基を除

いては、北台地のI群（SK－01－06）とSR－01を挟んでのびる中央台地のⅡ群（SK－07

・08．SX－01）の二群に大別されるが、いずれも耕地化に伴う削平が著しく、遺存状況はき

わめて悪い。このうちI群としたSK－01－06の6基はSR－01の蛇行によって生じた北台地

東側の突出部に、台地の段落ちに添うような形状で緩い孤状に並んでおり、甕棺墓群の在り方

を考える上で非常に興味深い。このⅠ群は北台地の突出部にあって甕棺墓域の南服にあたり、

この甕棺墓城の中心はさらに北方へ拡がっているものと思われる。

次にSK－07．08とSX－01からなるⅡ群は中央台地からSR－01と02の合流点へ細長く

突き出した一辺15m程の小台地上にⅠ群とは隔絶した状態で在るO短絡的ではあるが小家族墓

域と考えて差しつかえないのではなかろうか。

これらの甕棺墓はいずれも中期中葉以降に比定され、羽根戸遺跡より南約800mのところに

拡がり、移しい青銅器を副葬した吉武甕棺墓群と比較した場合興味深い資料となろう。

また、Ⅰ群のすぐ南を流れるSR－01の埋土上層より、甕棺墓に使用した大型甕片が多数出

土した。SR－01の埋没状況からして、これらの甕棺墓群は奈良時代後半から平安時代初頭に

かけて削平を受け、一帯が耕地化したものと考えられる。

SK－01（Fig・13・15，PL．4）sK－01甕棺墓は北台地にあるⅠ群中もっとも北にあり、SK

－02と並置している。主軸方向をN－59°－Eにとり、楕円形の浅い墓壙にほぼ水平に埋置され

ている。単相墓で、口縁端の壙底には3－5cmの浅い凹みが在り、木蓋をしたのだろう。

甕は口径70cmを測る。「T」字状の口縁部はわずかに外方に傾き、内唇は肥厚する。砲弾形

の胴部はわずかに張り出し、胴部下半に2条の三角凸帯を巡らす。

方　　 位 傾　 斜
形－　　　　　 状 墓　 壙 時　　 期 備　　　 考

器　 形

1 N －59。一一E ほぼ水平 単　 一－棺 甕 楕 円 形 － 中 期　中　 葉 －板蓋

接合面、－粘土目貼．り

霊 ‾口縁部打欠き－l

2 N 一重7・5L E ほぼ水平 接 口 式 甕 十 甕 楕 再 －形 中 期　 中　葉

3 、－ N －58－．5L E ほぼ水平 春 田 式 鉢 ＋ 甕 楕 円　形 中 期 中 要 一

4 N －23－　－E 漣ぼ水平 単　 ．棺 － 甕 楕 円－形

楕 円 形　－

中一期 ．中 葉

5 N －20－．亘 E ほぼ水平 単　　 相 甕 中　期　 中　葉

6 N 一71。－W　 － 21．5° 単　　 相 甕 中　期　中　葉 ．

7 －N －31。－E 26．5。 多　 棺 甕 楕 円 形 中 細 中一菓

8 N －24。－W － 樟ぼ水平 接一口 式 甕 ＋ 甕 楕 円　形

楕 円 形

中 細 中 華

9 N －45。－W ほぼ水平 単　　 相 壷 中　期　 中一菓

10 N －31。－E 15．5。 単　　 相　　　 甕 中 期　 後 半 ′ 小児用

Tab・3・　甕棺墓一覧表
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SKO1

22・60m

勺

鼓弓

仁一11－12　－．　　。」

Fig．13　SK－01－06実測図（1／20）
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一多甕‾‾／二‾「

／一一一「「遠
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！1－1　－　－1　2　　　　　　　　！

Fig．14　SK1－07－10．SX－01実測図（1／20）

S K－02（Fig・13・15，PL．4）SK－02甕棺墓はSK－01のすぐ南に並行してあり、主

軸方位をN－67．50－Eにとる。墓壙は甕棺の大きさに浅く楕円形に掘り、ほぼ水平に埋置して

いる。甕棺墓は上．下甕に大型甕を使用した接合式合口甕棺墓で、粘土による目貼りはない。

上甕は口径60cm。「T」字状の口縁部は内唇が肥厚し、胴部下半にM字凸帯を1条巡らすO

下甕は口径66．4cm。「T」字状口縁部下にM字凸帯、胴部下半に扁平なコ字凸帯2条が巡るO
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SK－03（Fig・13．15，PL．5）　SK－03甕棺墓はSK－02の南5mに在る。主軸をN

－55．5。－Eにとり、ほぼ水平に埋置している。上甕に鉢、下甕に甕を用いた春田式合口甕棺墓

で、接合面には灰色粘質土で目貼りを施している。遺存状況は悪く、上甕は小片である。

上甕は口径51．6cmの鉢型土器で、「L」字状口縁下に三角凸帯が2条巡る。

下甕は口径62・Ocm。内唇の発達した「T」字状言緑をもち、胴下半に2条の三角凸帯が巡る。

SK－04（Fig．13・15，PL．5）　SK－04甕棺墓はSK－05すぐ北にあたり、主軸をN－

23。－Eにとる。レンズ状の墓壙に水平に埋置している。状況から合口式甕の可能性もあり得る。

甕は内．外唇の肥厚した「T」字状言緑で、口縁直下を胴部に三角凸帯を巡らす。

SK－05（Fig・13．16，PL．5）　SK－05甕棺墓はSK－04のすぐ南に位置する。主軸

をN－20・5。－Eにとり、水平に埋置している。胴部上位は削平を受けて消失している。

甕は口縁部と鹿部を欠き、胴部下半に2条の三角凸帯が巡る。凸帯径47．2cm。

SK－06（Fig．13・16，PL．5）　sK－06甕棺墓はI群中もっとも南に位置し、主軸は

N－71。－Wにとり、他の5基と直交する。胴部上半を欠き、21・5。の角度をもって埋置している。

甕は砲弾形の胴部下半のみで、三角凸帯を2条巡らせている。

SK－07（Fig・14・16，PL．5）　SK－07甕棺墓は中央台地から細く舌状に突き出した

小台地上にあり、SK－08とは2mの距離にある。主軸をN－31。－Eにとり、26．5。の急角度を

もって埋置されている。削平が著しく、上甕の存否は明確にしえなかったO

甕は口径68cm。器高87cmを測る。大形のもので、口縁部は「T」字状を呈する。

SK－08（Fig・14・16，PL．5）　SK－08甕棺墓はSK－07・SX－01とともにⅡ群を

構成し、3基中南端にある。主軸はN－24。－Wにとり、楕円形の墓壙にほぼ水平に埋置してい

る。上甕に胴部上半を打欠いた甕を使用した合せ口式甕棺墓で、粘土目貼りはなかった。

下甕は口径62．5cm。「T」字状の口緑部は外唇が平坦でやゝ短かい。胴部に三角帯凸が巡る。

SK－09（Fig・14．16，PL・5）　　sK－09甕棺墓は東台地の北東端にあり、SC－01の

南東12mの距離にある。主軸はN－45。－Wで、水平に埋置した小児用甕棺墓である。
（

甕は口縁部と鹿部を欠き、丸味をもった胴部にコ字凸帯が巡る。内外面とも粗いパケ目調整。

SK－10（Fig．14・16）　　　　　SK－10噴棺墓は中央台地西端でただ1基検出された

もので、SB－04と重複している。主軸はN－31。－E。15．5。の角度で埋置した小児用甕棺墓。

甕は口径36．6cm、器高46・2cm。「く」字状の口縁部直下に三角凸帯が1条巡る。

SX－01（Fig．14，PL．5）　　　舌状にのびた中央台地の最東端にあり、すぐ西にはS

K－07・08がある。主軸をN－51・5。－Eにとる土壌墓である。長さ1・75m．幅55cm・深さ35－

40cmを測り、床面は浅い舟底状を呈するO西側小田部には壁高のほぼ中位に幅10cm程の小さな

平坦面を作る。覆土は3層よりなり、上層より、灰褐色粘質土・濃灰褐色粘質土．褐色粘質土。
′

土壌内より遺物は検出されなかったが、状況からして甕棺墓と同時期と考えて間違いあるまい。
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2）竪穴住居址

竪穴住居址と考えられるものは中央台地で11軒（S C－02－08・10－13）、南台地で1軒

（SC－09）、東台地で4軒（SC－01．15－17）の計16軒が検出できたが、これらは耕地化に

伴う著しい削平工作を受けているため遺存状況はわるい。殊に東台地の削平には目を覆うもの

があり、既に幾棟かの竪穴住居牡が消失してしまっているのかもしれない。また、竪穴住居牡と

した中には壁高が非常に浅く、柱穴等の構造も不明瞭なものがあり、竪穴住居地とするには多

少の疑問の残るものもあるが、いずれの場合にも、床面の一隅の浅い凹みに原上あるいは炭の

堆積層があることから一応は竪穴住居址として取り扱った。

竪穴住居地は出土遺物が非常に少量で、明確に時期を決定しうるものが少なく、竪穴住居祉

どうしの切りあいも少なく、SC－07と11において1列のみ認められるだけである。竪穴住居

牡は6世紀前葉頃に東台地の北側突端においてSC－01が営まれる。このSC－01は竃は付設

しておらず竪穴住居祉内に炉を有するのみであるO炉のみを有するSC－15等の竪穴住居牡は

状況からしてSC－01の時期に相当するのかも知れない。この後竪穴住居地群は一時期跡絶え、

6世紀後菓頃に中央台地に再び出現する。この一群はSC－07と11の切り合いから二時期に分

かれる。まず、SC－03．04．11の一辺3m内外の小型の竪穴住居祉群があり、次にやや大型のS

C－02・05．07の一群がつづく。この区分は竃の付設位置からもいえるようである。先行する

小型の一群はSC－03．06．10が北側に付設されており（SC－11はSC－07によって破壊さ

れたと思われるO、次につづくやや大型のSC－02．05・07はいずれも西側に付設されている。

これらのことから、短絡的ではあるが調査区内に限っていえば6世紀代の3時期に3－6軒

の竪穴住居址が小集落を形成していたものと思われるが、その期間はそう長くはなかったもの

と思われる。

SC－01（Fig．17，PL．6）　本牡は東台地がSR－01へむかって幅5m、長さ10

m程舌状に突き出した標高21．5mの低台地の付け根あたりに位置する。この周囲の低河岸上に

は土壌・杭列等が集中している。平面形は東西2．9m、南北2．8mの小さな方形を呈するが、西側

部分は5－10cm程外方に膨らんでいる。住居地は耕地化による著しい削平を受けているために

5－20cmと浅く、SR－01寄りの北側程削平がひどい。床面は平坦であるが、中央部が浅く凹

み、全体に粘土を踏み固めた形跡がある。また、中央部のやや南寄りに径1．1mの範囲で焼土・

炭の灰層がうすく堆積していたが、床面はそれ程焼けていなかった。柱穴は西堂際に3本、東

壁際に2本、北壁際に1本の計6本が検出されたが、いずれも径15－30cmと小さく、浅い。遺

物は北壁に添って稀・高士不・甕が床面に貼りついた状態で出土した。

出土遺物（Fig．23）　2は口径12．0cm。口縁部は立ち上がりが長く内傾し、端部はわずか

に平坦面を作る。天井部の回転へラケズリはやや粗い。所請Ⅱ期の新しい時期に相当しよう。

3・4は甕である。やや縦長の胴部は頚部が小さく窄まり、口縁部は小さく外反する。内面は
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Fig．17　SC－01．02実測図（1／60）

ヘラケズリ。5は口径11cm、器高12
．

．7cmの高杯。半球形の胴部は小さく

屈曲し、短かく外反する口縁部がつ

く、裾に円孔を穿つ。

Sc－02　（Fig．17，PL．6）

本牡は中央台地がSR－01の蛇行

に添って大きく舌状の突出するあた

りに位置し、削平のために南方のS

C－10よりも1段低い。平面形は東

西3．45m、南北3．21mの方形を呈し、

床面までの深さは10cm内外と非常に

浅い。床面は平抱で粘土面をよく踏

み固めており、北東方向にわずかに

傾斜している。西堂際中央部には径

50cmの範囲で焼土の堆積層があり、

その北側には焼土を囲むように幅10

cm内外の粗砂混入粘質土が確認され

た。削平を受けた竃の基鹿部である。

柱穴は四隅に主柱穴があるがいずれ

も浅い。覆土は砂混入の灰青色粘質

土で、遺物は非常に少ない。

出土遺物（Fig．23）　6は口径20

．4cmの須恵器甕である。焼成不良の

生焼けで、胴部に縦方向の平行叩き

目がはいる。7は扁球形の胴部をも

つと思われる広口壷であろう。口縁

部はラッパ状に大きく開くO

LSC－03　（Fig．18，PL．6）

本址は中央台地の中央部に孤状に

分布する竪穴住居址群の西端に位置

し、すぐ南にはS6－04が、また北

5mの距離にはSC－05がある。平

面形は東西が2・75m、南北が2．50m



SCO3

＞－

0　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

Fig．18　Sc－03－06実測図（1／60）
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のほぼ方形を呈する。深さ15cm内外の壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面は挙大の礫を含む面

まで掘り下げ、その上に厚さ2－5cmの黄褐色粘土ブロックの混入した土を敷き、踏み固めて

床面としていた。柱穴は東．西堂際の中央部に径25－30cm、深さ5cmの浅い主柱穴があるが、

その他の支柱穴は精査したが検出できなかった。北壁中央部には長さ20cmの柱状石が立ち、そ

の前面40cmの範囲で3－5cm焼土が堆積し、さらにその手前には炭を含む灰層があった。破壊

された竃の跡で、柱状石は支脚として使用されていたものであろう。遺物は少ない。

出土遺物（Fig．23）　　8は口径23．8cm。胴部は直線的に主ち上がり、口緑部は小さく外

反する。内面は横方向のケズリを施こす。鉢に近い甕で6世紀代に納まるものであろう。

SC－04（Fig．18，PL・6）　本地は中央台地の真申にあり、孤状に並ぶ竪穴住居祉群の

うち最西端に位置する。すぐ南にはSC－03が、さらに8mの距離にはSC－05がある。平面形

は東西が3．5m、南北2．5mの長方形プランを呈する。壁面は北．東側は垂直に、南・西側は緩く

傾斜して立ち上がる。床面は平坦であるがわずかに東・南へ傾斜し、貼り床等は検出できなか

った。柱穴は精査したが竪穴住居祉内およびその周辺においても明確なものは検出することは

できなかった。遺物は量的に少なかったが、南西隅より甕片等が集中して出土し、その周囲の

覆土には炭片が多く混入していた。

出土遺物（Fig．23）　　9・10はやや縦長な球形の胴部をもつ甕である。9は口径14．a：m。

言縁部直下に浅い凹線を施こし、休部形成に平行叩き目を施こす異例のものである。内面はパ

ケ板によるナデ調整。外面には二次焼成による赤変が明瞭に残る。10は口唇部を欠く。口縁部

は屈曲する頸部から短かく外反する。調整は内面が粗いケズリ、外面はパケ目。

SC－05（Fig・18，PL．6）　本址は中央台地に在る竪穴住居祉群のうち西北端に位置し、

南5mにはSC－03が、東へ11mの距離にはSC－10がそれぞれあり、SB－10．11と重複

している。平面形は北側が試掘溝によって削平されているが、復原すると東西3．81m、南北3．

40mの方形を呈するものと思われる。壁面は緩やかに立ち上がり、深さは15cmを測る。東壁側

には幅45cm、床面よりの高さ6cmにベッド状の遺構があるが、北側は消失している。床面は礫

層であるが貼床等は観察できなかった。柱穴は径15－25cm、深さ10－20cmの主柱穴を4本検出

したが、北東隅の柱穴はやや外方へ開きすぎのきらいがある。また、西堂中央部には竃が付設

しているO両袖部は先端が消失しているが、幅35m、高さ10cmの粗砂を多く混入した暗黄褐色

粘土が孤状に巡る。中は床面が7cm程凹み、焼土・炭灰が堆積していた。遺物は少ない。

出土遺物（Fig．23）　　いずれも甕である。11は口径18．6cm。口縁部と胴部には縦方向の

平行叩き目を、内面には同心円の当具痕を残す。12は口径14．8cmを測り、口縁端部に浅い凹線

を入れるだけの簡略なものである。生焼けというより土師質に近い。6世紀後菓頃であろう。

SC－06（Fig．18，PL．7）本址は中央台地に孤状に分布する竪穴住居址群の真申に位置

し、すぐ西側にはSC－10が、東へ6mの距離にはSC－07がそれぞれある。平面形は東西3．
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Fig・19　SC－07・11実測図（1／60）

35m、南北3．15mの方形を呈する。削平が著しく壁高は10cm内外と浅く、立ち上がりは比較的

急である。床面は平坦で中央部がやや凹む。地山の礫の小さな凹みの一部には明らかに覆土と

は異質の暗黄褐色粘土が密着しており、恐らくはこの粘土をもって貼床としたものであろう。

竪穴住居祉内には大小9個のピットが西・南壁側に集中し、主柱穴は特定できなかった。北壁中

央部には竃が付設されているが破壊が著しい。竃は竪穴住居地外に20cm程張り出して径60cmの

浅い凹みを掘り、両側に粗砂混入暗黄褐色粘土で幅20cmの袖を作っている。凹み内には厚さ5

cmの焼土＋炭の層が堆積し、手前に10－15cm幅で灰層があった。6世紀後妻頃であろう。

出土遺物（Fig・23）　　13は天井部のヘラケズリは粗く一段をなしている。口径13．8cm。
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SC－07（Fig．19，PL6）　　本址は中央台地に拡がる竪穴住居祉群の東側にあってSC

－11の北側を切って作られている。東へ2mにはSC－12が、北へ2mの距離にはSB－16が

位置している。平面形は東西軸4・45m、南北軸4．05mのやや大型の方形を呈する。壁面　は急な

立ち上がりを示し、壁高は10－20cmを測る。床面は平坦で、SC－11と重複する部分は覆土上

に厚さ5cm程の暗黄褐色粘土を強く踏み固めて床面としている。また、北壁際には深さ3－5

cm程の浅い周溝が巡る。柱穴は径30－40cm、深さ20－35cmのしっかりした主柱穴が4本検出さ

れた。柱穴内では15cm弱の柱痕が確認され、困りを暗黄褐色粘土で固めていた。柱間は東西が

2．25m、南北が1．9mである。一方、西堂中央部には竃があり、遺存状況は比較的良好であった。

壁面中央に小さな煙道を作り、両袖は粗砂混入の暗黄褐色粘土で作り、幅25－30cm。壁面よ

り70cm程伸びて内に屈曲し、袖内側はわずかにオーバーハング状を呈す。竃内は床面より8cm

程凹み、中央部に25cmの間隔をおいて長さ20cm程の花崗岩を立て、5cm大の小礫を下面に敷い

て根固めにしている。支脚として用いたものであろう。床面．億には土器片が散在していた。

いずれも6世紀後葉（Ⅳa期）頃に比定しうるものであろう。

出土遺物（Fig・23）　　14は口径15．6cm、器高15．6cmの土師器甕。横に広いずんどう形で、

肥厚した口縁部は小さく外反する。内面はヘラケズリ。15－17は杯蓋である。口径は15が11．8

cm、16が13．2cm、17が13．6cm。16の休部には「ハ」のヘラ記号がある。18は口径10．＆mの土不身。

蓋受けは大きく外方に伸び、口縁部は強く内傾する。19は地の胴部である。胴部には2条の横

凹線が巡り、その間に連続した刺突文を施こす。

SC－08（Fig．20・PL・7）　本牡は中央台地西端標高25・5mの最高所に位置し、すぐ北

隣りにはSB－05が東西にのびそいるO全体に削平が著しく南半分は既に消失している為に全

体像は知りえないが、東西長は3・65mを測り、これに近い方形を呈していたろう。壁高は低く、

北壁で8cmを測る。床面は平坦である。床面内には柱穴の重複が著しく、主柱穴は特定でき

なかった。また、東壁のコーナー寄りのところには焼土＋炭のうすい層が観察された。覆土が

うすいために遺物はほとんどなく、須恵器球・土師器甕の小片が出土したにすぎない。

SC－09（Fig．20．PL・7）　本址は南台地にある唯一の竪穴住居地で、SR－03が西北

隅で西へ湾入するその西端に位置する。削平による消失が著しく原状は復原しえない。壁面は

緩く立ち上がり、深さ10－15cmを測る。現存する北隅壁のすぐ上面と東・西堂際にも径20cmの

浅いピットがある。支柱穴ではなかろうか。須恵器土不・土師器甕小片が出土。

SC－10（Fig・21．PL．7）　本地は中央台地上に孤状に分布する竪穴住居址群のほぼ中

央に位置し、東にSC－06が2mの距離に接している。平面形は東西長3．40m、南北長3・65m

の方形プランを呈する。壁高は削平が著しいために3－7cmと浅く、西堂側では確認できない

面もある。床面は平坦であるが礫層が露呈しているために凹凸が著しいが、粘土等の貼床を確

認できるものはなかった。柱穴は東側で確認できたのみである。また、東壁の中央部には壁外



に10cm程突き出した径55×75

cmの掛潤みがあり、その左　SCO8

右には幅10－15cmの炭灰層が

うすく帯状に堆積している。

破壊された竃の基鹿部であろ

う。遺物は少なく土器小片が

数点出土した。

出土遺物（Fig．24）

20は口径10．8cm、器高3．6cm。

内傾する口縁部は端部が直言

ぎみに立ちあがる。6世紀後

葉に比定できよう。

SC－11（Fig．19，PL．6）

本址は中央台地に拡がる竪

穴住居祉群中で東寄りの緩い

斜面上に位置し、北側はSC

－07によって破壊されている。

平面形は東西長が3・45m、南

北長が3・65mの方形プランを

呈する。壁高は15cmで垂直に

ちかい立ち上がりを示す。床

面は平坦であるが、礫層で東

側が多少凹み、貼床の存在を

示す粘土等の付着は検出でき

なかった。柱穴は西堂際に概

ね1．2－1．35mの等間隔で、径

25cm、深さ10cm程のピットが

9本巡っている。さらに、同

様のピットが竪穴住居址外の

壁際に9個あり、支柱穴とし

て使用されたものであろう。

遺物は須恵器杯、土師吉甕・

高士不片が少量出土した。

◎

◎

◎◎
◎

二

Fig・20　SC－08．09実測図（1／60）
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Fig・21Sc－10・12．13・15実測図（1／60）
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出土遺物（Fig・24）

21は口径14．6cm。天井部は

不定方向のヘラケズリ、内面

はナデて仕上げている。

SC－12（Fig．21，PL・7）

本址は中央台地の中央部に

孤状に分布する竪穴住居址群

の中にあってその最東端の緩

斜面上に位置し、東側3mで

SR－02となる。平面形は東

西長が2・90m、南北長が2．75

mの方形プランを呈する。壁

面は垂直に近く急速に立ち上

がり、深さ10－15cmを測る。

床面は礫混入層で小さな凹凸

があるが貼床等の痕跡は確認

できなかった。また一　床面は

地形に添って東・南壁にむか

って傾斜している。柱穴は径

15cm内外、深さ10cmの小ピット

を各々コーナー部において検

出したが、南東隅の柱穴は明

確に特定できなかった。また、

竃1．炉等の痕跡は確認できな

かった。遺物は須恵器と土師

吉の小片を数点検出したのみ

である。

SC－13（Fig．21，PL・7）

本址は中央台地の東北隅部

に位置し、SC－02より東南

へ8m、SC－07より北へS

B－16を挟んで9mの距離に

ある。平面形は東西長4・15m、

，言葺－if

SC16

9
。

1．イ‾／，

－　　　　　　　　－て’一

23．10m

一一　一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一・‾－1－－－一　房一一

3m

Fig．22　SC－16・17実測図（1／60）
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Fig．24　Sc－10・11・13・16・17出土土器実測図（1／4）

南北長3・40mの隅丸長方形プランを呈する。壁面は緩く傾斜して立ち上がり、削平が著しいた

めに深さ4－6cmと非常に浅い。床面は平坦であるが、磯混入層のために小さな凹凸が多い。

床面上に6個の小ピットを検出したが主柱穴は特定できなかった。覆土がうすいために遺物が

少なく須恵器球と土師吉甕の小片が数点出土したにすぎない。

出土遺物（Fig．24）　22は底径4・8cmの土師器甕で、外面に煤が付着している。

Sc－15（Fig．21．PL・7）　本址は東台地の北西隅にあり、SB－24の北東3mの距離

にあり、西へ6mのところにはSR－02が流れている。平面形は東西長4．55m、南北長2．95m

の長方形を呈し、壁高は約10cm。床面地山は礫混入層で小さな凹凸があり、その間に暗黄灰褐

色粘土が少量密着していた。貼床であろう。南壁東寄りの床面に50×80cm、深さ10cmのピット

内には炭灰が充満していた。

SC－16（Fig・22，PL．11）　本地は東台地の南東隅に位置し、SB－37の西2mの距離

にある。平面形は東西長4・05m、南北長3．65mの方形プランを呈する。壁高は6－8cmと浅く

北側壁には出入りがみられ、それに添って浅い周溝がある。床面は平坦で固く、主柱穴は精

査したが検出できなかった。また、北壁東隅寄りに65×80cmの浅い楕円形の凹みがある。壁際に

は17cm程の花崗岩が立置し、その前面には焼土＋炭灰層が堆積していた。

出土遺物（Fig．24）　23は口径10・4cmの薄手の土不蓋。6世紀後半に比定できよう。

SC－17（Fig．22．PL．7）　本祉は中央台地南寄りに位置する。北側は現・近代Ⅰの水路
′

によって切られ、SB－40と重複している。平面形は現状では東西・南北長とも3．10mを測る

が、復原すれば南北にやゝ長い方形であろう。削平が著しく壁高は5－7cmと浅い。平坦な床

面に密着して土器片が東側柱穴周辺に集中していた。

出土遺物（Fig・24）　　24は口径8．4cmの小型で、胴部に櫛描きの横凹線を巡らす。25・26

はずんどう形をした土師器甕。内面には粗いヘラケズリを施こす。
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3）掘立柱建物

今回の羽根戸遺跡の調査では各台地において実に多数の柱穴状ピットを検出し、このうち掘

立柱建物としてまとまるものは総計41棟（SB－01－42，SB－34は欠番）である。整理作業

時に図面上で操作、復原しえた建物が1間×1間を中心に幾棟かあるが、建物として扱うには

多少の疑問が残るためにここでは除外して取り扱った。

掘立柱建物群は、北台地・中央台地・東台地で検出され、中央台地では東西、東台地では南

北に各々2グループに区分できるようである。南台地では1棟の建物も検出されなかった。殊

に東台地の南北2群の掘立柱建物群の間には、東西70m、南北40mの2800㎡におよぶ広場的空

間があり、集落のあり方を考える上で貴重な資料となりうるものである。建物群の規模は1間

×1間、2間×2間、2間×3間、3間×4間などがあり、住居・倉庫．小屋などさまざまの

機能が考えられる。建物群は東西棟に比べて南北棟が多い。

また、柱穴内からの遺物の出土がきわめて少なく、SB－12・19・35を除いては明確な時期

決定はしがたいが、柱穴の形状、覆土の状況および建物の主軸方位等からして少なくとも3期

以上に亘って集落が造営されていたようである。

以下、各建物について述べる。なお、各建物の法皇等の計測値については一覧表（Tab．4）

にしてまとめ、後に記した。

SB－01（Fig．25．PL．8）　北台地の西側突出部にある4×6間の南北棟で、9m西

方にはSB－02がある。梁行全長5．5m、桁行全長6・8m。西側中央の平柱を欠く。柱穴等の状況1

から居宅．倉庫とはいい難く、柱穴の消失箇所を屍とした作業小屋風、塀囲い風の建築物が想

定し易いのではなかろうか。柱穴は径25－30cm、深さ20－30cm。覆土は褐色粘質土。

SB－02（Fig．25，PL・8）　北台地にSB－03と軒を接するように並ぶ2×2間の総

柱の建物で、SR－01の北岸より5mの距離にある。梁行全長3．0m、柱間1・5mの等間、桁行全

長3．5m、柱間1．75mの等間。柱穴は径45－55cmの円形、深さ30－35cmを測る。倉庫址であろう。

SB－03（Fig．25，PL・8）　北台地の最西端に位置し、SB－02のすぐ西に隣接して

いる。2×2間の総柱建物で、倉庫牡と思われる。柱穴は径55－80cmと大きく深い。総ての柱

穴で柱痕が観察され、西平側の中央柱穴では柱材が残っていた。梁行全長3・7m、桁行全長3．9m。

SB－04（Fig・25，PL．8）　中央台地の西側、標高25．8mの最高所に位置する2×2

間の総柱の南北棟の建物。SB－05より北4mの距離にあり、SK－10を削平して建てている。

梁行全長3m、柱間1・5m、桁行全長3．5m、柱間1．6．1・9m。柱穴は大きくしっかりした作り。

SB－05（Fig．25，PL．8）　中央台地の惑高所にあり、すぐ南にはSC－08がある。

3×3間の東西棟。梁行3．8m、桁行4．5m。東妻柱の柱間は0．9・0．9．2．0mとなり、扉の存在が考

えられなくもない。柱穴は径30－50cmの円形、深さ20－30cmを測る。倉庫址であろうか。

SB－06（Fig．25，PL．8）　中央台地南西端の緩斜面上にあり、すぐ南はSR－02の
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北岸になる。1×2間の東西棟。梁行全長2．8m、柱間1・4mの等間、桁行全長3・1m。西妻柱のみ

が柱穴に礎石を敷き、他の柱穴には柱材が残っていた。柱材はいずれも柱穴底には達しない。

SB－07（Fig．26，PL．8）　中央台地の南西隅にSB－08・09と隣接して在る1×2

間の東西棟。梁行全長2．9m、桁行全長3・8mOSB－09の居宅に付設する納屋風の建物であろう。

SB－08（Fig．26，PL．8）　SB－07．09に隣接してあり、5m程南にSR－02が流

れている。梁間2．6m、桁行5．0mの1×2間の東西棟。SB－09に付設した建物であろう。

sB－09（Fig・26，PL．8）　SB－07・08の北に隣接する2×3間の南北棟O梁行全

長4．4m、桁行全長5．6mを測り、北妻柱の1本を欠く。柱穴径は30～50cmの円形で、深さは15－

25cm。居宅と考えられ、SB－07．08に対する母屋的であったのだろう。

sB－10（Fig．26，PL．8）　中央台地のほぼ真申にあり、SB－11・SC－05と重複

している。3×5間の南北棟。梁行全長4．2m、桁行全長7・5m、柱穴径は概ね40－55cmであるが、

やゝ小さめの柱穴もある。深さは20－30cm。居宅として使用されたものであろう。

sB－11（Fig．26，PL．8）　SB－10・SC－05と重複する南北棟の建物。梁行全長

3・4m、柱間1・7mの等間、桁行全長4．3m。平柱が未検出の為に現状では1×2間の建物であるが、

2×2間、あるいは2×3間の建物に復原し得るものであろう。

sB－12（Fig．26，PL．9）　中央台地の真申、SC－03のすぐ東隣に位置する。西平

柱が溝状の凹みのために消失して全容は明確ではないが、3×4間の東西棟に復原し得るもの

であろう。平柱より20（Fig・33）が出土した。口径13・2cm010世紀前半に比定できよう。

SB－13（Fig．27，PL．9）　中央台地の中央部、SB－12より南8mの距離にある。

3×4間の東西棟。梁行全長3．1m、桁行全長6．7m。柱穴径は25－40cmで、やや小振りの柱穴が

多い。深さは20－25cmを測る。居宅として使用されたものであろう。

SB－14（Fig・27，PL：9）　中央台地の中央部、SB－13とSC－07の中間にある。

3×4間の南北棟。梁行全長4．1m、桁行全長5．1m。柱穴は径30－45cmの円形で、深さ40cmを測

るしっかりしたものである。居宅として使用されたものであろう。

sB－15（Fig27，PL．9）　中央台地の南東隅にあり、SB－14の南6mの距離にあ

る。1×1間の南北棟。梁行2．15m、桁行2・25m。小屋として使用されたものであろうか。

sB－16（Fig．27，PL・9）　中央台地の東端、SC－07のすぐ北に位置する2×2間

の総柱の建物で、倉庫として使用されたものであろう。梁行全長3・Om・3・25m。桁行全長3・2m

．3・45mを測り、全体に歪みの著しい建物となった。柱穴は径40～60cmの円形を呈し、深さ30

－50cmを測るしっかりしたものである。

SB－17（Fig27，PL・9）　中央台地の北東端に位置し、SC－13より北東へ6mの

距離にある。耕地化による削平のために東側妻柱を欠くが、恐らくは2×2間の建物となるも

のであろう。梁行全長4．1m、柱間2．0・2・1m、桁行全長4・2m、柱間1・8・2・4m。
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SB－18（Fig・27，PL．9）　　本祉は南台地の東北端がSR－02と05に添って細長くの

びた舌状台地上にある。北側妻柱は検出できなかったが2×2間の建物となろう。梁行全長2．6

m、柱間は1・3m等間、桁行全長2．7m、柱間は1．35mの等間のほぼ正方形を呈す。

SB－19（Fig．27，PL・9）　東台地の西側、SR－05に添って集中する中にあり、北

妻柱がSB－20と重複する。2×3間の南北棟。梁行全長3・4m、柱間は1．7mの等間。桁行全長

6．0m、柱間は2．0mの等間。居宅として使用され、先後は別としてSB－20との建替であろう。

27（Fig．33）は口径11・6cm、台径6・6cmを測る。10世紀前半代におさまるものであろう。

SB－20（Fig．28，PL．9）　南妻がSB－19と重複する3×4間の南北棟。梁行全長

4．8m、柱間は1・6mの等間。桁行全長は6．1m、柱間は1・3．2・0．1・5・1・3m。柱穴は径25－35mとや

や小さめで、覆土は茶褐色土。SB－19との建替えであろう。

SB－21（Fig．28，PL．9）　　東台地の西端、SB－19のすぐ西に位置する。北妻柱が

SR－05内にあたるために明確ではないが、2×2間の総柱となろう。梁行全長3．2m、柱間1・5

・1・7m。桁行全長3・5m、柱間1．75mの等間。倉庫牡であろう。

SB－22（Fig．28，PL．9）　sB－21のすぐ南に位置する。SB－21同様に北妻柱が

SR－05内にあるが、恐らくは2×2間の南北棟の倉庫牡であろう。梁行全長2．6m、柱間は1．3

mの等間。桁行全長は3．0mとなろう。

SB－23（Fig．28，PL・10）　東台地の西北側、SB－25の西5mの位置にある2×4

間の南北棟。梁行全長3・4m、柱間は1．7m等間。桁行全長4．7m、柱間は1・2mであるが北妻側は10

cm程短かくなるO柱穴は40cm内外の円形を呈し、深さは25－30cmを測る。居宅であろう。

SB一24（Fig．28，PL．10）　東台地の建物群中最北端に位置する。北東2mの距離に

SC－15がある。南北棟の2×2間の総柱建物で、倉庫として使用されたものであろう。梁行全

長3．5m、桁行全長3・8m。柱穴は径40－60cm、深さ25－35cmのしっかりしたものである。

SB－25（Fig．28，PL・10）　sB－27の西に隣接する1×1間の東西棟。梁行全長2．9

m、桁行全長3．2m。SB－26あるいは27と対をなす小屋風の建物ではないだろうか。

SB－26（Fig．28，PL．10）　東台地の北半SB－25の南に隣接してある2×2間の東

西棟。梁行全長3．8m、柱間は1・9m等間。桁行全長4．0m、柱間は2．0mの等間。状況からみてSB

－25か28と対をなしていたものと思われる。柱穴は径45cm内外のしっかりしたものである。

SB－27（Fig．29，PL．10）　東台地北半部にあり、SB－25の東に隣接している南北

棟。梁行全長3・9m、桁行全長4・0mの総柱の倉庫址。西．南隣の1×1間の建物と対をなすと思

われるが、柱筋から云えばSB－28の方に、より妥当性があろう。

SB－28（Fig．29，PL．10）　sB－27の南4mの距離にある1×1間の南北棟。梁行

全長．桁行全長ともに3．1mの方形を呈す。SB－27の倉庫祉に付設する小屋風の建物か。

SB－29（Fig．29，PL．10）　東台地北部にあり、SB－30の西に接して位置する。
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Fig・32　SB－40実測図（1／100）

1×2間の南北棟。梁行全長2・1m、桁行全長4・5m。柱穴は径50－70cm、深さは50－70cmを測る

大きくてしっかりしたもめで、倉庫址と考えた方が妥当かもしれない。

SB－30（Fig・29，PL・10）　sB－29のすぐ東に位置する2×6間の東西棟。梁行全

長4．1m、桁行全長7．9m。平柱の柱間を大きめにとれば2×3間の建物と考えられなくもない。

柱穴は径30－45cm、深さ25－50cmを測り、東妻柱1本を除いて柱痕が観察．された。

SB－31（Fig．29，PL・10）　東台地東縁の中央部に1棟のみ両グループから孤立した

状態で位置している。2×2間の総柱の建物で、柱筋を東西にとる。梁行全長は3・0・3・2m、桁

行全長は3．3・3・5mで、SB－16同様に歪んでいる。柱穴は径40cm内外、深さは50－65cmと深い。

SB－32（Fig・30，PL．11）　東台地の南隅部に位置する3×5間の南北棟。SB－35

・36と等距離に柱筋が直交する状態で建てられている。梁行全長4・6m、桁行全長7．6m。柱穴は

大きく、総ての柱穴で径15cm内外の柱痕が観察された。また、北妻側と西平側には約75cmの間

をおいて、屏状の構遺物が巡っている。

SB－33（Fig・30，PL・11）　東台地の南隅部に位置し、SR－04の末端と重複する。
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建物西半部の柱穴が検出できなかったが2×4間の建物

となろう。梁行全長3．6m、桁行全長7．2m。

S B－35（Fig．35．PL・11）　　sB－32のすぐ西

にある3×4間の東西棟。梁行全長3．4m、桁行全長5．8m。

柱穴は径40cm内外とやゝ小振り。柱穴覆土内より29（Fig．

33）が出土した。口径9・7cm、器高15・8cm。口縁部は摘み

出すように小さく外反する。調整は外面がパケ目、内面

はヘラケズリ08世紀代に比定しえよう、か。

S B－36（Fig・36・PL・11）　　東台地南隅、SB

－32の北に隣接し、SB－35と対噂するように柱筋を揃

えている。2×4間の東西棟。梁行全長4．1m、桁行全長

6．0m。東妻側と南平側にSB－32と同様の塀状の構築物

を巡らす。柱穴は径50cm内外と大きく深い。総ての柱穴

で径15cm内外の桂根が観察された。居宅であろう。

S B－37（Fig・31）　　東台地の南に集中する建物

群中で最東端にある。2×2間の総柱の東南棟。梁行3．5m、

桁行3・8m。柱穴は大きくしっかりしている。

、二三≠三一

古

l111－－　）＋．j

Fig．33　SB－12．19・35出土土器実測図
（1／4）

SB－38（Fig．31・PL．11）　東台地の北東端に位置する。現状では1×2間の南北棟

であるが、東側平柱が東の調査区外にのび2×2間の総柱建物になる可能性が強い。現状で梁

行2・Om、復原すれば4．0m、桁行4．5m、柱穴は径50cm内外の円形。深さは30－40cmを測る。

SB－39（Fig．31．PL・11）　東台地南隅にあり、北妻柱がSB－42と重複し、西3m

の距離にSC－17がある。2×4間の東西棟。梁行全長3・7m、桁行全長5．6m、柱間は1・4mの等

間、妻柱の柱間は東西で入替る。柱穴では径10－20cm弱の根痕が観察された。

SB－40（Fig．32．PL・11）　　東台地南隅にSB－42と並んであり、西側でSB－41と

重複している。4×・5間の総柱の南北棟で、居宅であろう。梁行全長7・8m、桁行全長は12m。

柱穴は径25－40cmとやや小振りであるが、深さは40－60cmと深く、柱痕は深部まで達していた。

SB－42と柱筋が一致し、先後は別として建替えの可能性が強く考えられる。

SB－41（Fig・31．PL・11）　東台地南隅の一群の西端に位置する2×3間の南北棟で

SB－40と重複する。梁行4．0m、桁行6．5m。SB－42に付設する居宅であろうか。

S B－42（Fig．31．PL・11）　　SB－40の東隣に並置してあり、南妻側がSB－39と重

複している、2×3間の南北棟O梁行全長4．2m、柱間は2．1mの等間、桁行全長6．8m、柱間は2・3

．2．4．2・3cm。西平側を除く3面に庇がつく居宅である。柱穴は径35cm内外の円形で、深さ50－

60cmと深くしっかりしている。これに対し庇の柱穴は一回り小さく浅い。
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規　 模 方向
梁　　　　　 行 桁　　　　　　　 行

方　 位 床面穣 備　 考

実　 長 柱間寸法（尺） 実　 長 柱間 寸法（尺）

01 41×6 N S 5．50（18・3）
1・5 ・1．5

1・3 ．1．2
6．80（22．7） 1．2・0．9・2．6．0．9．1．2

1．2．0．9．1・低．0．9．1．15．1．3
N －16．51E 37・4㎡

総　 柱
02 2 ×云 N S 3・0 （10・0） 1．5 ．1・5 3．50（11．6） 1・75 ・1．75 N l6・50lE 10・5

03 2 ×2 N S 3．70（12・3） 1・5 ．1．5 3．90（13．1） 1．95 ．1．95 N l15．－E 14．43 総　 柱

04 2 ×2 N S 3・0（10．0） 1．5 ．1．5 3．50（11・7） 1．6 ．1．9 N －　6・－E 10．5 総　 柱

総　 柱

05 3 × 3 E W 3．8（12．7） 1・2．1．4．1．2 4．5 （15．0） 1・5 ．1．5 ．1・5
E

900
17．1

06 － 1 ×2 － E W －2．8（9．3） 1・4 ．1．4 3・1 （10．3）． 3．1 N －62・5皇E 8・68

07 1 ×2 E W 2．9 （9．7） 2．9 3．8 （12．7） 1・9 ．1．9 N －IlO－W 11・02

08 1 ×2 E W 2．6 （8．7） 2・6 5・0 （16・7） 2．7 ・2．3 N －820－W 13

09 2 ×3 N S 4．4（14．7） 2．2 ・2・2 5．6 （18・7．） 20 ・1．8 ．1・8 N －180－E 24・64

10 3 ×5 N S 4・2（14・0） 1．5・1．2．1．5 7．5 （25・0） 1・5・1・5・1．3・1．7・1．5 ，N －180－W 33．0

11 1×2（3×2 ） N S 3．4（11．3） 1．7 ．1．7 4・3 （14・3） 4・3 N l12・52W 14．62

12 3（？）×4 E W
3．0．（？）

（10．0）
1・0．1・0・1．0 4．3 （14・3） 1・0．1．3．1・0．1．0 E一440－S 12．9

13 3 ×4 E W 3・1（10．3） 0．7・1．2．1・2 6．7 －（22・3） 1．4．1・8．1．9．1・6 N l62．52E 20・77

14 3 ×．4 N S 4・1（13・7）
1．1・1．0．2．0

1．6．1．1・1・4
5－・1． （17） 1・2・1．3・1．3．1・3 N－6．50・W 20．91

．15 1 ×1 N S 2．1g（7．17） 2．15 2・25 （7．5） 2．5 N －　4。一E 4・84

16 2 ×2 E W
3．0 （10・0）

3 25（10 8）

1．5 ．1．5

－1・7 ．1．55

3・2 （10．7）

3．45（11．5）
1・7・1．5・1．75．1．7 N －790－E 10．4

17 2 ×2 （？）．E W
．
4．1（13．7） 2．1 ・2・0 4・2 （14．0） 1・8 ．2・4 N －470－E 17．22

12×2以上の

可能性あり

．18 2 ×2 （？）、 E W 2・6 （8．7） 1・31・1・3 2．7 （9・0） 1．35 ．1・35 N －53・5巴E 7．02 2×2以上の

可能性あり

総 柱 ？

ヽ

．－19 2 ×3 N S 3・4（11．3） 1．7 ．1．7 6・0 （20・0） 2・0 ．2・0－・2・0 N －12・52E 20．4

20 3 ×4 N S 4．8（16・0）－ 1・6．1．6．1・6 6．1 （20・3） 1・3・2・0．1．5．1．3 N－37．52E 29．2－8

21 2 ×2 （？） N S 3．2（10・7） 1．7 ．1．5 3．5 （11・7） 1・75 ．1・－75 －N－320－W 11．2

22 2 ×2 （？） N S 2．6 （8・7） ．1．3 ．1・3 3．0 （10・0） 1．5 ・1．5 N－290－W 7．8 2×2以上の

・可能性あーり

総　 柱

総　 柱

総　 柱

23 2 ×4 N S 3・4（11．3） 1．7 ．1・7 4・7 （15．7） 1．1．1．2一1．2・1．2 N－330－W 15．98

24 2 ×，2 N S 3．5（11．7） 1・75 ・1・75 3・8 （12．7） 1．9 ．1・9 ． N －27・52W 13．3

25 1 ×1 E W ，2・9 （9・7） 2．9 3・2 ．（10．7） 3・2 N －790－E 9．28

2－6 ．2 ×2 E W 3．8（12．7） 1・9 ．1・9 4・0 （13・3） 2・0 ．2・0 N －760－E －15．2

27 2 ×2 N S 3．90（13．0） 1・95 ．1・95 4．0 （13．3） 2．0 ・2・0 N －100－W 15．6

28 1 －×．1 N S 3．1（10．3） 3・1 3．1 （10．3）－ 3．1 1 N －　70－W 9・61

29 1 1×2 N S 2．1 （7一0） 2．1 4・5 （15－．0） 2・3 ．2・2 N －210－W 9．45

30 2 ×6 E W 4・1（13．ケ） 2．1 ．2・0 7・9 （26．3） 1・4・1．4・1．3．1．0・1．2．1．6
1・2．0．9・10．1．0．0．9・0－9・2．0

N－78．52E 32・39

31 －　2 ×2 E W
3・0（10・0）

3・2（10．7）－

1．15 ・1．5

1・7 ．1．5

3．3 （11）

3．5 （11．7）
1・65．1・65・1・6．1．9 N－670－W 10．55

32 3 ×5 N S 4・6（15－・3）
1．4・1・5．1．7

1－．6・1．5・1．5
7．6 －（25・3） 1．7．1・4・1・5．1．4・1・6 N－29．5とE 一34．96 塀 －

塀

33 2 ×4 N S 3．6（12・0） 1．6 ．2．・0 7．2 －－（24・0） 1・6．2．0・2・0．1．6 N－38．52E 25．92

35 ・3 ×4 E W 3・4（．11．3） 1・0．1．2．1．2 5．8 （19・3） 1．0．1．9・1・5・1．4 N－58。－W 19・72

36 2 ×4 E W 4．，．1（13．7）
1・9 ・2．2

2．4 ・1・7
6・0 （20・0）．1・5・1・5・1．5．1・5 N －60〇一W 24・6

－　37 2 ×2 E W ・3・5（11・7） 1・75 ．1一75 3．8 （12・7） 1．9 ・1．9 N －840－W 13．3 総　 柱

総 －　柱

38 1 ×2 N S 2・0 （6．7） 2．0 4・5 －（15．0） 2．2 ．2・3 N 一240．W 9・0

39 2 ×4 N S 3．7（1－2．3） 2・1 ．1・6 5・6 （18・7） 1．4・1．4．1．4・1．4 N －46。－E 20．72

40 4 ×5 N S 7．8（26・0）
2．1 ・1・9

1．8 ・2．0
12．0（40．0） 2・0・2・7・2．6・2．7・2．0 N－　30－W 93・‘6

41 2 ×3 N S ．4．01（13．3） 2．0 ．2・0 6．5 （21・6） 2・1・2．3．2．1 N－2．50－W 26・・0

3 面 庇
42 2 ×3 N S 4・2（14・0） ・2．1 ．2．1 6．8 －（22・7） 2．3 ．－2．2 ・2．3 N一一3 0－E

（34・02）
28．56

Tab・4．　掘立柱建物一覧表
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4）土　壌

土壌は調査区のほぼ全域で総計22基（SH－01－22）を検出した。

これらの土壌は、概してSR－01とSR－02の合流する低河岸周辺、竪穴住居祉や掘立柱建

物群が集中する中央台地上、東台地南端部の掘立柱建物（SB－32－42）群が集中する周辺の

3群にグルーピングできるようである。このうち、SR－01と02の合流する低河岸に集中する

一群はその状況からして、古墳時代初頭期の甕を検出したSH－05と同時期に存したものと思

われ、恐らくは河川の流れを何らかの形で活用したものではないだろうか。

次に、東台地南端に位置する土壌群は出土遺物も少なく明瞭ではないが、その在り方から集

中する掘立柱建物群の時期に近づけて考えてよさそうである。

一方、中央台地の土壌群はまとまりがなくさまざまであるが、縄文時代晩期の組織痕土器を

検出したSH－03および多量のスラグを含んだ炉祉はその時期・性格を決定できる。

これらの土壌は、その形態もさまざまで出土遺物も少なく、これが各土壌の時期決定および

性格づけをますます困難なものにしてい．る。少ない遺物からみる限りでは弥生時代終末期を上

限とし、平安時代を下限とした遺構群であることが窺えるようである。

以下、各々の土壌について詳述したい。

S H－01（Fig．34，PL・12）本地は中央台地がSR－01と02の合流点にむかって細長くの

びた突出部に在る甕棺墓Ⅱ群中のSK－07のすぐ北に隣接して位置する。平面形は長径90cm、

短径70cmの楕円形を呈し、深さ10－20cmを測る。床面は平坦であるが東側はゆるく傾斜して浅

く凹むO　中央部には床面より若干浮いた状態で、10－20cm大の河原石8個が南北方向より中央

部へむけてわずかに傾斜して埋置している。覆土は暗黄褐色で、出土遺物はない。

S H－02（Fig・34）本地はSR－01と02の合流点に小さく突出した東台地上にあり、SC

－01の西1・5mに位置している。平面形は長径2．0m、短径1．5mの楕円形を呈する大型の土壌で、

ほぼ南北方向に主軸をとる。壁面は北壁側が急な立ち上がりを示すほかは緩く傾斜して立ち上

がる。床面は浅い舟底状を呈し、検出面よりの深さは60cmを測る。覆土は上層より淡黒色粘質

土・砂混入淡黒色粘質土．灰褐色粘質土がレンズ状に堆積していた。

S H－04（Fig・34）本址は中央台地がSR－01にむかって小さく舌状に突出した低台地の

最先端部の標高20・9mの地点に位置する。SH－07が南2．5mの距離にあるO平面形は長径1・5

m、短径0・95mの楕円形プランを呈し、深ざ25cmを測る。覆土は淡灰黒色土で弥生中期後半の甕

片と須恵器甕片が出土したO

S H－05（Fig・35，PL．12）本址はSR－01にむかって小さく突出した東台地のSR－02

よりの河岸上の標高21・Om上に位置する。平面形は長径2．85m、短径2．05mを測る大型のもの

で、主軸をほぼ南北にとり、SH－02と並立する。壁面は北側壁が垂直に立ち上がる他は緩く

傾斜して立ち上がり、深さは40－60cmを測る。覆土は木葉を多く含む茶褐色粘質土である。31
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は下層出土。口径23．0cm、器高38．5cm。く字状の口緑部は内側をわずかに摘み出し、卵形の胴

部は小さな鹿部を作る。内面はパケ目、外面は上半部が叩き後にパケ目、下半部は粗くかき上

げて仕上げている。

SH－06（付図）　本址はSR－01にむかってのびる東台地の舌状突出部の付け根部分に位

置する長径4．7m、短径3．6mの超大型の土壌であるが、深さは50－60cmと比較的浅い。壁面は緩

く傾斜して立ち上がり、浅い舟底状の底面は北西隅が凹む。32は口径11．6cm。半球形の胴部は

緩く屈曲して小さく外反する。33は口径10・1cm。34．45は須恵器甕。34は口径20・8cm。外反す

る口縁部は内面に小さく摘み出し、口縁直下に小さな三角凸帯が1条巡る。45は胴部最大径54．0

cm。外面は縦方向の平行叩き目後にカキ目調整を加え、内面は同心円文の叩き目をナデ消して

いる。いずれも6世紀前葉頃のものであろう。

／

Fig．34　SH－01・02・04実測図（1／30）
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SH－07（Fig．35）本地は東台地がSR－01にむけて舌状に突出した低台地上にあり、SC

－01より北へ7mの距離にある。径85cmの円形プランを呈し、西側が上面で段を作るほかは、

深さ70cmの底面へむけて急激にすぼまる。覆土は上層より、淡褐色粘砂土．灰茶褐色粘質土・

木葉混入茶褐色土・灰褐色粘砂土が10－20cmの厚さでレンズ状に堆積している。覆土中より弥

生中期後半の甕片が1点出土した。

SH－08（Fig．35・PL・12）本址はSR－01の最下流河床上に位置し、すぐ西にはSH－

09が並置している。河床は礫層で、標高は20．55m～20・65m。土壌は長径83cm、短径70cmの楕円

形を呈し、深さ20－30cmを測る。この土壌を取り囲むようにして径90～110cmの楕円状に長さ

20－65cmの13本の杭が巡る。覆土内より遺物の出土は1点もなく、時期・性格等は明確にしえ

なかった。ただ、検出面より杓子の未製品（Fig・50・5）が出土した。

SH－09（Fig．36）本牡はSH－08とともにSR－01の最下流の河床上こ位置する楕円形

の土壌である。復原形で長径1．3m、短径85cmの楕円形プランとなろう。深さは20－30cmで、

底面は浅い舟底状となる。覆土は木葉混入する茶褐色土で、弥生式土器小片がわずかに出土し

たにすぎない。

SH－10（Fig・36，PL・12）本址はSR－04がSR－03と交差するあたりの河床近くにあ

る土壌で、平面形は径1・50m内外のほぼ円形を呈する。壁高は10－20cmで、床面は平坦である。

覆土は2層よりなり、上層が黒色粘質土、下層が茶褐色植物質土である。36は壷形土器の胴

部下半資料で底径8．8cmを測る。内外．底面ともに粗いパケ目調整。鋤直下より出土。

木器（Fig．41）1はスコップ形をした長柄鋤の未成品である。刃部は先が方形で、先端部

は外方に反りがある。柄部は断面八角形で撞部に剃り込みがない。法量は全長82．7。㎡、柄長59

・7cm、刃部幅14．6cm、厚さ2．0cm、握部は幅12．8cm厚さ2・3cmを測る。明瞭な使用痕が見られ釆

捉部は剃り込みがない点で未成品と思われる。

SH－11（Fig．36）本祉はSR－01の蛇行に添って北へ舌状に突出する中央台地の付け根

に位置し、SC－03より西へ4mの距離にある。平面形は長径2．15m、短径1．5mの隅丸の長方

形を呈し、深さは10～15cmを測る。底面はほぼ平坦である。37は口径12・6cm、器高3．5cmを測る。

言緑端部はわずかに内傾する。調整は天井部が回転へラケズリの他はナデて仕上げている。6

世紀後菓頃に比定できよう。

SH－13（Fig・36）本地は東台地の南隅部の掘立柱建物群が集中する真申に位置し、SB
′

－39の柱穴と重複している。平面形は長径1・95m、短径1．60mの楕円形を呈し、90×45cmの楕

円形の舟底状の底面にむかって緩く傾斜してすぼまる。覆土は上層が淡黄灰褐色・淡灰褐色・

灰褐色土が3層あり、その下に砂層が12－15cm程浅い凹レンズ状に堆積している。遺物は須恵

器土不．甕片および青磁片が混入している。

SH－14（Fig．37，PL・12）本址はSB－33－42の掘立柱建物群が集中する東台地南半部
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21．30m

Fig．35　SH－05・07・08実測図（1／30）
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24．20m

2m

ヒ一一一　　一一　一一　　2　－－－－　1　　－」

Fig．36　SH－09－11．13実測図（1／30）
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「一一一フ

SH14　凡　例
1．淡灰茶褐色土

混砂、茶色斑あり
21茶褐色土

混砂、弓弓粘質、
3・灰茶褐色粘質土

粘質強、茶色味強い
4・暗黄褐色土

弱粘質、混砂土
51灰褐色土

混砂
6．黄灰褐色粘質土

粘質強い、褐色斑含
7．秒屠
8．灰褐色粘質土

粘質強、褐色斑あり
9．灰黒色粘質土

粘質強
10．淡灰青色粘質土

粘質強、
11・明黄褐色粘質土

粘質強、

千一三「一

23．30m

S

一一≡l■－

Fig．37　SH－14－17実測図（1／30）

Ⅴ

1・灰褐色土
2・暗灰黄褐色土

粘賞、茶色斑、ロームブロック含
3．暗灰黄褐色土　茶色斑、（2）より粘即金

（2）よりローム粒、ブロック多い、茶色斑含まず
4．灰黒色粘質土　ロームブロック含
5・暗灰褐色土

粘即金、（3）よりロームブロック少ない
若干黄色昧含む

6．時灰褐色粘質土　黒色（スミ）土含む
7．（暗）黄褐色ロームブロック

混暗灰褐色土

8・暗灰茶褐色土　粘質強い、茶色斑若干含
9．時灰褐色粘黄土（8）に類するが、茶色味うすい

ローム小ブロック含、粘質強い

10・暗灰褐色粘黄土＋ロームブロック土層
11．灰黒色粘質土層



51

1．．、・

22．90m SH20

一一一二一二一2そ

上田

2m

Fig．38　SH－18－22実測図（1／30）
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0　10cm

：　・1′　44

Fig・39　SH－02．05・06・10．11．13－17出土土器実測図（1／4）
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の西南隅に位置し、SB

－35より西へ2mの距離

にある。平面形は径1．5m

の若干四角ぼった円形を

呈し、北東部に小さな平

坦面を作るほかは60－70

cmの円形の底面へむから

て緩くすぼまるO深さは70

cm、底面は浅い舟底状を

呈する。40は滑石製の石

鋼片で小片のために復原

しえなかった。外面は粗

く削り、煤が付着してい

」　　　　一
Fig．40　SH－06出土土器実測図（1／6）

る。この他に須恵器・土

師器の小片が出土している。

SH－15（Fig．37，PL．12）本址は東台地の南半部に拡がる掘立柱建物群の西端に位置し、

sB－40の南妻柱より西へ6m程の距離にある。平面形は南北軸100cm、東西軸85cmの隅丸

方形を呈し、深さは77cmを測る。壁面は検出面より40cm程のところで緩い段を作り、そこから

底面にむかっては急速にすぼまる。この段のやや上面に厚さ2－7cmの炭の層が凹レンズ状に

堆積している。また、検出面より2－4cm掘り下げた位置より鉄揮片1個を検出した。41は口径

14．8cm、底径6．2cm、器高5・4cmを測る内黒の蝿形土器である。口縁部下で緩く屈曲し、端部はや

や外方に小さく開く。内面はヨコ・ナナメ方向に丁寧に研磨して仕上げている。他には須恵器

・土師器．青磁．白磁等が混在している。平安時代末頃に位置づけられようか。

SH－16（Fig．37）本址は東台地南西部にあり、SB－41の約1m西方に位置している。

平面形は東西80cm、北南70cmの西方に若干張り出した方形を呈する。壁高は10cm弱と浅く、立

ち上がりは比較的急である。覆土は茶褐色土のみであるが、土壌の西半分には長さ60cm、幅30

cm、厚さ2cmの瓢状の範囲に焼土が拡がり、その両側を幅45cmの範囲で炭の層がとりまいてい

た。42は口径9・8m、底径7．6cm、器高1．7cmを測る。内部は大きく外方に開き、鹿部は凸レンズ状

に張り出す。

sH－17（Fig・37，PL・12）本址は東台地の南側に拡がる掘立柱建物群中のSB－40の北

妻柱のすぐ内側に位置する。平面形は径85cmのほぼ円形を呈し、壁面は検出面より10cm程のと

ころで緩く屈曲して、深さ30cmの底面にむかって摺鉢状にすぼまる。遺構検出面より3－11cm

のところで厚さ3。m内外の炭層が35×55cmの範囲に亘って検出された。覆土はこの炭層を境に



して上層はロームブロック混入の暗茶褐色

土、下層はロームブロック混入の灰褐色土

である。43は底径6．6cmを測る高台付腕。44

は口径12・5cmの題であろうか。

SH－18（Fig・38，PL．13）

本牡は東台地の南東部、SB－36の北12

mの距離にある。平面形は長径2・2m、短径

1．8m楕円形を呈する大型の土壌である。壁

面は緩やかに傾斜してすぼまり、30－40cm

で舟底状の底面に達する。覆土は上層がロー

ムブロック混入の暗灰茶褐色土、下層は灰

茶褐色粘質土が凹レンズ状に堆積していた。

遺物は土師器、須恵器小片がわずかに出土

したのみで少ない。また、中程の地点で挙

大から小児頭大の河原石が半円形に並んだ

状況で検出された。

SH－19（Fig・38）

本祉は中央台地西寄りのところに位置し

SC－03より西へ13m、SH－20より北へ

3mの距離にある。平面形の長軸106cm、

短軸55cmの隅丸長方形プランを呈し、主軸

をN－4。－Eにとる。検出面よりの深さは

20－27cmで、壁面は緩やかに傾斜する。底

面は浅い凹レンズ状を呈し、北側の底直上

に2個の挙大の石を並置している。覆土は

3層に区分でき、上層より暗黄褐色土・砂

磯混暗黄褐色土・暗褐色土である。遺物は

何ら出土しなかった。土壌墓の可能性が考

えられる。

SH－20（Fig．38）

本址は中央台地の西寄りにSH－19と3
，、

mの距離を隔てて南北に並ぶようにして位

置し、東へ8mの距離にはSC－03がある。

Fig．41SH－10出土木器実測図（1／4）
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主軸をN－31．5。－Eにとり、平面形は長軸93cm、短軸62cmの隅丸長方形を呈する。全体に著し

い削平を受けており、検出面よりの深さは7－11cmと浅い。底面は概ね平坦である。覆土は砂

粒を含む暗褐色土である。覆土内より遺物の出土はなく、時期・性格等は明確ではない。

SH－21（Fig・38）　本址は中央台地の南西寄りのところに位置し、SC－04より西へ11

m、SB－09より北へ7mの距離にある。SH－19．20とは主軸方向こそ直交するものの南北

に等間隔に並ぶ。平面形は長軸1．55m、短軸0．58mの隅丸長方形を呈し、N－88。－Eに主軸を

とる。削平のために検出面よりの深さは約20cmと浅く、壁面は緩やかに立ち上がる。底面は平
．

坦であるが東側がやゝ凹む。覆土は砂粒の多く混入した暗黄褐色土であるが、底面真上には茶

褐色粘質土が薄く凹レンズ状に堆積していた。覆土内よりの遺物の出土がなく、明確な時期決定

はできないが、土壌墓である可能性が非常に高い。

SH－22（Fig・38，PL．13）　本祉は東台地の北寄り、SC－15より南へ7mの距離に位

置する土壌で、N－14．5。－Wに主軸をとる。平面形は長軸95cm、短軸48cmの隅丸長方形プラン

を呈する。後世の著しい削平を受けているために検出面よりの深さは18cmと浅い。底面はわず

かに舟底状を呈し、底面より6cm程上面で口縁部を欠いた甕形土器が1個出土したが、担当者

のミスで紛失してしまった。覆土は概ね砂混入の暗茶褐色土1層であるが、底面直上にはやや

粘質をおびた淡黒茶色土がうすく堆積していた。

炉址（Fig．42，PL．13）　　　本牡は中央台地南西隅の標高25．5mの台地がSR－02にむ

かって緩く傾斜しはじめる位置にある。北へ3．5mの距離にはSC－08が、南へ3mの距離3m

にはSB－06がそれぞれある。平面形は長

軸1・11m、短軸0．82mの南側がわずかに屈

曲する楕円形を呈し、主軸をN－35・5。－W

にとる。床面までの深さは10－15cmである

が南北で5cm程のレベル差が生じている。

床面の中心に浅い凹みがあり、北側では壁

面は緩く傾斜してそのまま凹みにいたるが、

南側では途中で20cm程の平坦面を作り急速

傾斜して凹みに至る。土壌の東側は5－15

cmの厚さで鉄浮が充満していた。炉底津を

残す製錬炉で、残存する炉底より復原する

と、炉は自立型円筒製錬炉の可能性がきわ

めて高い。鉄棒については大沢正己先生よ

り玉稿をいただいたのでそれに譲りたい。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

111111　　　　　　！

Fig．42　炉址実測図（1／20）
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5）河　川

調査区全域に亘って東西に流れる大小4条の自然流路（旧河川）と南北に流れる1条の人工

的掘開流路のあわせて5条の河川を検出した。この中で、飯盛山塊にその源を発し、室見川に

注ぎ込むようにして流れる3条の大きか充路（河川）が調査区内の扇状台地を三分するように、

南北隅および中央部を蛇行・屈曲しながら流れている。

この3条の河川は同時期に流路として機能していたが、SR－03は他の河川に比べてやや早

く埋没してしまった形跡が窺われる。調査区北隅のSR－01と中央部を流れるSR－02の2条

の河川は蛇行．屈曲を繰り返しながら北東隅で合流して河幅を拡げている。この合流点の河岸

には幾つかの土壌・杭列等があり、生活の場の一部として大いに活用されていたものと思われ

る。この2条の河川は、その出土遺物およびSR－05との切り合い関係からして8世紀前半代

頃にはその半分近くまで埋没していたものの、その機能は完全には失われていなかったようで

あるが、9世紀頃にはほぼ完全に埋没してしまったようである。

SR－01（付図，PL．2）

sR－01は調査区の北側隅を緩くS字状に蛇行しながら西から東方向（室見川へむかって）

へ流れる大きな自然流路で、北台地と中央台地を画し、北東隅部でSR－02と合流している。

。
。

Fig．43　SR－01第1杭列実測図（1／60）
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河幅は上流（西）で6－8m、合流点付近で約15mを測る。河床は磯層で、緩い舟底状を呈し、

上流で標高23．2m、下流で標高20．4mを測り、その比高差は3・80mもあり、その流れは結構急

である。このSR－01は上流と下流に各々1条の杭列がある。上流の杭列（Fig．44）は調査

区西端より約14mの地点にあり、SR－01を横断する形状で南北方向に40－80cmの間隔で打ち

込まれ、北側では一部2列になっており、その間より古墳時代前期の土師器を検出した。次に、

下流の杭列（Fig・43）はSR－02との合流点より下流、SR－01に突出した南台地の東側河

岸にSD－01を斜めに横断して26本の杭が20－40cmの間隔で横一線に打ち込まれている。この

杭列に伴う遺物はないが、杭列下の河岸からは弥生時代前期の土器片が多く、これに近い時期

と考えてよさそうである。このSR－01の遺物としては弥生時代から奈良時代に亘って検出さ

れ、9世紀頃までにはほぼ完全に埋没してしまい、その機能を失ってしまう。また、SR－02

との合流点付近の埋土最上層より習書した木簡（Fig．50）1点が出土した。

蜃忘

竜≡二三∋

e≧i

⑳　　。8

8

番

◎

錮

0　　　　　　　　　　　1m

Fig．44　SR一01第2杭列・SR－02杭列実測図（1／30）
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ng．45　SR一01－05土層断面実測図（1／60）
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1．補色土
2．灰茶褐色土
3．灰烹色粘質土
4．灰褐色粘質土

5．暗灰褐色粘質土
6・白褐色砂

凡　7・灰褐色粘質土
8．淡灰茶褐色粘質土

例　9．淡黒色粘（砂）質土

10・砂膚
11・灰茶褐色粘賞土
12．黒色粘賞土

13．砂礫

23．00m

1・明黄褐色粘黄土（混礫）
2．時茶褐色粘質土

凡　3．白色褐色砂黄土
4．2に似るが混礫
5・黒色粘質土

例　6．黒色粘黄土（混礫）
7．黒色砂質土
8・明茶褐色混礫粗砂

凡

1．淡赤灰色土
2・暗赤灰色土
3．黒色粘質土
4．黒色砂質土
筑灰茶褐色粗砂

砂多く混入
若干＊占賃、砂粒多い
砂粒を比較的多く含む、粘質強し
（7）に色調的には類するが、土質的
には（4）に近い、（3）より褐色昧強い
砂粒多く含む
下部に礫を少1：含む
粘午強し、（5）よりも灰色強い
粘質強し、（7）に類するが植物遺
体を含むので若干茶色昧強い。
粘質は強く砂粒を比較的多く含
腐蝕物含む
粘砂土層の如し

粘賞強い、若干黒色味をおぴる
砂粒含む、腐蝕土層でパフン努の
植物遺体を多く含む
礫多い

（SR－05）

Ⅰ．暗灰色粘黄土

Ⅱ．暗灰色粘質土と灰色細砂との互層
Ⅲ・淡茶色混礫租砂

Ⅳ・赤褐色租砂（混礫）

Ⅴ．暗青灰色粘黄土

Ⅵ．淡茶色混礫粗砂
Ⅶ．淡茶色混礫粗砂と黒色粘質土の互屠

例　6・暗灰色粘質土
7．時灰色粘賃土と灰色粗砂の互屠
8・黒色粘質と灰色岨砂と青灰色粘土の互屠
9．青灰色粍土

25．20m

一一三l

0

凡　　例

1．茶褐色混礫租砂粘土
2．時灰色粘質土

（赤鉄分の沈澱あり）
3．白　砂
4．時灰色粘質土
5．白色租砂（混礫）
6．時灰色粘質土（シル上質）
7・白色租砂
8・白色混礫租砂
9・赤褐色租砂（混礫）
10．時青灰色シルト
11．時灰茶褐色租砂
12・赤褐色粗砂
13・暗灰色砂
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出土遺物

弥生時代の土器（（Fig．46－47）

46から52は壷型土器である。46は板付式の範中に入るもので前期末頃のものであろう。器高が

11．5。mで口径が9．5cmとやや小型。47から49は中期中葉から後半にかけての無頸壷である。多く

の場合丹が塗ってあるが、49のみがわずかに残っている状況である。51も鹿部の形態から無頸壷

である可能性が高い。50は中期の広口壷の鹿部と思われるが、外面に黒炭様のものを全面に塗

布してある。52は後期前半の袋状口縁壷。53から58は甕型土器である。53は鹿部の中央がやや

上げ底気味になるもので中期前半のもので、54も口縁の形態からやはり中期の前半代のもので

ある。55は胴があまり張らない縦長なもので中期前半から中葉頃のものであろう。56は53と同

じ中期前半代。57はそれに続く時期のものであろう。58は口緑の形態から中期前半代のもので

ある。62は樽型を呈す中期中葉の丹塗り土器であるが丹はほとんど残っていない。59から61は鉢

型土器である。59はわずかに口縁が付くもので後期前半代に下るもので、60と61は素口緑のも

ので中期前半から後半にかけてのもの。65は鼓型器台で中期のものであろう。66と67は高士不型

土器である。66は後期中頃のもので67は中期の低脚の部類に入るもの。

古墳時代の土器（Fig．47－49）

63から64と68から82は土師器である。63．64と74．75は前期のもので、前者はラグビーボール状

を呈し胴下位に上方へのケズリ気味の擦痕が入る初頭のもので、後者は内面にケズリが入り球

形の胴部を呈するものである。69はラッパ状の口緑が付く長頸壷で初頭のもの。68は6世紀代

の須恵器を模した球で内外にミガキが入る。70は内面にケズリが入るやや深い士不。7台は器高が

7・2cm＋αの′」、さな甕型のもの。71は直立する短かい口縁を持つ丸底壷。72は手づくねで作られ

たもので祭祀に用いられることが多い。76から82は高士不型土器で前期のものである。

83から100は須恵器である。83は初期須恵器といわれるものでジョッキ型になるものと思わ

れる。やや外反する口縁、胴の中央部にシャープな隆起線が走る。仕上がりもシャープである。

84から88は坪蓋である。84は外面の体部を天上部の境にゆるい沈線を持つ。85も沈線こそない

が天井部と休部は作り分けが見られる。いわゆるⅢ期（6世紀中葉から後半）のものである。

86から87は回転へ．ラケズリもやや荒く体部と天井部の境がはっきりしない。Ⅵ期（6世紀末）

のものである。89から96は土不身である。91は鹿部内面に同心円状のスタンプ痕が多重に残され

ている。Ⅲ期のものである。他は立ち上がりの短かい95などは明確にⅥ期と言えるが、立ち上

がりの角度と長さや休部と鹿部の形状からも明確に言えないがⅢb期からⅥ期の所産と考えられ

る。なお、球形成時のロクロの回転方向はすべて右回転（時計方向）である。97はⅥ期の無頸

壷で鹿部は手持ちのヘラケズリを施す。98も壷型土器の鹿部。99は甕である。接合しか1破片

も含めて考えると、胴部に金海式と言われる甕の様な平行沈線が不等間隔で走っている。100も

甕であるが、外面に条線を残す様なヨコナデが、内面にも当具痕の上に同様に施される。
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Fig・46　SR－01出土土器実測図1（1／4）
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Fig．47　SR－01出土土器実測図2（1／4）
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Fig・50　SR－01出土木器実測図（1／4）

木器（Fig．50，2－9）

2は漆器の椀である。内面の荒れが著しく接合にも難のある部分もあるが、直径が10cm前後

器高は現状で3．3cmである。器壁の厚さは図の縦方向に薄く横方向にやや厚い。外面は加工痕を

残さぬほどの良好な仕上りで全面に黒漆を塗る。3は底が広いコップ形の容器である。荒削

りのままでやや凸凹のある鹿部からやや開き気味に休部が立ち上る。口縁は直線的でなく不揃

い。調整は体部外面では縦方向に連続．非連続の削りカミ走り、鹿部付近では円周に沿った横方

向の削りが走る。内面では非連続な削りが走りその一部が鹿部に多くの刃先痕を刻む。また底
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部付近くは炭化しており、焼きを入れ削りを施したものと思われる。器高7・Ocm、口径11・8cm。

4は舟形の槽のコーナー部分と思われる′。長軸方向にゆっくりと傾斜する面を持ち、側板も鹿

部に向かってゆるく傾きやや浅くなる。図示した部分のほかこれに続くと思われる側板から底

の部分はさらに浅く、模造船の様でもあり単純に槽とは言えない。5は未成の杓子形木器の身部

と思われる。SH－08の上面の杭付近から出土した。加工は上面を平坦に下面を半球形に削り

出すが、先端に方形の突起を残す。これは工作時の支えとして利用され最終的には削り取られ

るものかも知れない。上面から焼きを入れ1．5cmほど剃り込みを入れている。全長15．3cm＋α

高さ5・7cm＋α、幅13．3cmの芯持材。ナナメ取りを行っているので奈良県唐古遺跡の出土例のよ

うに、柄部と身部はゆるいL字形をなしていたものと思われる。完成品がSR02から出土して

いる。6は刀子形をした用途不明の木器。刃部に当る部分の一部と身部先端を欠く。柄の中

央やや身部寄りに穿穴がある。また身部の所々に焼きが入る。全長に10．4cm＋α、身幅25cm＋

α、柄幅1．8cm、厚さ0．9cm。7は槌の子の半裁品。残存状況は良くない。全長6．2cm＋α直径5・5

－5．8cm。芯持材。8も7同様に槌の子の半裁品であると思われる。やはり残存状況は良くない。

全長5・5cm、直径6・1－6・5cm。芯持材。9は木簡である。縦長で両端がゆるい孤状をなす板材で、

両面ともに所々複数回に削りが入れられた状況が見られる。全長29．8cm幅3．7cm、厚さ0．6cm。

柾目取りの完形品。文字は肉眼でも観察できるが、九州歴史資料館の倉住靖彦氏によれば、

表　「也也為為［コロ［コ［］□也也」
［コ

裏「大口□□ロ口□□」
□　　志前田

という文字が判読しうるという。習書に用いられた木簡で、三筆が加えられている。

SR－02（付図，PL．3）

SR－02は調査区西側壁南寄りのところから発し、中央部で北方へ直角に屈曲し、その後緩

くS字状に蛇行しながら北東隅部でSR－01と合流する。上流（西）では河幅8－11m程の2

条の河川が約20m程流れて合流している。河床は概ね磯層で、標高は上流で25．0m、下流のS

R－01との合流点付近で20．9mを測り、その比高差は4・1mとかなりの急な流れを作っている。

流路が北方へ急激に変わる中央部では、両岸および河床が水流で粗く削られている。この屈曲

部の河床中央部に3本の2列の杭が打ち込まれていたはかは、なんら人工的な護岸施設の痕跡

は認められなかった。また、この屈曲点より北の水流によって河床が一段深く削られたところ

からは古墳時代初頭期の甕形土器・高杯等が集中して検出されたが、この時期の生活遺構は

SR－01との合流点付近で土壌が検出されているほかは何等検出されていない。

一方、SR－01との合流点付近でも河中央にむかって半円形に拡がる11本の杭列が検出され

たが、共伴する遺物がなく、時期およびその性格は明確にしえない。この他には臼・鍬・鋤・

鎌柄等の木器が検出されている。このSR－02は01と同様に奈良時代前半には半分埋没し、

SR－05との関係から平安時代初め（9世紀）には完全に埋没してしまうO



67

弥生時代の土器（Fig．51・56）

101から104は長頚で複合口緑が付く壷型土器である。101は口縁の復原径が34・Ocmもあり

かなり大型の壷であったことがわかる。頚部から一端外に開き疑似口縁部を作り、また上方へ

延びて端部で再び短かく外反する。胴部は中央に凸帯が付き凸レンズ状の鹿部を持つものにな

ると思われる。調整は頚部にタデ．ヨコ方向のパケ目が入り疑似口縁部分には連続した板状工

具によると思われるキザミメが入る。口緑と疑似口縁の間に下に折れる鋸歯文が5本の平行条

線により表現されている。102は口縁の復原径が23．0cmで、形状はほぼ101と同じもの。103は口

縁の復原径が27．0cmで、口縁が外開き気味。また口縁と疑似口縁間に竹管文が2ケ1対の形で

数ヶ所に施されている。104は口縁が内に傾く形態で前者より古い様相を呈す。以上口縁の形態

より101から103が後期前半。104が後期中頃と考えられる。140と141は高士不型土器である。途中

で一端わずかにくびれ朝顔状に開く特徴は後期終末もしくは古墳時代初頭の時期に相当するも

のである。

古墳時代の土器（Fig．51－56）

105と106は小型の丸底壷である。105は胴部外面下半と内面にケズリが入る。やや荒い仕上が

り。106は外面にハヶ板によるナデが、内面にケズリが入り仕上がりも良好。外反する口縁が付

くものと思われる。107から110は土不型土器である107は口径が8．2cmとやや小さいが、それに比

べて深めの作りである。108は丸底で薄手の作り、内面に研磨を施こすO口径14．4cm、器高が6．2

cmで黒色を呈す。109は丸底でやや厚手。外面下半部にケズリが入る。口径12・Ocm、器高5・4cm。

やや荒い仕上がり。110は丸底で口縁端部がやや外反する。口縁下に竹管文を有す。調整は口縁

付近をヨコナデし外面鹿部付近にヘラケズリを施す。仕上がりは良好であるO　これらの球はほ

ぼ16世紀を前後する時期のものと思われる。

111から130は甕型の土器である。111はラグビーボール状を呈す前期初頭のもので、口縁の

径が25．0cm。口縁から胴部にかけてタタキを施したのちパケ目が施されている。112は口径

が25．2cm。形状や時期については111とほぼ同じものと思われる。113は胴の中央部を欠くが

く字形の口縁のくびれ部に三角の、また胴中央部に台形の凸帯を有す。調整はタタキを行いパ

ケ目を施した後に外面の鹿部から胴部にかけてケズリ気味のナデを施す。口径29．8cmである。

114はラグビーボール状を呈すもので全面に煤が付着している。また内面鹿部にも炭化物が

残っている。調整はやや荒いパケ目が施されている。口径22．6cm。器高33．1cm。115もラグビー

ボール状を呈す形態で、タタキとパケ板によるナデで調整されている。口径22．4cm。117も長

胴のラグビーボール状を呈すもので、調整はタタキを行った後にパケ目が施される。114と同

様に口縁端部の内側がややつまみ出されている。口径が20．1cm、器高33．6cmの完形品である。

116は球形の胴部にややきつくくびれるく字形の田縁を持つもので、前記の土器に後出するタ

イプのものである。内面は口縁付近でナナメのそれ以外はタテ方向のケズリが施されており、
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Fig．51SR－02出土土器実測図1（1／4）
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Fig・52SR－02出土土器実測図　2（1／4）
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Fig．53SR－02出土土器実測図　3（1／4）
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Fig・57SR－02出土土器実測図7（1／4）

外面はナデ仕上げだが一部にケズリが使われている。口径18．8cm、器高15．8cm。118もラグビ

ーボール状を呈すタイプで調整にやや荒目のパケ目が施されている。口径23・Ocm、器高34・3C恥

119もラグビーボール状を呈す。タタキ後パケ板によるナデと鹿部から胴部にかけてのケズリ

気味のナデ上げにより調整される。口径21・8cm、器高36．4cm。120と121はやや寸づまりなラグ

ビーボール状で言縁が直立するタイプのものである。ともにタタキ後パケ目が施され、120は鹿

部から胴部にかけてケズリ気味のナデが入る。122・123ともにラグビーボール状を呈し、内外

面ともに幅の広いパケ目が施される。124はきつくくびれるく字形の口縁から球形の胴部が付く

タイプのもので内面にヘラケズリが施される。125から127はラグビーボール状を呈す甕の鹿部

で125と127はパケ目のほかに鹿部から胴部にかけてのケズリ気味のナデを施す。以上は従来前

期初頭の所謂在地系の土器と言われているものである。128は山陰系の複合口縁を持つ甕で胎土

が異なるので搬入品であろう。129はスカート状の脚が付く肥後系の甕である。130は6世紀代

に下る可能性を持つ甕である。131から139は鉢型土器である。131と132と135がタタキを持つほ

かは胴部上半にパケを下半にケズリを施す。142から151は高稀型土器である。土不部が深く暗文

を有すタイプ（142－144）とそうでない．ものとがある。前者は前期初頭に、後者は中期に下るま

での時期のものを含むものである。

152から159は須恵器である。152は摘み持つ高士不の蓋で外面に沈線を持つ。153は立ち上がり

が大きく全体が箱形をする土不身。154は2条の沈線を持つ瓶の口緑部。155は高士不の土不部。156

は焼成不良の高球の脚部。157は低脚の高塚の脚部。158は細頚の地の胴部に当る。159は口縁下

の隆起線間に2条の波状洗練を持ち、胴部には外面に縦位平行のタタキを、内面にはナデ消しが入

いる完形の大甕である。口径40．4cm、器高79．4cm。これらの時期は153と159がⅠ期（6世紀前半

代）、152がⅢb期（6世紀中頃）、他がⅥ期（6世紀末）頃のものと思われる。
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木器（Fig．59－61）

10は平鍬である。中央や

や上寄りに柄孔を斜めに穿

つO　形態は平面で上部をU

字形に、刃部を方形に作る。

側面は刃部から約6cmで一

段をなすO　かすかに折り返

えしの金属製の刃が装着さ

れた痕跡を残している。断

面では約1cmの差を持って

刃部に薄くなっている。全

長23．9cm、幅10・4cm。柾目

の木取りである。なお柄と

の取付き角度を柄孔から考

えれば約65度になるもので

ある。完成品である。

11は異形の木器であるが、

現状から踏み鍬である可能
Fig．58SR－02出土土器実測図8（1／8）

性があるものである。突出

した上部におむすび形の柄孔（？）を持つもので、縦断面でごくゆるいカーブを持っている。残存

状況が悪く完全な全体の形状は分らないが異形であることには違いない。類例を待ちたい。全

長28．6cm＋α、柾目の木取りである。

12は長柄鋤の身部である。長方形の長い身部を持ち、柄も含む一木作りの鋤になるものと思

われる。横断面が菱形をなし両面の中央に稜が走る。刃部はゆるい孤状になり、肩部まで約2

cmの幅でゆっくりと広がっている。全長36．0cm＋α、幅14．6cm＋α、刃部の厚さ0・3cm肩部で2

cm。類例が福岡市西区の拾六町ツイジ遺跡の包含層出土の木器に見ることができる0

13は鎌の柄と思われる。握部から全体の約昔が断面で円形にヶズリ出されるが、カーブ部分

から先にかけて方形に仕上げられている。カーブから一端直線になった所で斜め方向に柄穴状

に孔が穿たれている。またこの孔と先端とが一段をなしている。握部の端部も節状になり先端

の段をなす部分と反対方向に突出し斜めに切り取られている。全長60．3cm、握部の径2．5cm、先

端部幅4・3cm、厚さ2・Ocm。刃の装着は図の破線方向と思われるが、鈍角である。これに近い時期

の資料が佐賀県神埼郡神埼町の11）寄吉原遺跡の弥生時代後期の井戸から他の農具と共伴してい

る。全長が50cm弱とやや短かめだが孔と捉端部に一段あるという共通がある。しかし全体が直
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Fig・59SR－02出土木器実測図1（1／4）

°

土土田．言－　　　』
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田甕

Fig．60SR－02出土木器実測図2（1／4）



78

0　　　　　　　　　　　　20cm

土1111．i I

Fig・61　SRO2出土木器実測図3（1／6）

線的で孔もほぼ直角に穿た

れており、刃の装着状況や

使用状況に違いがありそう

である。

14は杓子形木器である。横

に偏平射丙と半球形の身部

とからでなる。柄部は長軸

方向に連続したケズリが、

また身部外面も言縁から鹿

部に向って連続したケズリ

が見られる。身部内面は底

に向って斜め方向に割り込

まれている。ここにも焼き

を入れた痕跡が見られる。

全長37・3cm、柄部長22．5cm

柄部幅4．6cm、身部幅13．4cm

18　身部高12．0cm。木取りはナ

ナメ取り。加工工具の原体

は金属製のゆるい孤状をな

すO　なお身の容量は550m8。

15は鉢形の容器である。見込みの器形が隋円形を呈す。残存状況はあまり良くないが、外面
（註）

に横方向の連続したケズリが見られるO全面に朱が塗布されていたものと思われる。器高5．5cm。

16は下駄である。鼻緒が左寄り（右足用）で歯が差し込み式でなく削り出しであるなど、や

や古い様相を呈す。歯はより後が磨り減っている。全長24．6cm、器高4．3－3．2cm、幅8．8cm＋α。

17は大足であるO両端の組み合せ部分の形状が異なる。断面は長方形を呈す。全長31．0cm、

幅8・1cm、厚さ1・5－2．0cm。木取りは板目取り。

18は臼である。半裁品で復原にはやや難があるが、器高52．4cm＋α、口径38．6cm、くびれ部

径29．8cm、底径52・4cm、深さ27．8cm＋αである。なお、加工痕などは残っていない。

なお、本遺跡出土の木器に使用された樹種は次のとうりである。

カシ（1・10・11・12）、クスノキ（3・5．10・14．15）、ヶヤキ（18）、スギ（17）
l

ツバキ（7．8）。詳細については大迫靖雄先生の玉稿を参照されたい。

（註）光学顕微鏡による観察（40－400倍）とX線分析（ケイ光X線．X線国析）によりこの赤色顔料を

朱Hgsと同定した。本田光子氏の御教示による。
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SR－03（付図，PL・3）

SR－03は調査区の南側を半円形に琴曲して流れる自然流路（河川）で、西北隅部は大きく

西方に突出する。河幅は上流（西）で14－16m、下流（東）で9－12mを測り、河床面の比高

差は約2・5mである。河床面は北側では磯層で平坦であるが、SR－05を境として南側は水流で

削られて深くなり、舟底状を呈するが人工的な護岸施設の痕跡は認められなかった。SR－03

は東西両端で、東西に蛇行するSR－04によって切られ、さらにその中央部は南北にのびるS

R－05によって切られている。遺物は水流の関係からか上流では少なく、下流の琴曲部東岸に
．

古墳時代前期の土師器が流木と混在して検出されたがSR－01・02に比べてその量はきわめて

少量にすぎない。

出土遺物（Fig・62．160－164）

土器が出土している。160は弥生時代中期中葉から後半にかけての広言の壷型土器。口緑は

鋤先状になってし1る。161は古墳時代初頭の甕型土器でく字形口縁を持ち胴部はラグビーボー

ル状になるもの。やや砂粒を多く含む°　外面に煤が付着する。162は9世紀頃の土師器の高

台付の土不である。休部はナナメ方向にストレートに延び、高台は外にやや長く延びる。黄褐色

を呈し外面の一部に煤が付着している。口径13．1cm、器高5．6cm。163は弥生時代後期から古

墳時代初頭にかけての鉢型をした土師吉である。鹿部がないので脚が付くものかどうかはわから

ない。164は古墳時代前期の高士不型土師器の脚部である。

SR－04（付図，PL・3）

SRl04は調査区の南側隅を調査区壁に添って縫うように東西方向に蛇行して流れる溝幅2

－4mの細長い自然流路で、人工的護岸施設等の痕跡はなんら認められなかった。上流（西）

約13m程の地点で又状に分かれていた流れが合流して溝（河）幅も6－8mと広くなり、SR

－03の西側の屈曲部を切り、中央部付近で南北方向にのびるSR－05を切っている。このSR

－05より約10m程東で流れは南へ大きくS字状に蛇行しながら、ふたたびSR－03を横断し、

SB－33上で細くなって消滅している。埋土は全体を通して砂粒層が多いが、流れが合流する

あたりからSR－03を切るあたりにかけては粘性土が多くなるO　この粘性土の溝底に浅い土壌

（S H－10）があり、この中より鋤の未製品が出土したO出土遺物は非常に少なく、弥生時代前

期から古墳時代後半に亘る土器片が出土した。

出土遺物（Fig．62．165～169）

土器が出土している。165は弥生時代前期の壷型土器。166と167は縄文時代晩期の粗製の

深鉢（甕）である。内面に指頭圧痕が残る。168は古墳時代初頭の甕型土器である。胴部はラ

グビーボール状を呈すO・170は古墳時代中期の須恵器の稀である。全体にちいさめでしかも外面

鹿部には手持ちのヘラケズリを施すなど定形品外の所産と見られる。171は古墳時代の土不型の

土師器。169は古墳時代前期の丸底をした鉢型の土師器である。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
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Fig．62　SR－03・04出土木器実測図（1／4）
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Fig・63SR－05出土土器実測図（1／4）
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S R－05（付図，PL．3）

SR－05は調査区のほぼ中央部を南から北東方向へ緩く琴曲して流れる大溝で、溝幅3．5－4．0

m、深さ0．5－1．0mを測る。溝底面は南側では浅い舟底状、北側では幅1．5mの平坦面を作り、礫

層を人工的に掘削した痕跡が明瞭に観察され、南側のSR－03と交差する地点では、東岸に添

って打ち込まれた護岸施設の一部とみられる8－10本の杭列が検出された。また、北側のSB

－20付近の溝底からは長さ2・3m、幅30cmの樋が検出された。SR－05は南側でSR－03を切り

SR－04に切られている。一方、SR－02と交差する北側では、その土層観察（Fig・45）から

SR－02が中端埋没した段階で掘開されでおり、その時期は出土遺物からして8世紀前半代と

考えられ、SR－01・02の埋没時期と符合を一にする。

出土遺物（Fig・63・173－181）

すべて須恵器である。172から176までは高台付の杯。172から174は体部の立ち上がりが上方

に延び高台は外側に付くもので、175と176は休部がやや外開き気味に立ち上がり、高台はやや

内側に付く。いずれも8世紀代と見られる。177は休部が大きく開いて緩い稜を作る。9世紀代

のものであろう。180は外面に格子目のタタキを持つ中型の甕である。181は破片ながら胴部が

ソロバン玉形をし鹿部に高台を持つ長頚壷であると思われる。これらの遺物は前述のとおり8

世紀代から9世紀代に納まるものであろう。
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21．00T1

21．40m

拶多

8）溝状遺構

調査区内において溝状遺構としたものは15条（SD－01－

15）検出した。が、これらは概ね無遺物の溝で、他遺構との

関わりや性格等は明確ではなく、かつ現近世の水田に伴う溝

状遺構も多い。

SD－01（Fig．64）

SR－01と02との合流点に突出した東台地の突端部に東西

方向にはしり、すぐ南にはSC－01がある。溝は西から東へ

堅嬰むかって流れ、南台地東岸の杭列を境として扶り込むように
深く落ちている。杭列は本址を斜めに横断して長くのび、関

わりは明確ではない。突出した台地の西岸にはSR－02に流

携　れ込むSD－02があり、緩く屈曲する形で本址延長線上にあ

堅聖り、連接した1条の溝の可能性が考えられる。

SD－02（Fig・64）、

穿
1m

L「1．12　　　」

Fig．64　溝断面実測図（1／40）

∈∃二＝才2

－　　　－　　　　－　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　　－

SR－02の最下流右岸にあり、SH－02・05に隣接して位

置する。溝幅1．1m、長さ2．5－3・Omの浅い凹状の溝で、SD

－01とは逆方向の東から西へSR－02へむかって流れ込み、

その延長線上1m程の浅い凹みより杓子と朱塗りの木製容器

が出土している。覆土内より古墳時代初頭期の甕形土器が出

土している。また、その形状からしてSD－01と連接する可

能性もあり、突出した低台地を画する感もある。

SD－03（Fig・64．65）

北へ緩く蛇行するSR－01に添って北へ突出する中央台地

183　の先端斜面中位の平坦な面にSR－01に添うようにしてある。

溝幅は70－80cm、長さ7m程で、東側はSR－01に注ぎ込む。

ゝ＝＝巨者タ′185

0　　　　　　　10cm

Lロ　ー1－　－－－l

Fig．65　SD－03．04．08

出土土器実測図（1／4）

182は口径10．8cmを測り、6世紀後半のものであろう。

SD－04（Fig．64．65PL・13）

東台地の北西部G－Ⅴ区に位置する溝で、溝幅1・0－1．5m、

長さ12mを測り、SR－05に平行する形状でのびるO削平が

著しく、深さは10－15cmと浅く、覆土は暗赤褐色ローム質土。

覆土中より弥生式土器・土師器等の細片が多数出土した。183

は口径13・4cmを測り、天井部はヘラケズリ、184は口径15．2cm．

器高7．3cmを測る高球で、183に後出するものであろう。



83

9）包含層出土の遺物

包含層出土の遺物としては、縄文時代晩期の深鉢から中世の越州窯系の青磁や玉縁を持つ白

磁そして近世の古伊万里に至るまでの遺物が検出されたが、ここでは確実に図示しうる遺物に

絞って掲載し簡単に説明を加えることにする。

○縄文時代の土器（Fig・66・186－187）

晩期から弥生時代前期にかけての粗製の深鉢（甕）の鹿部片である。両方とも暗灰褐色を程

し、やや荒めの胎土である。186は内面に炭化物が層状に付着しており、外面には植物繊維の圧

痕が見られる。187は内／面にユビ（？）によるやや強めのナデが走っており中央がやや肉薄になっ

ている。

／′

’由186

0　　　　　　　10cm

L一一一1－1田l L．．1

一一■一一一‾三一
Fig・66　　包含層出土土器実測図1（1／4）
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211

Fig．67　包含層出土土器実測図　2’（1／4）

Ⅶイ　210
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F1g．68　土製晶・耳環・玉実測図（1／2）

○弥生時代の土器（Fig．66－67・188－192．196）

188から192は中期の壷型土器の胴下半部であるO　この時期の壷形土器の形態には多くの

バリエーションがあるが、口縁を欠くこれらの遺物から器形の全体像を考えるにはやや難があ

るO全体が灰褐色系の色を呈し、胎土も他の時期の土器に比べて砂粒の少ない良いものである。

189は特に内面まで丁寧なナデが施されており外面に丹が塗布された可能性を持つ。196は中期

後半の甕型土器である。口径16・8cm・器高13．9cmO

O古墳時代の土器（Fig．66－67．193－210）

189・193・194・195・197・198は土師器の甕型土器である。194と197と198は前期の在地系の

もので、他は後期以降のものである。199と200は土師器の高塚型土器で前期に属するものであ

る。201から204は、中期の須恵器の杯で201がいわゆるⅢa期のもので他はⅢb～Ⅳ期のもの。

201の器高が4．2cm＋α、口径が12・4cm。202が器高3．9cm、口径12．0cm。203が器高3．6cm、口径

11・4cm。204が器高3．5cm、口径11．0cm。209と210は、初期の須恵器の器台の鉢の部分と思われる。

209は2条の隆起線文の両側に歯が5本程度のクシ状工具で孤状や直線を等間隔に施す。胎土は良

好で焼成は断面で赤褐色の酸化層が見られる。朝鮮半島からの搬入品とも思われる。210は暗灰

色を呈し焼きも良好。2条の隆起線文の外にクシ状工具による波状凹線が施される。206は、須恵

器壷の口縁部。いわゆるⅡ期に相当するものと思われる。口径14・6cm。207は、須恵器のすり

鉢である。鹿部に刺突痕などは見られない。いわゆるⅣ期頃のものと思われる。
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奈良時代の土器（Fig・67．205，211）

いずれも須恵器。205は高台付の土不。ややひずみがある。211は口径16．8cmを測る皿。

その他の遺物（Fig．67・212）

212は、鞘の羽田の残片。高熱のため百変し気泡が外面に見られる。炉跡の東約20mより出土

した。

土製晶（Fig．68．1－3）

1はSR－02上層出土のもの。支脚と思われる。器高8．7cm。2はSR－01下層出土の投弾

全長6・7cm、幅3．8cmとやや大きめ。3は包含層出土で土器片を円盤上に加工したものである。

耳環・玉（Fig・68．4－8）

4はSD－03出土のもの。径は1．6－1・9cm、重さ17．69。5はSC－08付近より出土。径は2．9

－3．2cm、重さ17．69。いずれも鋼製か。6はグリーンのガラス製の小玉。7・8は土製の管玉。

石　器（Fig・69－72）

各遺構の基底面や覆土や遺構検出時の包含層中より旧石器時代～縄文時代の石器が出土して

いる。また、旧河川や溝状遺構からも弥生時代の石斧類を中心として各種の石器を検出してい

るので、一括してここに紹介しておく。

・一，∴二言・丁．一一．∴1

∴－，一十一一

（二二二ゝ

Fig・69　包含層及び河川出土石器1（1／2）
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Fig．70　包含層及び河川出土石器　2（3／4）
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Fig．71　包含層及び河川出土石器　3（1／3）
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F ig No 種　 類 出 土位 置 石　 材 長さ（cm） 巾 （cm） 厚さ（cm） 重量（9 ） 備　　　　　 考

l 石　　　 匙

〃

〃

〃

〃

S C －07 サヌカイト

〃

〃

〃

〃

2．91 9・20 1．02 15．6

一部欠損2 表　　 採 2．85 6．98＋α ．0．77 10．7＋α

3 表　　 採 8．74 3．24＋α 0・94 22．2＋α 略半分欠損

4
S R －05

F　－　Ⅵ
8・14 5．03 1．03 36．3 縦型、下端に素材の打面

（自然面）を残す

5
S R －03

上　　 層 3・86 6・22 0．91 17・8

1 ナイフ形石器

〃

石　　　 鉄

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

剥　　　 片

S R －05

河　　 岸
育灰色ob 3．05 0．86 0・84 0．95 パティナが激しい

2 S R －05 漆　 黒ob 4．94 2．19 1・46 8・6
ローリングを受け、磨耗

している

3 表　　 採

〃

S 8 －30

N0－ 7

縞　 入ob 1．63 1・04＋α 0・24 0．3＋α 片脚欠損

基部欠損、三角鉄

4

5

漆　 黒ob

〃

〃

〃

縞　 入ob

1・82

2・10

1・25

1・05＋α

0．34

2．5

0．4

0．3×α

6 表　　 採 2．64 1．72 0・90 1・1＋α

7
S B －31

№－4
2．05 1・82 0．34 1．0　＋α－片脚の一部欠損

鍬形鉄．先端部．片脚欠損

片脚欠損

8． F　－　Ⅵ 1．9g 1・69 －　0・32 0．8

9 S R －06′ 漆　 黒ob 2・84＋α 1．83＋α 0．－49 1．－6＋α

．10
S B ー37

№l 6
姫　 島ob

〃

－　サヌカイト

〃

〃

縞　 入ob

2．09 1．56 0・32 0・7

11 Ⅰ－　Ⅵ 2．39＋α 1・48 0、．38 0・8＋α

12
S B －38

№－ 3
2・79 1・59 0．43 1・3

13 ．．表　 採 3・38 1・86 0．49 2．2

14
S B －38

N0－ 3
1．62＋α 1．73 0．．39 1．2 先端部欠損

15 表　　 採－ 3・29 2－28 0．48 2．7

16 S R －01 5．04 3．45 2．08 18．7－

17 U　 F 一一表　　 採 漆　 黒ob 3．37 6・41 1．3 2 18・5

1 石　 庖　 丁

〃

紡　 錘　 一幸

S R －01

下 一　層
砂　　 岩

〃

滑　　 石

〃

砂　　 岩

4．68 8．13＋α 0・71 39．－7十α 一部欠損

〃

孔径0．86cm

一部欠損

〃

半分欠損、2 孔、有湊

2
S R －01

G －Ⅱ・下層
4．14＋α 5．89＋α 1．10 24・1＋α

3 S H －14 5．29 5．23 1・29 68

4
砥　　 右

〃

〃

石　　　 錘

〃

〃

砥　 石　 ？

B －Ⅴ．f－7 5・43 5・71 2・44 130

5
D　一一Ⅴ

大　　 溝 4．93－ 5・42－土α －　2・04－ 78＋α・

6 D　－　Ⅵ－ 頁　　 岩 3．64 9．08＋α 2．19 90＋α

7 表　　 採 滑　　 石

〃

〃

頁　　 岩

10．62 4・33 －3・00＋α 190＋α

8
B　－　Ⅴ

h　－　 8
10．34 4・90 3・65 250

博多湾迦沈子

丁寧な研磨

9
－　S R －02

上層・B i Ⅳ 10．08 4．98 3．93 250＋α
博多湾型沈子

ノミ痕をとどめる

1－0 S 0 －13 15．03 5・07 1．61 140

Tab・5　　石器計測表（1）
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F ig N o 種 一類 出 土 位 置 石　 －材 1 長 さ（cm ） 巾 （0m） 厚 さ（cm） 重 さ（9 ） 備　　　　 考

11 石戈未製品？ F　－ Ⅶ 安　 山　 岩－ 13 ．40 ＋α 9 ・72 2．32 280＋α 一部欠損

半分 欠損

12 磨　 1石 H　－　 Ⅵ 砂　　　 岩 12 ．04　－ 7－．36 4 ．88 711

13 円盤堆石製品 S D ，－08 a 料　　 岩 11 ・90 5．36＋彿 2・14 182＋α

14 石　　　 斧

〃

〃

S R －02
下 層 ・F －Ⅵ

輝縁凝灰 岩－ 10 －・68＋α － 6－・16 3・14 1260土α 頭部 欠損

15
G　－ I

No l
硬　 砂　 岩 13 ・48 5・18 3．g3 450 一一刃部 欠損

16 S R －05
F　－ Ⅵ

安　 山　 岩 14 ・64 、6．69 2．31 　 360－

1－ 石－　　　 斧

〃

－　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

S R －03

H 一隊 ．上層
－玄　 武　 岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　－

〃

〃

10 ・26＋α 7．21 ∴ 3・98 500＋α 蛤刃石 斧　 刃由

〃　　　　　　　　　　〃．

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　 ．頭 部

2－ B 一　一　 Ⅶ 5・82 ＋α 7．91 3・26＋α 21－2＋α

3 S R －02
下　　 層 8・08 ＋α 7．－24 3．52＋α 320十α

4 ・
S R －01
上　　 層

7．－02＋α 17・23 － 3．26－土α 220＋α

5 B 一Ⅵ　 上－ 1－0一28＋α 6．86＋α 3・18 ＋α 310 ＋α

－　6
F　－　Ⅳ

Nol
13一26＋α 6・44＋α 3．60 500 ＋α

7
S ・R －02

－　下　　 層

13．30＋α 7・24＋α －4．28 ＋α 705＋α 〃　　　　 胴部

8 S ．R －01
下 ． 層 9．84＋α 6・32＋α 3．49＋α 340 ＋α 〃　　　　 頭部

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

9
S R －02

E 一一 Ⅴ ．上層
8．98十α 6．32＋α 2・92十α 260＋α－

10 Ⅰ －　Ⅵ 13．74－＋α－ 6．－4－4 ＋α 4 ・06＋α、 625＋α

11 S R －01

．上　　 層 －
14．24－土α 7 一71 4 ・01＋α 740－土α

Tab．6　　石器計測表（2）

旧石器時代の遺物としては、ナイフ形石器2点がある。縄文時代の遺物としては、石鉄、石

匙、スクレイパー、石斧などがあるO弥生時代の遺物としては、石鉄、石庖丁、紡錘車、石斧

（今山産蛤刃石斧）、石戈未製品？などがあるO　その他、時期不明のものとして砥石が若干出

土している。

旧石器時代の遺物は、H．Ⅰ－Ⅵにおいて包含層を確認しており、調査区の南東側に広がる

可能性がある。また縄文時代に関してもJlⅧ区において精査を試みたが、時期不明の土器片

と若干の黒曜石、サヌカイトの石片、チップを得たにすぎない。しかし、その他の石鉄などの

出土状況からみて調査区の南東隅に包含層もしくは生活遺構のあった可能性が高い。弥生時代

の遺物は今山産の玄武岩製石斧を中心としてSR－01・02の砂層からもっぱら出土している。

これは一緒に出土した土器から弥生時代前期末～中期後半の時期を中心としたものであろう。



92

Ⅵ．　お　わ　り　に

羽根戸遺跡で検出した遺構は、甕棺墓、土壌墓）竪穴住居址、掘立柱建物、土壌、炉址、溝

状遺構、河川と杭列であり、古くは旧石器時代の遺物包含層からはじまり、縄文時代晩期から

弥生時代・古墳時代をとおして律令時代に亘って時期的に広く営まれた生活址である。検出し

た遺構は弥生時代中期の甕棺墓地と弥生時代終末から古墳時代初頭の低河岸に在る性格不明の

土壌を除けば、主に古墳時代後期と律令時代の生活遺構（集落址）が主体を占める°　これらの

遺構は弥生時代中期．古墳時代後期・律令時代と間欠的射寺期差があり、その間の遺構はほと
／

んど認められず、恒久的な生活址としては占地されていない。これは今回の調査が限られた範

囲で、かつ飯盛山の谷懐より出ずる河川によって隔絶された扇状台地の突端部という立地条件

故かもしれず、この成果のみをとりあげて羽根戸遺跡の全容を明らかにすることはできない。

前章で各遺構の概要についてはすでに述べたが、ここでもう・度整理しなおして今後にそなえ

たいとおもう。

甕棺墓群について

羽根戸遺跡で検出した甕棺墓は、北台地で6基、中央台地で3基（＋土壌墓l基）、東台地で

1基の計10基で、このうち東台地の1基と中央台地西端の1基はいずれも小児甕棺墓で、かつ

単独であるために群集して墓域を構成するか否かは即断Lがたい。この2基を除いた8基は東

西に流れる河川（SR－01）によって完全に隔絶され、2群に区分できる。中，央台地から東へ

細くのびた舌状部に甕棺墓2基と土壌墓1基からなる一群があり、一家族の墓地と考えて間違

いあるまい。北台地の一一一．群は台地の淵に添って6基が孤状に並ぶ。この－．群は台地の南端にあ生

墓域は更に北へ鉱がる。本遺跡内においてこの甕棺墓の時期に相応する生活遺構は検出されて

いないが、100m程北東の同台地上で弥生時代中期後半の竪穴住居祉群が検出されている。こ
（註1）

の北台地は幅200m程で、北側に河川が流れ、さらに別の台地がのびている。扇状台地の中央

に集落址が立地し、その西側に甕棺墓群が鉱がる。本遺跡の甕棺墓はこの北台地に集落を営ん

だ集団の共同墓地であろう。一方、日向川を隔てて南には弥生時代前期末から中期の数百基に

のぼる一大甕棺墓群が展開し、そのうち吉武大石．吉武高木．樋渡遺跡には多紐細文鎮．漢式

鏡・青銅利器を副葬する一群があり、他集団に対し優位性を示している。これは従来の説を覆

し、早良平野にも糸島・福岡繭平野におけるような強大を政治権力の存在を暗示させる。この

集団を頂点として、富の産出地である広大な早良平野の沖積地へと連出し、可耕地を拡大して

いったのであろう。この場合水系を共有する集団（集落）間には当然利害関係が生じ、一層集

落毎の密接な共同関係を形成する。羽根戸遺跡に甕棺墓地を営んだ集落も、恐らくはこの集団

の傘下に隷従し、沖積平野の開発を担った集団であろう。

（註1）昭和60年度「野方．金武線の拡幅工事に伴う調査」二宮忠司氏の御教示による。
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竪穴住居址について

今回の調査で検出した竪穴住居址は16軒で、いずれも古墳時代後期のものである。その立地

が河川によって区切られた扇状台地の突出部故か、分布的には粗密がある。羽根戸遺跡で最初

に住居址が営まれるのは6世紀前葉（Ib）で、6世紀後半以降になると若干の増加をみせ広い

範囲にわたって散在している。これら住居址は時期・形態によって3期に区分しうる。A類；

台地の先端部に立地し、住居祉内に炉牡を有する。SC－01・15が該当する。B類；一辺が3

m程の方形の住居地で、北壁側に竃を付設している。SC－03・06．10が該当するが、規模．

形状からしてSC－04．11・12もこれに属すものと思われる。出土した須恵器からⅢb期から

Ⅳa期に比定されよう。C類；一辺が5m弱のやゝ大型の住居址で、西堂側に竃をもち、定形化

した4本の主柱穴を有する。SC－0g．05・07が該当し、Ⅳa期に比定しえよう。

以上から、本遺跡における古墳時代の集落址は、遺構こそ検出していないがSR－01．02か

ら多量の吉武土師器が出土しており、古墳時代初期の生活祉が拡がり、一時空白期をおいて6

世紀前葉に集落が低平（？）な台地上が営まれる（A類期）。さらに若干の時をおいて6世紀後半

代になるとSR－02を越えた西側の台地に集落が再出現し、ある程度の期間（Ⅲb～Ⅵa期）に亘
（詫2）

って営まれる。この時期の住居址はさらに西方の丘陵部へとのびている。この時期、台地を区

画する河川は機能しており、営まれた集落を単位集団として区画し、人々の生きた生活空間と

して活用されていたものであろう。また、2間×2間の総柱の掘立柱建物址が隣接してあり、
（註3）

積極的な根拠はないが、状況からして住居址に付設する倉庫址の可能性が考えられなくは憂い。

掘主柱建物址について

本遺跡で検出された掘立柱建物は41棟で、このうち高床倉庫と思われる2×2問の総柱建物

は10棟ある。建物は4ヶ所で重複がみられるが柱穴の切り合いはなく、掘方出土土器も少ない

ために各建物の時期・序列の決定は難しく、総てを包括してその変遷を辿ることはできない。

これらは単一時期の造営でないことはもちろんで、方向性等より6群に分れようOこのうちS

B－35からは8世紀代の甕が出土し、SR－05によって区画された台地の南東隅にSB－32を

中心に「コ」字形配置を示す。SB－12・ユ9はSR－05埋没後の造営で、10世紀前半代に比定

される。これら建物の造営開始期は明確ではないが、包含層．、土壌等出土遺物の状況からして

竪穴住居地の営まれた6世紀を遡ることはなく、11世紀を下限として断続的に営まれたもので

あろう。また、建物の中には早良郡条里に近似する一群があり、且日野尚志氏復原の額田駅か

ら日向峠を経て恰土郡家に至る官道が東接し、一つの視点として考えてみる必要があろう。

製鉄炉址について

古来、筑前国は鉄を産し、10世紀前葉に編纂された「延吉武」によれば備中．備後．美作・

伯香園と並んで膚．調に鉄や鍬を貢納すると記載されている。その筑前国において鉄浮を出土

する遺跡の多い早良平野は製鉄遺跡のひとつの中心をなしている。本遺跡の製鉄炉は炉床部の
（註2）昭和60年度「羽根戸原C遺跡群第2次調査」田中寿夫氏の御教示による

（註3）「吉武遺跡群」の調査で6世紀代の同規模、同様の掘立柱建物を多数検出。下拙ご1／氏の御教示による。
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みであるが自立型円筒製錬炉が予想され、平野に産する砂鉄を原料としている。また、土壌等

の鉄津には精錬鍛冶揮．鍛錬鍛冶津が含まれ、製錬から鉄器鍛造までの一貫した製鉄生産体制

がとられていたと思われる。同時に鉄器鍛造の鉄素材は製錬不純物が多く、粗製錬の痕が窺え、

鉄器の早期需要を満たす必要があったものと思われるが、その背景は定かではない。金武城田

遺跡でも炉牡が報告されており、平野内の需給および生産体制の解明が今後の課題となろう。

羽根戸遺跡周辺主要調査遺跡報告書

「福岡市野方中原遺跡調査概要」1974年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第30集　福岡市教育委員会

「野方中原遺跡の遺物1）－A溝出土の土器－」1978年　柳田純孝　福岡市立歴史資料館研究報告第2集

「羽根戸古墳群」1980年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第57集　福岡市教育委員会

「広石古墳群」1977年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第41集　福岡市教育委員会

「牟多田遺跡」1974年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第27集　福岡市教育委員会

「宮の前遺跡A～D地点」1971年　下條信行．沢皇臣編　福岡県労働者住宅生活協同組合

「宮の前遺跡F地点」1971年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第13集　福岡市教育委員会

「下山門遺跡」1973年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第23集　福岡市教育委員会

「金武古墳群発掘報告－1．2号填、近世墳墓の調査」1971年　福岡市埋蔵文化財報告書第15集　福岡市教育委員会

「福岡市影塚1号墳発掘調査報告一附．影塚2号墳石室実測図・周辺古墳分布図」1971年　福岡市埋蔵文化財調査報

告書第21集　福岡市叡育委員会

「草場古墳群．斜ヶ浦瓦窯祉」1974年　早良鉱業株式会社　福岡市教育委員会編

「重要遺跡確認調査報告書1－装師吉墳．吉武K7号墳」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第68集　福岡市教育

委員会

「吉武塔原古墳群」1980年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第54集　福岡市教育委員会

「有田遺跡」1968年　九州大学考古学研究室編　福岡市埋蔵文化財調査報告書第2集

「有田周辺遺跡調査概報」1977年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第43集　福岡市教育委員会

「有田．小田部第1集」1980年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第58集　福岡市教育委員会

「有田・小田部第2集」1982年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第81集　福岡市教育委員会

「有田．小田部第3集」1982年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第84集　福岡市教育委員会

「有田．小田部第4集」1983年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第96集　福岡市教育委員会

．「有田・小田部第5集」1984年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第110集　福岡市教育委員会

「鶴町遺跡」1976年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第37集　福岡市教育委員会

「原深町遺跡」1981年　福間市埋蔵文化財調査報告書第71集　福岡市教育委員会

「高柳遺跡」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第70集　福岡市教育委員会

「福岡市西部地区埋蔵文化財調査報告書1」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第64集　福岡市教育委員会

「田村遺跡Ⅱ」1984年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第104集．福岡市教育委員会

「拾六町ツイジ遺跡」1983年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第92集　福岡市教育委員会

「次郎丸高石遺跡」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第69集　福岡市教育委員会

「四箇周辺遺跡調査報告書（1）」1977年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第42集　福岡市教育委員会

「四箇周辺遺跡調査報告書（2）」1978年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第47集　福岡市教育委員会

「四箇周辺遺跡調査報告書（3）」（夫婦塚古墳）1980年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第51集　福岡市教育委員会

「四箇周辺遺跡調査報告書（4）」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第63集　福岡市教育委員会

「四箇周辺遺跡調査報告書（5）」1983年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第100集　福岡市教育委員会

「福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告書（Ⅰ）藤崎遺跡」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第62集　福岡市教

育委員会

「福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）西新町遺跡」1982年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第79集　福岡市

教育委員会

「西新町遺跡」1985年　福岡県文化財調査報告書第72集　福岡県教育委員会

「県道大野二丈線関係埋蔵文化財調査報告書（I）」1980年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第52集　福岡市教育委員会

「県道大野二丈線関係埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）」1981年　福岡市埋蔵文化財調査報告書第74集　福岡市教育委員会

「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第1集」1970年　福岡県教育委員会

「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第3集」1973年　福岡県教育委員会

「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第4集」1976年　福岡県教育委員会

「福岡市埋蔵文化凰遺跡地名表第1集一福岡西部地域（早良平野以西）の遺跡分布調査の概要－」1969年　福岡市教
育委員会

「福岡市文化財分布図（西部Ⅰ）」1979年　福岡市教育委員会



付

I　羽根戸遺跡の組織痕土器について

三∠ゝ

言間

I　羽根戸遺跡出土鉄浮の金属学的調査

Ⅲ　羽根戸遺跡出土木器の樹種同定

渡　辺　　　誠

大　澤　正　己

大　迫　靖　雄



95

羽根戸遺跡の組織痕土器について

渡　辺　　　誠

1・羽根戸遺跡出土組織痕土器の意義

福岡市西区所在の羽根戸遺跡より出土した組織痕土器は、縄文晩期後半の突博文土器の段階

に属するものである。点数はわずかにl点であるが、これは次の諸点においてきわめて注目さ

れる資料である。

1．従来の組織痕にはみられなかった、もじり編みによるカゴの庄痕であること。

2．カゴの縁止め部分が明瞭にみられ、組織痕土器が型取り法によって作られたもので

あることを明確に実証したこと。

3．福岡県下では始めての出土であり、分布範囲の認識に新知見をもたらしたことO

2．形態と組織の観察

筆者が調査させて頂いた時点では、資料は大きく3片に結合されていた。口頸部＋胴部・胴

部・鹿部の3片であるが、それぞれ仮にA．B・Cとする（第7図）。お蔭で断面を良く－観察

できたことは幸いであった。CはAともBとも接合するが、AとBとはごく僅かに離れている

（第1図）。器形は大型の浅鉢であり、推定口径38・5cm、高さ9・7cmであり、残存率は全体の

約4分の1であるO

rl－Ⅰ頚部．胴部・鹿部とに分かれるうち、組織痕の明瞭なのは胴部（Ⅱ）のみである。胴部と

鹿部（Ⅲ）とは型作りで作られ、口頸部（I）は胴部の上に幅2．5～3・Ocmの無文帯を輪積み

して作られている。ⅠとⅡとの境界はカゴの縁に当たっているため、外側に断面が山形を呈し

て突き出ている（第2図）。

器壁の厚さは、口頸部では約6mmで一定しているが、胴部では5－1（hmと不安定であり、鹿

部も同様に不安定であるが、8～11mmとやや厚目であるO　これはカゴからはずした後新たに別

の粘土（第2図．a）で覆ったためであり、断面でその境界面を確認することができる。第7

図の乱．b部分では樽にそれが明瞭であり、a部分では5本、b部分では7本の原体の圧痕を

確認することができる。

3．カゴの形態

段取りのものとなったカゴそのものの形態は、第2図のうち口頚部を除いた部分に相当する
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第1図　　組織痕土器拓影

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第2回　　組織痕土器実測図

／一一一

第3図　　組織痕モデリング陽像実測図
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のであるから、大型ではあるが浅目のカゴということができる。推定口径37．0cm、高さ5・5cm

である。編み方は、錘具を用いない手によるもじり編みであり、その原体の直径は約1・5mmで

ある。

横材は2本1単位で、時計回り（左撚り）にもじり編みされており、縦材の間隔（材の中心

間の距離）は5－11mmであるが、8mm前後がもっとも多い（第3図）。材質は不明であるが、

今藤細工に使われている藤では、硬くてこの間隔でのもじり編みは難しい。藤のような硬質の

素材であれば、1本でザル目編みにした方がふさわしいサイズである。したがって藤よりも軟

質の素材が推定されるのである。

この間隔は上にいく程少しずっ広がってくるので、新しい材を加えることによって、常に等

間隔になるように編まれている。実測図（第3図）中に点々で示したように、まず従来の縦材

とともに新しく挿入した材を一緒に編み、次の段階以降で別に分けて編まれている。モデリン

グ陽像A′では3個所、同B′では2個所にそれをみることができる。ただしB′の場合は重複個所

から分離し始める部分が、圧痕に反映していないらしい。また横材の長さが足りなくなった場

合には、同様に少し重複させて編みこんでいくのであるが、そうした部分がA′に1個所認めら

れたO実測図中に斜線で示した個所である。

モデリング陽像A′では、縁止め部分と横材12本、縦材19本、同B′では横材16本、縦材15本を

確認することができる。そしてA′とB′は直接には接合しないのであるが、全体の復元から推定

すると、縦材2本分程度の間隔にすぎないとみなされしたがってこれらの範囲と縦材の本数か

ら推定すると、全体としては約200本弱の縦材を想定することができる。しかし残念なことに、

編み始めを示す鹿部中央部分は残っていない。おそらく放射状に開くところの、いわゆる米

の字編みにされていたものと推定したい。

これに反して縁止め部分はきわめてよく残っている。このことが本資料をきわめて価値の高

いものにしているのである。実測図（第3図）に2列だけ黒塗りにして示したように、縦材の

最後の部分は折り曲げて、すぐ隣りはとばしてその先の2本目と3本目の間に挿入している。

型取り法であるから、カゴの内面が圧痕として残ったのであるが、そのために縦材の末端もよ

く観察できることになったのである。なおこの縁止めの方法は、藤細工などでよく使われてい

る。

4．組織痕の種類の再整理
（註1）　　（註2）

九州地方に特長的な組織痕の研究は、故鏡山猛氏や大脇直泰氏によって先鞭がつけられたの

であるが、今回新たに判明したもじり編みを加えてそれらの種類を再整理すると、次のように

なる。
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第4図　組織痕土器分布図
（鏡山●原図、星印は本遺跡）

第5図　九州における石鋸の分布
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第6図　西北九州型　結合釣針および関連する結合釣針の分布と編年
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A・カゴに直接粘土を塗りつけるもので、そのカゴには網代編みともじり編みがある。

したがってそれらの圧痕には、Al・網代圧痕、A2．もじり編み圧痕、の2種類が

ある。

なおもじり編みには、錘具を使うものと本例のように手のみによるもじり編みの2

種類があるので、将来前者の例が検出される可能性も考慮しておく必要がある。

B・カゴの内面に、型離れがしやすいように薄い別素材を貼りつけるため、直接的には

それら各種の素材の圧痕しかみられないものである。素材の違いによって、Bl・綱

目圧痕、B2・編布（アンギン）圧痕、B3・平織圧痕、の3種類がみられる。

このうち綱目圧痕のみは、その日の間に網代圧痕みられることがあり、鏡山氏が組織痕土器

を型取り法によるものと考えた一つの証拠となっている。

また1例のみであるが、本例のようなカゴの縁止め部分が確認された例がある。長崎県南高

来郡深江町山ノ寺遺跡の網代圧痕のなかに、「上端は編目が斜行して、ここが編物の上端であ
（註3）

ることを示している」例のあることが、鏡山氏によって報告されている。

この他に網代圧痕の本体がカゴであることを実証する資料は、佐賀県唐津市菜畑遺跡より出

土した例があるのみである。これは鹿部中央を含む大型破片であり、しかも楕円形に編まれた
（註4）

カゴである。

なお、もじり編みによるカゴの直接的資料で、かつ底の編み始めの部分が明確な資料は、佐
（註5）

賀県西松浦郡西有田町坂の下遺跡出土の縄文後期の例や、長崎県北松浦郡田平町里田原遺跡出
（註6）

土の弥生時代例などがある。これらの素材は、正確な鑑定結果は出ていないが蔓製のものであ

るらしい。本遺跡のモデリング陽像の質感はそれらとよく似ている。

5．分布上の問題点

組織痕土器の分布図は、鏡山氏によって作成されたもの（第4図）があるのみである。その

後若干の増加がみられたが、密度を高めることがあっても、その分布範囲の修正に重要な新知

見をもたらしたのは、韓国の東三滴貝塚の出土例と、本遺跡の出土例のみである。

本遺跡例の重要性は、従来まったく出土例をみなかった福岡県下における始めての出土例で

あることであり、その結果玄海灘沿岸での分布の東眼がやや東に伸びたことである。このこと

が問題になる背景として、組織痕土器に対する理解の仕方の違いがある。

鏡山氏は組織痕土器の分布圏を、Ⅰ・編布圧痕のみの鹿児島県下、I・綱目や乎織圧痕をも

含む佐賀・長崎．熊本．宮崎県下、Ⅲ．出土例のない福岡・大分県下としている（第4図）。

そして組織痕の基調をもっとも普遍的な編布圧痕と仮定し、南島方面からの伝播を想定してい

る。しかし「この間題は南島およびその周辺の調査資料がない現在、一つの仮説に止まってい
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る」と、慎重に述べている。

そして近年、鏡山氏が滞日としていた圧痕は編布圧痕であることが明らかにされ、かつ南島

からではなく、東日本からの伝播であることが明らかになったのである。したがって組織痕土

器の出現と編布の出現は、直接的には無関係と判断される。その一方で網目圧痕は韓国釜山市

東三洞貝塚から出土していることが知られるようになり、組織痕土器の中心的地域は、南九州

よりも西北九州を重視せざるを得なくなってきたのである。

そしてこの西北九州と韓国南海岸とは外洋の多島海地域であり、外洋性漁業を共有する地域

である。その上両地域の交流は縄文前期以来活発であり、西北九州型の大型結合釣針や、植刃

して錆に使われる石鋸は、西北九州に集中的に分布するばかりでなく、韓国でも出土している

のであるO

これらの玄海灘沿岸での分布を微視的にみてみると、いずれも広く遠賀川の河口にまで及ん

でいる（第5．・6図）。組織痕土器の主要分布範囲もほぼこれらと同一でありながら、肝心な玄

海灘沿岸での組織痕土器の空白は、むしろ異常なこととかねがね考えていたところである。今

回ごくわずかとはいえこの空白が少しでも埋まり始めたことは、きわめて喜ばしいことである。

縄文晩期の西北九州に、何故組織痕土器が出現したのか、換言すれば、底が平らで立ちあが

りの浅い鉢形土器が、何故型作り法で作られるようになったのであろうか。浅鉢の器形そのも

のは東日本より縄文後期に伝播したものであることが明らかであるから、西北九州を中心に縄

文晩期に型取り法が出現したことの背景については、分離して検討しかすればならない問題で

ある。しかも上に記したようにその背景には韓国南部をも考慮しかすればならないのであるか

ら、本例を契機として、玄海灘沿岸のなかでもとりわけ福岡県下の資料の増加することが、強

く望まれるのである。
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A＿C：組織痕土器（1／2），A′．B′．モデリング陽像（1／2）。

a・b：組織痕断面観察個所（1／2），6．げ：同壙大写真（1／1）。
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羽根戸遺跡出土鉄浮の金属学的調査

大　津　正　己

1・概要

羽根戸遺跡の古代から中世初頭に属する製鉄炉および土壌と溝出土の鉄淳を調査して次のこ

とが明らかになったO

〈1〉　1号製鉄炉から出土した鉄津は、極低チタン（Ti）含有砂鉄を原料とする製錬淳であ

ったO炉底澤であるので鉄分60％と高いものもあり、鉱物組成はヴスタイト（Wⅱstite：FeO）

＋フェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2），化学組成は二酸化チタン（TiO2）1．2－1・9％と低

値であった。1号製鉄炉は、自立型円筒炉が想定されるO

〈2〉　1号製鉄炉の炉底淳には、金属鉄が残留していて重要な情報を得ることが出来た。す

なわち、金属鉄中の非金属介在物（製鉄原料の砂鉄を還元する段階で鉄と分離しきれなかった

スラグ分や、精錬・鍛造段階で混入した一種の異物）が検出されて、これから砂鉄製錬を証拠

ずける二酸化チタン（TiO2）と共に、酸化ジルコニウム（Zr20）および酸化バナジウム（Ⅵ03）

ら三元系鉱物の存在を明らかにした。今後は当地鉄器産地同定の標識になりうるものと考える。

〈3〉　1号炉の炉底澤に噛み込まれた木炭は、環孔材でコナラ類の可能性をもち、製錬の還

元作用に必要な揮発分や熱量調節に有利な黒炭であったO　良質木炭の装入が予想される。

〈4〉　1号製鉄炉以外の土壌や溝から出土する鉄淳は、製錬淳から精錬鍛冶澤（大鍛冶澤）、

鍛錬鍛冶揮（小鍛冶淳）らが混在する。当遺跡では、製錬→精錬鍛泊（大鍛泊）→鍛錬鍛泊（小

鍛泊）の一貫生産体制がとられていたことが裏付けられる。

〈5〉　早良平野に位置する羽根戸遺跡では、高品位砂鉄と、良質木炭、それに優れた釜土粘

土らの供給に恵まれて大がかりな鉄生産操業がなされたものと想定される。

21いきさつ

羽根一戸遺跡は、福岡市西区羽根戸に所在し、縄文晩期から歴史時代にかけての複合遺跡であるO

このうち、古代から中世初頭にかけての遺構から、多くの鉄淳が出土したので、遺構の性格究

明と共に鉄揮調査依頼を福岡市教育委員会より要請された。そこで出土鉄浮の鉱物組成と化学

組成らの科学的調査を行なうと共に、他遺跡との比較検討らの考察を加えたので報告する。

3．調査方法

1．供試材

試料は、Table．1に示す10個の鉄淳と1個の鉄酸化物を調査した。このうち、Ⅹ－851Bは、

鉄淳中に金属鉄の残留と木炭の噛み込みがあったので、それぞれ独立調査を行なった。
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Table．1　供試材の履歴及び調査項目

符　 号 試　　　　　 料 出 土 位 置 推 定 年 代
大　 き　 さ 調　査 項　 目

サ イズ （Ⅷ） 重畳 （9 ）顕微鏡組織 化学組成 E P M A ピッカース
断面硬度

X －85 1 A 砂鉄 製錬 揮 （炉底津） 1 号製鉄炉 平安時代 ？ 110×80 ×30 6 20 ○ ○

X －85 1 B 〃 〃 〃 110×70 ×45 2 90 ○ ○ 金属鉄○
木炭 ○

金属鉄○

X －85 2 精錬鍛 冶滞 （大鍛冶淳） S H －13 （土壌） 奈良～
平安 ・鎌 倉 45 ×25 ×13 30 ○

Ⅹ－85 3 〃 S H －15（土壙） 〃 65 ×50 ×25 200 ○ ○

Ⅹ－854 砂鉄 製錬 渾 （炉内津） S D －05 （溝） 平　 安 48 ×30 ×20 55 ○ ○

Ⅹ－855 精錬鍛 冶津 （大鍛冶揮） S D －05′（〃） 〃 40 ×70 ×30 168 ○ ○

X －85 6 A 〃 ．S D －06 （〃） 古墳後期
～平安 ・鎌倉

35 ×25 ×15 15 〇 一

Ⅹ－856 B 砂鉄製錬 津 （炉内渾） 〃　 （〃） 〃 30 ×20 ×15 18 ○ ○

X －85 6 0 鉄 酸化物 〃　 （〃） 〃 35×30 ×12 16 ○

Ⅹ－85 7 精錬鍛 冶澤（大鍛冶揮） S R－02 F－Ⅳルー5 弥生終末．古墳

～奈良
40 ×25 ×15 38 ○

Ⅹ－85 8 鍛錬鍛冶 津（′ト鍛冶津） G －Ⅶ撹乱層 不　 明 70 ×60 ×30 150 ○ ○

注）X－851Bの鉄澤は金属鉄の残留と木炭の噛み込みがあり、これらを個別に調査した。

2．調査項目

（1）肉眼観察

（2）顕微鏡組織

鉄淳の検鏡試料は、ベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の♯150，‡320，♯600，♯1000

と順を迫って研磨し、最後は被研面をダイヤモンドで仕上げているO

（3）化学組成

鉄淳の分析は次の方法をとっている。

重クロム酸使用の重量法……酸化第1鉄（FeO），二酸化珪素（SiO2）。

赤外吸収法……炭素（C），硫黄（S）。

原子吸光法……全鉄分（Total Fe），酸化アルミニウム（A1203），酸化カルシウム（CaO），

酸化マグネシウム（MgO），二酸化チタン（TiO2），酸化クロム（Cr203），バナジウム（V），

鋼（Cu）。

中和滴定法……五酸化燐（P205）O

（4）EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査

別名Ⅹ線マイクロ．アナライザーとも呼ばれるO分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試

料併用）に電子線を照射し、発生する特性Ⅹ線を分光後にとらえて画像化し、定性的な測定結

果を得る分析法である。これが最近では、CMA（Computer aided X－ray Micro Anal

yzer以下CMAと略記）という新しい総合状態分析装置が開発された。原理はEPMAと同じで

あるが標準試料とのⅩ線強度の対比から元素定量値を得ることができるコンピューター内蔵の

新鋭器機である。本稿ではⅩ－851B鉄淳中の残留金属鉄非金属介在物の組成同定定量分析と、

特性Ⅹ線像に使用している。また、EPMAとCMAの中間的性能を有するSEM（Scaning
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Electron．Microscope：走査型電子顕微鏡）で木炭樹種識別の写真撮影を行なった。

（5）ピッカース断面硬度

鉄淳中金属鉄の組織同定のためのマイクロピッカース断面硬度計（Micro Vickers Hard

ness Tester）による硬さの測定を行なった。試料は鏡面琢磨した試料に136。の頂角をもった

ダイヤモンドを押し込み、その荷重を除した商を硬度値としている。

4・調査結果

（1）Ⅹ－851A　鉄淳（製錬澤：炉内残留淳）1号製鉄炉出土

肉眼観察：表裏ともに黄褐色に灰褐色を混じ、凹凸はあるが粗髪さが比較的少なく、気泡を

露出した炉内残留浮である。裏面は高温で青灰色に変色した炉材粘土を付着する。破面は茶褐

色で気泡を散在するが緻密で比重が大きい。炉底に集積した鉄棒である。

顕微鏡組織：Photo・1の1段目に示す。鉱物組成は白色粒状で成長したヴスタイト（Wiis

tite：FeO）と灰色木ずり状のフェアライト（Fayalite：2FeO，SiO2）が基地の暗黒色ガラ

ス質スラグ中に晶出する。

化学組成：Table．2に示す。炉底浮であり鉄分が多く、全鉄分（Total Fe）で60．9％あり、

このうち酸化第1鉄（FeO）は56・3％，酸化第2鉄（Fe203）が24．47％の割合である。造津

成分（SiO2＋A120。＋CaO＋MgO）は低目で14・08％あり、二酸化チタン（TiO2）は極低チタ

ン含有砂鉄を原料としているので製錬淳としては少ない1．92％、バナジウム（Ⅴ）0．28％である。

他の随伴微量元素もおしなべて少なく、酸化マンガン（MnO）0．18％，酸化クロム（Cr20。）0・2

％，硫黄（S）0．004％，五酸化燐（P205）0．27％，鋼（Cu）0．005％であった。砂鉄製錬淳

に分類される。

（2）Ⅹ－851B　鉄棒（製錬淳：炉内残留淳）1号製鉄炉出土

肉眼観察：表裏は黄褐色を呈し、粗髪な肌に多くの木炭痕と木炭を噛み込んだ炉内残留浮で

ある。破面は気泡多く黄褐色で、全体に軟弱質である。一部に金属鉄の残留が認められる。

顕微鏡組織：Phot0．1の2段目に鉄澤の鉱物組成を、またPhoto・4に鉄淳中に残留した金属

鉄と噛み込み木炭の組織を示す。まず鉄淳の鉱物組成は、微量の白色多角形状のマグネタイト

（Magnetite：Fe。0。）と、′樹枝状に晶出した白色粒状のヴスタイト（Wⅱstit。：F。0）お

よび淡灰色木ずり状フェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）らが共存する。

次に該品は金属鉄が残留していたので、これの組織を調査した。Photo・4の④は研磨のまま

で腐食（etching）なしで現われた非金属介在物（鉄の製錬過程で金属鉄と分離しきれなかっ

たスラグや耐火物の混じり物）を示す。介在物は梧円形状を呈し、組成が3種類に分れている。

同定結果は後述のEPMA調査でふれる。

鉄中の炭素含有量を調べるため、ピクラル（ピクリン酸のエチルアルコール飽和湊）で腐食

した組織を⑥②に示すO鉄に炭素が0・1％以上含まれるとフェライト（Ferrite：α鉄）のほかに
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パーライト（Pearlite）が現われる。このパーライトの占める面積によって炭素含有量を推定

できる。炭素量は、焼ならし状態で0．4％前後で約半分、0．77％で全部がパーライトとなる。

Ph。t。．4の⑥でみると、炭素が少ない所の白い部分はフェライト，黒または層状がパーライト

であり、この面積から炭素含有量は0・15％前後であろう。炭素含有量には偏析があり、②は炭

素含有量が高く0・7％前後となる。製錬炉底浮には、時折りこの様な金属鉄が残留するもので

あり、炭素量にバラツキがみられる。

EPMA調査：T。bl。．3にコンピュータープログラムによる高速定性分析で、非金属介在物の

組成を調査した結果を示す。介在物から検出された元素は、マグネシウム（Mg），アルミ（Al），

珪素（Si），が）（K），クロム（Cr），ジルコニウム（Zr），チタン（Ti），バナジウム

（V），鉄（F。）らであるOジルコニウム（Zr），チタン（Ti），バナジウム（Ⅴ）らは砂鉄に含

有される元素であり、該品が砂鉄製錬の生成物であることを表わしている。

これら介在物から検出された元素の成分分布を特性Ⅹ線で撮影したのがPhoto・5である。介
／

在物は3種類の組成の異なる鉱物から形成されている。SE（二次電子像）に示す介在物の下方

淡灰色の角ぼった鉱物は、チタン（Ti），バナジウム（Ⅴ），クロム（Cr）に、マグネシウム

（Mg）とアルミ（Al），鉄（Fe）が重なって検出され、上方の白色部でジルコニウム（Zr）・

暗黒部でガラス質の珪素（Si），アルミ（Al），カルシウム（Ca），マグネシウム（Mg），が）

（K）らが認められる。

これら鉱物をCMAで定量分析した結果をPhot0．5に示す。SEの①に示す淡灰色多角形鉱

物は、酸化バナジウム（V203）が31．7％，酸化第1鉄（FeO）27・4％，酸化クロム（Cr203）

19．1％，チタン（Ti）8・5％，酸化マグネシウム（MgO）8．2％らで構成される。バナジウムを

POS・NO．　　1

COMMENT　　　　：Ⅹ－851B

ACCEL．VOLT．（KV）：　15

PROBE CURRENT：5，000E－08（A）

STAGE POS．　　　X　40000　　　Y　40000　　Z llO O O

CH（1）　　TAP

EL WL COUNT INTENSITY（LOG）

Y　－1　6．45　　　　233

SR－1　6・86　　　　190

W　一m　6．98　　　　167

SI－K　7・13　　　　659

RB－1　7・32　　　128

AL�ｸ����S3H�����������

BR11　8．37　　　　　90

AS－1　9．67　　　　　40

MG－K　9．89　　　135

GE－110・44　　　　　30

GAー111．29　　　　　31

NA－K ll．91　　　　22

F　－K　18．32　　　　16
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TI－K　2．75

BA－1　2．78

CA－K　3．36

SB－1　3．44
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K　1K　3．74
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S　－K　5．37
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CH（2）　PET

COUNT INTENSITY（LOG）
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9

9

39

7

THE FOLLOWING ELEMENTS ARE PRESENT
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PT－1　1．31

I R－1　1・35

ZN－K l・44

CU－K l．54

NIーK l．66

CO－K l．79

FE－K l．94

MN－K　210

CR－K　2・29

V　－K　2．50

CE11　2．56

LA11　2．67

CH（3）　LIF

COUNT INTENSITY（LOG）
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Table．3　X－851B鉄淳含有金属鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果（羽根戸）
（Ti－K Count156，Zr－J39，V．K57らの検出から砂鉄を原料とする鉄とわかる。）



107

主要鉱物とするスピネル（Spinel）である。次にSE②の白色鉱物は、酸化ジルコニウム（Zr

O2）が91・4％であるO　ジルコニウムは、ほぼ単体で析出している。またSE③の暗黒色ガラス

質部分は、二酸化珪素（SiO2）46．9％，酸化カルシウム（CaO）17．3％，酸化第1鉄（FeO）

6・2％，酸化ジルコニウム（ZrO2）3．9％，二酸化チタン（TiO2）4．2％らで占められる。

以上介在物の3ヶ所の鉱物組成のいずれかに電子線スポットを照射すれば、砂鉄系成分の二

酸化チタン（TiO2），酸化ジルコニウム（ZrO2），酸化バナジウム（V203）のどれかが検出され

るので、製鉄原料が砂鉄であるとの確証がとれる。

ピッカース断面碩度：金属鉄は、炭素含有量に偏析があったので組織の同定を行なうため、

硬度の測定を行なった。Ph0t0．4の④②に硬度測定後の圧痕写真を示す。パーライトの少ない

低炭素個所は、材質は軟らかく碩度値Hv＝103で圧痕は大きい。パーライトの多い高炭素側は圧

痕小さく硬くてHv＝195を示した。高低炭素含有量の異なる個所は、硬度値にも顕著な差異が

認められて組織のちがいが確認できた。

化学組成：Table．2に示す。同じ炉内残留の炉底淳でも該品は、金属鉄（Metallic Fe）は

含有されていたが鉄揮中の鉄分は少なく、全鉄分（TOtal Fe）が28．8％，このうち、酸化第1

鉄（FeO）17．75％，酸化第2鉄（Fe203）21．38％の割合である。鉄分が少ない分だけ逆に造浮

成分（SiO2＋AI203＋CaO＋MgO）が増加して50．22％となっている。二酸化チタン（TiO2）

は、低チタン含有砂鉄を装入しているせいか低目で1．17％，バナジウム（V）0．18％と砂鉄を原

料とする製錬淳の成分系である。他の随伴微量元素らも低目で酸化マンガン（MnO）0．13％，

酸化クロム（Cr203）0．051％，硫黄（S）0・042％，五酸化燐（P205）0・093％，銅（Cu）0・005

％であった。

木炭組織：Phot0．4の①③に示す、鉄澤に噛み込まれていた木炭である。樹種の識別は専門

家にお願いする必要あるが、コナラ類ではないかと考える。

（3）Ⅹ－852　鉄淳（精錬鍛冶澤：大鍛冶淳）SH－13土壌出土→1号製鉄炉から約130m離れ

ている。

肉眼観察：表裏は灰褐色地で凹凸少なく、局部に黄褐色粉を付着する鉄淳である。破面は黒

色で、わずかに気泡が散在するが比較的緻密質である。

顕微鏡組織：Phot0．1の3段目に示す。　鉱物組成は白色粒状で大きく成長したヴスタイト

（Wⅱstite：FeO）と、淡灰色盤状結晶のフェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が基地の

暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。鍛冶炉内で徐冷を受けているので、鉱物結晶は成長して

いるO鍛冶淳の晶癖を示す。

（4）Ⅹ－853　鉄淳（精錬鍛冶澤：大鍛冶澤）SH－15土壌出土→1号製鉄炉から約130m離れ

ている。

肉眼観察：この鉄澤も表裏は灰褐色で黄褐色粉を付着し、木炭痕や気泡露出で粗繋さを有し
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た鉄棒である。破面は黒色でコークス状の気泡を発しているが比重は大きい。

顕微鏡組織：Phot0．1の4段目に示す。鉱物組成は大きく成長したヴスタイト（Wⅱstite：

FeO）が視野の全面をおおい、ヴスタイトの間隙をわずかなフェアライト（Fayalite：2FeO・

SiO2）が認められる。これも鍛冶揮特有の晶癖である。

化学組成：Table・2に示す。検鏡で大量のヴスタイトが認められた様に鉄分が多く、全鉄分

（Total Fe）が67．3％あり、このうち酸化第1鉄（FeO）が65・7％と酸化第2鉄（Fe203）が

23・21％である。造揮成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）はいたって少なく8・21％である。

二酸化チタン（TiO2）は1．17％，バナジウム（Ⅴ）が0．12％で前述した製錬澤より若干低目傾向

である。また他の随伴微量元素らも減少気味で、酸化マンガン（MnO）0・12％，酸化クロム（C

r203）0．26％，硫黄（S）0．004％，五酸化燐（P205）0・090％，鋼（Cu）0．005％であった。顕微

鏡組織のヴスタイトの多量晶出具合，化学組成の全鉄分と造澤成分の割合，二酸化チタン（Ti

O2）の1・17％らを総合すると精錬鍛冶淳（大鍛冶揮）に分類される。

（5）X－854　鉄澤（砂鉄製錬淳：炉内残留揮）SD－05溝出土→1号製鉄炉から80mの距離。

肉眼観察：表裏共に二次的に角がとれ、黄褐色で全体が丸味を帯びた鉄澤である。溝中で磨

耗を受けた痕跡を残す。破面は灰褐色で気泡なく、緻密で製錬浮の様相をもっている。

顕微鏡組織：Ph。t。．2の1、2段目豆示す。鉱物組成は白色多角状のマグネタイト（Magnet

it。：F。304）と樹枝状に晶出した白色粒状のヴスタイト（Wⅱstite：FeO）、こ．れに淡灰色の

長柱状で大きく成長したフェアライト（Fayalite：2FeO．SiO2）、暗黒色基地のガラス質スラ

グらから構成されている〇秒鉄製錬淳の炉内残留浮に分類される。

化学組成：Table．2に示す。全鉄分（Total Fe）が47．8％で、酸化第1鉄（FeO）が45．3％，

酸化第2鉄（Fe20。）が21．39％と後者の未還元鉄分が目立つ。また造揮成分（SiO2＋A1203＋

CaO＋MgO）30・27％と高目であり、このうち酸化カルシウム（CaO）が2．80％と他鉄淳とは異

なって多い。製錬初期段階での排出物であろう。二酸化チタン（TiO2）が1・95％と製錬揮レベル

であり、同じくバナジウム（Ⅴ）も0．26％と高目である。随伴微量元素は酸化マンガン（MnO）

0．22％とやや高目で、酸化クロム（Cr203）0・044％は低目傾向にあり、硫黄（S）0．010％，五酸

化燐（P205）0・17％らは中間的で、銅（Cu）はNilであった。

（6）Ⅹ－855　鉄淳（精錬鍛冶渾：大鍛冶揮）SD－05′溝出土→1号製鉄炉から80mの距離O

肉眼観察：表裏ともに灰褐色で多くの気泡を露出した鉄淳であるO　これも二次的磨耗を受け

て角がとれている。破面はやや光沢を帯びた灰黒色で気泡が多い。鉄分多く錆も見受けられる。

鍛冶淳的外観を有している。

顕微鏡組織：Phot0．2の3段目に示すO白色粒状で大きく成長したヴスタイト（Wⅱstite：

FeO）で大半は占められ、粒間を盤状結晶のフェアライト（Fayalite：2FeO．SiO2）が埋める。

ガラス質スラグはほとんど認められない。鍛冶揮特有の晶癖である。
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化学組成：Table．2に示す。成分的には前述したⅩ－853に近似する。全鉄分（Total Fe）

が多く67．3％，このうち酸化第1鉄（FeO）54．8％，酸化第2鉄（Fe20。）35．4％である。造揮

成分（SiO2＋A120。＋CaO＋MgO）が6．02％と極端に少なく、検鏡でガラス質スラグが少なか

った結果と合致する。二酸化チタン（TiO2）1・25％であるが、バナジウム（Ⅴ）は高目で0．38％

あった。成分構成からみて精錬鍛冶淳に分類される。

（7）Ⅹ－856A　鉄澤（精錬鍛冶淳：大鍛冶揮）SD－06溝出土→1号製鉄炉から80mの距離

をもつ。

肉眼観察：赤褐色を呈し、表裏に気泡を露出する小塊である。破面は黒褐色で気泡を多発す

る鍛冶i宰外観である。

顕微鏡組織：Photo・2の4段目に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイト（Wⅱstite：

FeO）と灰色長柱状のフェアライト（Fayalite：2FeO．SiO2）それに基地の暗黒色ガラス質

スラグから構成されている。小塊であるので冷却速度が速く結晶は小さい。鍛冶淳特有の晶癖

である。

（8）Ⅹ－856B　鉄津（砂鉄製錬揮：炉内残留揮）SD－06溝出土→1号製鉄炉から80mの距離

のところ。

肉眼観察：赤褐色表皮につつまれ、角がとれた小鉄淳である。破面は黒色で気泡少なく緻密

質で製錬浮的外観を有している。

顕微鏡組織：Photo・3の1段目に示す。鉱物組成は白色多角形状のマグネタイト（Magnetite：

Fe304）と淡灰色盤状結晶のフェアライト（Fayalite：2FeO．SiO2）で構成される。フェアラ

イトが大きく成長しているところから徐冷組織であり、砂鉄製錬淳の炉内残留浮に分類できる。

化学組成：Table．2に示す。炉内残留淳で鉄分が多く、全鉄分（Total Fe）で55．2％あり、

酸化第1鉄（FeO）が24・9％と、未還元鉄分の酸化第2鉄（Fe203）が51．3％である。造揮成分

（SiO2＋AI203＋CaO＋MgO）は、16．82％あり、二酸化チタン（TiO2）は当遺跡最高値の3・19

％で、バナジウム（Ⅴ）は、0・25％である。この二成分の値からも砂鉄製錬淳の指標が得られ

るO随伴微量成分は、酸化マンガン（MnO）0・21％，硫黄（S）0．065％，五酸化燐（P205）0・

28％らは高目であり酸化クロム（Cr203）0．080％，銅（Cu）Nilらで低目であった。

（9）Ⅹ－856C　鉄酸化物　SD－06溝出土→1号製鉄炉から80m隔てたところO

肉眼観察：赤褐色の鉄錆におおわれ、局部的に鍛造痕を残す鉄器半成品酸化物である。検鏡

試料採取のため、テクニカッターで切断すると、断面は黒錆化し、一部は膨脹のため巣が発生

している。弱磁性。

顕微鏡組織：Phot0．3の2段目に示す。　組織は白色と淡灰色の横目模様の鍛造痕を残すゲ

－サイト（Goethite：Fe203：H20）である。酸化を受けているので、炭素含有量や熱処理技術

らの情報を得ることが出来なかった。しかし、遺跡内の何処かで鍛造による鉄器製造が行なわれ
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ていたことの証拠となる。

（10）Ⅹ－857鉄揮（精錬鍛冶揮：大鍛冶澤）SR－02出土

肉眼観察：灰黒色に鉄錆を付着した小鉄浮で気泡を露出するO該品も二次的磨耗で角がとれ

ているO

顕微鏡組織：Ph。t0．3の3段目に示す。鉱物組成は大きく成長した白色粒状のヴスタイト（Wd

stite：FeO）と、淡灰色盤状結晶のフェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）で構成されるO

各結晶は徐冷により大きく成長をとげている。鍛冶津特有の晶癖である。

（11）Ⅹ－858　鉄揮（鍛錬鍛冶椀形浮：小鍛冶津）G－Ⅶ区撹乱層出土

肉眼観察：表皮は赤褐色を呈し、木炭痕と気泡を露出した小波状肌の澤で表面は凹んでいる。

裏面は灰黒色で気泡と木炭痕を有し、椀形状に中央が凸起する。破面は黒色で小気泡が多発し
／

て局部的に鉄錆を発している。該品は、鉄器製造に当って鉄素材を鍛冶炉で高温加熱した段階

で生成された澤であり、炉底に堆積形成されたもので椀形状を呈している。

顕微鏡組織：Photo・3の4段目に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイト（Wⅱstfte：Fe

O）と淡灰色木ずり状のフェアライト（Fayalite：2FeO：SiO2）が、基地の暗黒色ガラス質ス

ラグ中に晶出しているO鍛冶淳の晶癖である。

化学組成：Table．2に示す。全鉄分（Total Fe）は58．6％と高く、酸化第1鉄（FeO）は

45・6％，酸化第2鉄（Fe203）は33．2％である。造浮成分（SiO2＋A1203＋CaO＋Mgo）は18・03

％と低目傾向にあり、同じく二酸化チタン（TiO2）も1％を割って0・83％，バナジウム（Ⅴ）

0．12％である。他の随伴微量元素らも低減されていて、酸化マンガン（MnO）0・077％，酸化ク

ロム（Cr203）0．22％，硫黄（S）0．009％，五酸化燐（P205）0．21％，銅（Cu）0・005％であっ

た。二酸化チタン（TiO2）が1％と割るのは該品のみであり、鍛錬鍛冶淳に分類できる。

5．考察

1・鉄澤からの所見

羽根戸遺跡の1号製鉄炉は、上部は削平されて炉床部のみの残存で炉型はさだかでない。残

存炉床部は直径85cm前後の円形プランを呈し、約1／3の面積に炉底浮を残している。これから

判断して平坦地に設置した自立型円筒製錬炉の可能性をもち、極低チタン含有砂鉄を原料とし

て還元製錬が行なわれたと推定される。炉底澤の炉内残留淳は、二酸化チタン（TiO2）が少な

く1．2－1．9％である。原料砂鉄は、早良地区に賦存する母岩より産出した砂鉄が用いられたと

考えられる。Table．2の参考データとして挙げている重留三郎丸採取砂鉄や有田81次調査で出

土した砂鉄レベル（Total Fe67％前後，TiO20・5％前後）であったろう。

羽根戸遺跡では、製鉄炉以外の土壌や溝からも鉄澤が出土しているOこれらの鉱物組成や化学

組成を調査してみると、製錬揮以外に精錬鍛冶浮（大鍛冶淳）や鍛錬鍛冶揮（小鍛冶淳）らが検

出された。この調査結果から当地で製鉄一貫生産体制がとられたと想定される。すなわち、鉄
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1．
大
澤
正
己
「
羽
根
一
戸
遺
跡
出
土
鉄
淳
の
金
属
学
的
調
査
」
『
羽
根
戸
遺
跡
』
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
13
4集

）
福
岡
市
教
育
委
員
会
19
86
本
報
告

2・
大
澤
正
己
「
福
岡
市
所
在
柏
原
古
墳
群
出
土
鉄
淳
と
小
鉄
塊
の
金
属
学
的
調
査
」
『
柏
原
古
墳
群
』
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
12
5集
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福
岡
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教
育
委
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会
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澤
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的
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査
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第
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澤
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鉄
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史
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．
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岡
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生産の第1工程の製錬である砂鉄を木炭でもって還元する操業から、第2工程で不純物を多く

含有する鉄塊らの成分調整の精錬鍛泊（大鍛泊），続いて鉄器鍛造の鍛錬鍛泊（小鍛泊）の第

3工程までが確認できた。

羽根戸遺跡から出土した製錬淳は、二酸化チタン（TiO2）の含有量が低目傾向の1．2－3．2％

の範囲である。これが有田遺跡81次調査の出土鉄淳になると1．7－7．5％と高目範囲に移行する。

同じく柏原古墳群の古墳供献鉄棒になると中間レベルの3．1％台である。同じ福岡平野におい

ても原料砂鉄の品位の違いが製錬淳成分に微如に影響している。

次に精錬鍛冶淳（大鍛冶淳）の二酸化チタン（TiO2）は、羽根戸遺跡出土鉄淳で1．2－1・3％

とバラツキが少ない。これに対して他遺跡においても同傾向が認められる。柏原地区では、二酸

化チタン（TiO2）は1．7－2．0％であり、鍛冶素材不純物成分の影響があったものと考えられる。

最後に精錬鍛冶澤（小鍛冶揮）の二酸化チタン（TiO2－）は羽根戸遺跡出土鉄棒で0．83％であ

る。これが田村遺跡出土鉄棒になると0・12－0．25％と低減化し、柏原地区では0．28％となって

いて、羽根戸遺跡出土鉄淳が高目傾向にあることがわかる。羽根戸遺跡の鉄器鍛造に供された

鉄素材は製錬不純物をかなり含有していたと推定される。これらは何らかの理由で、鉄器の早
ノ

期需要を満たすための粗製の表われでなかったかと思われる。

2・含鉄鉄津中の金属鉄からの発言

羽根戸遺跡出土の鉄棒中に含有された金属鉄（Meta11ic Fe）の非金属介在物から重要射吉

報が得られた。早良平野で生産された鉄に含有される非金属介在物は、砂鉄製錬であるので、

二酸化チタン（TiO2）は当然検出されるが、この他に酸化ジルコニウム（ZrO2）と酸化バナジ

ウム（V203）らが併せて検出された事である。Table．4に列島内で出土した小鉄塊や鉄器に含

有される非金属介在物のEPMA定量分析結果を示している。5世紀以前の鉄器類からは、二酸

化チタン（TiO2）やジルコニウム（Zr），およびバナジウム（Ⅴ）らは検出されず、製鉄原

料は鉱石系と判る。また、古代の滋賀県や、北海道でも鉱石系の鉄塊や鉄器が存在していて、こ

れらは五酸化リン（P205）やマンガン（Mn），硫黄（S）が高目で、砂鉄成分系とは構成成分が

異なっているO

この様にTable・4に示した小鉄塊や鉄器の成分値を比較検討してみると、羽根戸遺跡の非金

属介在物が、二酸化チタン（TiO2），酸化ジルコニウム（ZrO2），酸化バナジウム（V203）

らの三元系鉱物を含有する特殊成分であることが判るであろう。今後鉄器中の非金属介在物の

分析に際し、この三元系鉱物を含む鉄器が検出されれば、該地産地製品の可能性を示唆する訳

で、今後の一つの標識となるのであろう。

鉄中の非金属介在物は、鉄生産の製造履歴を語る重要な鍵を秘めているといっても過言では

ない。1号製鉄炉出土鉄淳の金属鉄からの情幸鋸ま、今後の早良平野の鉄器調査において、一つ

の決め手になる要因を備えている。

（註）大澤正巳「福岡平野を中心に出土した鉱樺の分析」『広石古墳群』（福岡市埋蔵文化財調査報告書　第41集）

福岡市教育委員会1977．207頁の粘土分析結果及び、幕末藩政時代の反射炉用耐火煉瓦の製造に供したことを

参照されたし。
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羽根戸遺跡出土木器の樹種同定

大　迫　靖　雄

羽根戸遺跡から出土した木器等12点について樹種の鑑定および加工痕の状況などについて観

察、調査を行った。調査対象とした木器等は表1に示す。

表1・調査対象出土木器

資料
番号 木　 器　 名 樹　 種 備　 考 暮賢 木　 器　 名 樹一　種 備　 考

1 鋤 カ　シ　類 柾　 目　 板 7 鍬 ク　ス　 ノ　キ 板　 目　 板

2 コウプ型容器 クスノキ 8 鋤 ナカギシ亜慮
－カ　　 C／　　類

3 杓子（未完成品） クスノキ くり抜 き加工 9 鋤 カ　　 シ　 類 柾　 目　 板

4 槌　 の　 子 クスノキ 10
月

杓子 ク　ス　ノ　キ 科
ク　 ス　 ノ　 キ くり抜 き加工

5 槌　 の　 子‘ ツ　バ　 キ 11 槽 ク　 ス　 ノ　 キ 板　 目　 板

6 木　　　　 簡 ツ．ノi キ 鑑　 定　 せ　 ず 12 臼 ヶ　　 ヤ　　 キ くり抜 き加工

調査した各々の木器の中には外観から木材の特徴がみられるものもある。しかし、多くのも

のは劣化が進行しており、色調などについての推定はできをい状態にあった。さらに、全べて

が加工された木器であったため、樹皮などは付着していない。したがって、外観からのみの樹

種の特定は不可能であった。そこで、全木器について、顕微鏡検眼用の切片を作成して、顕微

鏡下で、組織観察を行った。

12点の木器類のうち、資料番号6の木簡には文字が書かれており、文字解読等の処理をする

ため、切片用の木片を採取することが困難であったので、樹種の鑑定は行わなかった。また、

他の木器についても原型をそこなわない範囲で資料を採取したため、劣化の激しい部分や小試

片のため、切片作成に困難をきたしたものもあった。

前述したが、本調査の対象として出土木材は木器で、加工痕も部分的ではあるが明瞭であり、

用途もある程度明瞭であった。したがって、流木のような種々の樹種が含まれるのでなく、あ

る程度目的を持って使用されるものであると思われた。検眼した11点の木器の樹種はすべて広

葉樹であった。（ただし、資料番号6木簡は針葉樹と思われる。）

一般に遺跡から出土する木製品は加工が容易な針葉樹が使用されている例が多い。しかし、

福岡地方からの出土木材は過去の例から見ても広葉樹が圧倒的に多い。広葉樹は針葉樹と比較

して、硬く、また樹形からしても加工が困難である。このように広葉樹が多く使用されていた

ことは、この地方の植生として常緑広葉樹がほとんどであったことによるところが多いと思わ

れる。しかし、これらの加工しにくい広葉樹を木器に加工するためには、それなりの加工技術

も発達していたものと思われる。事実、今回調査した木器の表面に鋭い加工具によって加工さ
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れたど思われる加工痕が多く見られた。

使用されていた樹種はカシ類、クスノキ科（クスノキ）、ツバキ、ケヤキであった。加工法

は樹種によって多少異なっており、クスノキやケヤキは木口面からのくり抜き加工が行われて

いた。クスノキは板の場合、板目慨で使用されていた。これに対して、カシ類は柾目板として

使用され、加工面から見て異なった使用法がなされていた。ただ、ここで調査した個数は少な

いため、これらの特徴について明確に述べることはできない。しかし、このような使用につい

ては、例えば、カシ類の場合、放射孔材であり、道管の並びが放射方向であるので、割り加工

をする場合、道管に沿った加工をなすことによって、硬い木材を容易に割ることができたこと

なども考えられる。このように加工については興味深いものであるが、樹種による加工の特徴

については、さらに加工具の発達等について別の機会で考察してみたい。

，本報では、各々の木器具について木材の組織的な特徴と樹種について述べる。

1．鋤（Fig．41・1，PL．15）

本木器の加工痕の半径方向にあり、柾目板として使用されている。材としての硬さは残って

いるが、広放射組織の部分の劣化が激しく、切片作成が困難であった。ただ、外観からは広放

射組織が観察された。しかし、色調等の判定は困難であった。木口面の顕微鏡写真（①）はや

やななめに作成されたものであるが、道管が放射方向に2－3列で配列されている放射孔材で

あるOまた、中央部に広放射組織が観察される。道管の周囲に柔組織が発達していることが観

察される（写真②）。さらに、放射組織は単列のものと広放射組織があり、広放射組織は複合

または集合放射組織を示している（写真③）O

以上の結果から、本樹種はコナラ属（Quercus）のうち、アカガシ亜属（Cyc10balanopsis）

の樹種すなわちカシ類と鑑定される。樹種の特定はできない。

2・槽（Fig・50・3，PL・15）

本木器の樹種は組織的に資料3槽とほぼ、同じことを示しており（写真④～⑥）クスノキ

（Cinnamomum Camphora PRESL）と鑑定される。

3．杓子（Fig・50・5，PL．15）

資料番号10杓子とほぼ同じものである。木口面からのくり抜き加工をした未完成品である。柄

の部が欠落しているので、失敗作とも思われる。本木器の組合、材としての特徴は資料番号10－

の杓子と同じであるが、チロースの存在は明白でない（写真⑦）。また、大型の油細胞の存在は

きわめて明白である（写真⑧、⑨）。

以上の結果から、本樹種はクスノキ（Cinnamomum Camphora PRESL）と鑑定される。

4・槌の子（Fig．50．7，PL．15）

年輪幅は狭い。道管は単独または各方向に2－4個接続し、数多く存在する。道管径は小さ

い（0．04－0．0蝕m）ものが全体的に分布する散孔材である。しかし、年輪界の部分に大きめの
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道管が配列している（写顛珍）。せん孔板は階段状を示し、内壁にらせん肥厚が観察される（写

輿軌⑫）。この他の組織としては繊紐状仮道管が主で、壁厚が厚く、内膳は狭い。また、らせ

ん肥厚も観察される（写真⑪～⑬）。柔組織はわずかに観察される程度である（写真⑫）。ま

た、大型で藤酸化灰の結晶を含む組織が多く観察される（写真⑪へ⑳）。放射組織は1－3細

胞幅のもので、嶺大約20、細胞高のものが観察される（写真⑲）。また、放射組織の形状は中

間が平伏細胞で上下縁に方形または直立細胞で、異性放射組織である（写真⑪～⑲）。

以上の結果から、本樹種はツバキ（Camelliajaponica L1NNAEUS）と鑑定される。

5・槌の子（Fig．50．8，PL．15）

本木器は資料番号6槌の子と類似した形状を示している。組織的にも同一のもの（写真⑲～

⑩でありツバキと鑑定される。

7■鍬（Fig．59・10，PL・15）

本木器は板目板として使用されている○木口面の状態から道管の周囲柔組織が発達している。

また、大型の細胞が点在している（写真⑰）。柾目面（写真⑲），板目面（写真⑲）から、柔

組織、放射組織中に大型の細胞がしばしば存在することが観察される。これは油細胞である。

板目面にあらわれる道管は単せん孔を示しており、壁面には明白な交互壁孔が数多く観察され

る。また、道管の側壁にはらせん肥厚がみられる（写真⑲，⑲）。

以上の結果から、本樹種はクスノキ（Cinnamomum Camphora PRESL）と鑑定される。

8．鋤（Fig・59・11，PL．15）

本木器の場合、外観から広放射組織が観察される。木口面（写真⑳，⑪）より道管は2－3

列で放射方向に配列しているO放射孔材である。また、道管中にチロースの存在が観察される

（写真⑪）、柔組織は接線状配列を示している。放射組織は単列のものと広放射組織のものが

存在している（写真⑪，⑳）。また、広放射組織は複合、または集合放射組織である（写真⑳

⑳）。さらに、道管の周囲にも柔組織がみられる。

以上の結果から、本樹種はコナラ属（Quercus）のうちアカガシ亜属（Cyclobalanapsis）

樹種すなわちカシ類と鑑定されるが、色調、樹皮などの特徴が不明なので、樹種の特定はでき

ない。

9．鋤（Fig．59．12，PL．）

本木器は資料番号1鋤とほぼ同じ組織状態を示している。また、本木器の場合も柾目板とし

て使用され、木口面に鋭い加工痕が残っている。ただ、劣化が激しく、広放射組織の劣化が特

に激しいため、切片の作成がかなり困難であった。組織的には木口面の顕微鏡観察から放射孔

材で、柔組織が接線状に配列することが見られる。また、放射組織は単列と広放射組織から成

り立ち、広放射組織は複合または集合放射組織を示す（写真⑳，⑮）。

以上の結果から、カシ類と鑑定される。
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10．杓子（Fig・60．14，PL．15）

本木器は木口面からのくり抜きによって製作されている。本観察用に採取した木片は劣化が

激しく、検眼がやや困難であった。ただ、外観から交連木理（交錯木理）が見られたO　また、

木理の斜交も著しく、通直な幹部以外を使用したと思われる。木口面（写真⑳，⑳）から道管

の直径は0・07～0．1鮎Ⅲを示す。また、道管中にチロースが存在するものがある。道管の周囲に柔

組織の発達がみられる。また、木口面のところどころに大型の柔組織が見られるO　これは、柾

目面（写真⑳）あるいは板目面（写真⑳）でもみられる。このような大型の細胞は放射組織で

も観察された（写真⑳，⑳）。この大型細胞は典型的射由細胞である。また、放射組織は接線

方向に1～3細胞幅で異性放射組織を示しているO

以上の結果から本樹種はクスノキ科（LAURACEAE）の樹種であるO放射組織の形状がや

や特徴的ではあるが、特に分泌細胞の発達が著しいことから、クスノキ（Cinnam。mum CamphOra

PRESL）と鑑定される0

1L槽（Fig．60．15，PL．15）

本木器の場合、木材は板目板として使用され、加工痕は鋭い刃物での加工を示しているO資

料番号2，杓子に比して年輪幅が狭い。しかし、本木材も柾目面にわずかに交錯水理が観察され

るOまた、木口面（写真⑩）から道管の大きさは、最大径のもので0．25mmに達するものがあっ

たがほとんど0月．2№㎡以下であった。また、道管内にチロースの発達も著しい。さらに、道管の周

囲に軸方向柔組織の発達が著しい。木目調、柾目面（写真⑪）、板目面（写真⑩）において、

柔組織、放射組織にしばしば大型油瑚胞の存在が観察される。

以上の結果から、本樹種はクスノキ（CinnamOmum CamphOra PRESL）と鑑定される。

12．日（Fig．6L P1．．15）

本木器は大型の臼であるので、かなりの大径木から製作されたものであるO外観からも環孔

材であることが明白であった。年輪幅はかなり広い。木口面の顕微鏡観察から孔圏内の大道管

は規則正しい一層で配列している（写真⑳，⑳）。孔圏内の太道管の径は0・1～0．蝕財の範囲に

ある。また、孔圏内の小道管は年輪に沿って帯状、団塊状に接続している°　また、孔圏内には小

径の道管が花模様、接続方向にかたまって存在している（写真⑬，⑳）O道管は単せん孔で、

らせん肥厚（特に小道管に明白）が発達している（写真⑮）。柔組織は道管の周囲に存在して

いる（写真⑮）。放射組織は1～7細捌畠（写真⑳）で異性放射組織を示す。また、藤酸石灰

の結晶が観察される（写真⑮，⑩）。

以上の結果から、本樹種はケヤキ（Zelkovaserrab MAKINO）と鑑定されるO



1．鋤，カシ，木口面

7・杓子，クスノキ，木口面

2・鋤，カシ，柾目面

5．コップ型容器，クスノキ，柾目面

8．杓子，クスノキ，柾目面

羽根戸遺跡出土木器．木材顕微鏡写真

3・鋤，カシ，板目面

6．コップ型容器，クスノキ，板目面

」蔓⊥」l
漁　　　場多．＋尋彿 撮

9．杓子，クスノキ，板目面
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16・槌の子，ツバキ，板日面

11・槌の子，ツバキ，柾目面

槌の子，ツバキ，木口面

17．鍬，クスノキ，木田面

羽根戸遺跡出土木器．木材顕微鏡写真

15．槌の予，ツバキ，柾目面

18・鍬，クスノキ，柾日面
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19．鍬，クスノキ，板目面

22．鋤，カシ，柾目面

25．鋤，カシ，板目而

20．鋤，カシ，木日面

23・鋤，カシ，板目面

26．杓上クスノキ，木日面

羽根戸遺跡出土木器・木材顕微鏡写真

21・鋤，カシ，木口面

24．鋤，カシ，柾目面

27・机上クスノキ，木田面
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28．杓子，クスノキ，柾目面

31．槽，クスノキ，柾目面

34・臼，ケヤキ，木口面

29．杓子，クスノキ，板目面

32・槽，クスノキ，板目面

35．日，ヶヤキ，柾目面

羽根戸遺跡出土木器・木材顕微鏡写真

30．槽，クスノキ，木口面

33・臼，ケヤキ，木口面

36．日，ケヤキ，板目面
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羽根戸遺跡周辺航空写真



▲　調査区近影（飯盛山を望む）

▲調査区全景（SR－01．02） ▲調査区近景（SR－01上流）



▲調査区全景（中央・南台地）

▲調査区全景（東台地北側）

▲調査区全景（中央台地）

▲調査区全景（東台地南側）
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▲S K－03全景

▲S K－05全景

▲S K－07全景

▲S K－09全景

▲SK－04全景

▲SK－06全景

▲SK－08全景

▲SX－01全景



▲SC－01全景

▲SC一03全景

▲SC－05全景

▲SC－07・11全景

▲SC－02全景

▲SC－04全景

▲SC－07全景

▲SC－07竃近景



▲SC－06全景

▲SC－09全景

▲SC－12全景

▲SC－15全景

▲SC－08全景

▲SC－10全景

▲SC－13全景

▲SC－17全景



▲S B－01全景

▲S B－04全景

▲S B一06、1号炉址全景

▲S B－06柱根検出状況

▲SB－03全景

▲S B－05全景

▲S B一07・08．09全景

▲S B－10・11・12全景



▲S B－13．14・15全景

▲S B－15全景

▲S B－17全景

▲　S B－19・20．21全景

▲SB－14全景

▲S B－16SC－07・12・13全景

▲S B－18．21・22全景

▲SB－19柱穴内土器出土状況



▲東台地北側建物群全景

▲S B－24全景

▲S B－27全景

▲S B－29・30全景

▲S B－23全景

▲S B－25・26全景

▲S B－28全景

▲S B－31全景



▲東台地南側建物群全景

▲S B－36、SC－16全景

▲SB－39全景

▲S B－40・41・42全景

▲SB－32．33全景

▲S B－38全景

▲S B－39．40・41．42全景

▲S B－42全景



▲S H－01全景

▲S H－05全景

▲S H－10全景

▲S H115全景

▲S H－03全景

▲S H－08全景

▲S H－14全景

▲S H－17全景



▲S H－18全景

▲1号炉址全景

▲SR－01第1杭列全景

▲SR－02杓子・朱塗容器出土状況

▲S H－22全景

▲SD－04全景

▲SR－02日出土状況

▲SR一02鋤出土状況
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羽根戸遺跡出土土器
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PL．16

羽根戸遺跡出土石器
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